
Title 札幌郊外地区(手稲)の政治意識調査(1)

Author(s) 小川, 晃一; OGAWA, KOICHI; 十亀, 昭雄 他

Description 研究ノート

Citation 北大法学論集, 20(2), 66-114

Issue Date 1969-09

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/27881

Type departmental bulletin paper

File Information 20(2)_P66-114.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



研究ノート

ド研究 J 

::ノ

i:卜"

本し
，“..・・....・.'・， 咽a 

幌
交B
外
地
区
〆-¥

手
稲
、、ー，〆

共 の
同 政

荒太小研
治
ニt己

究 A!、
木田川 識

俊一晃 調
査

夫男
(1) 

阿蓮十

部池亀

四 昭

郎穣雄

北法20(2・66)190



序

JII 

晃

手
稲
開
発
の
出
発
点
は
、
札
幌
が
石
狩
原
野
の
中
心
、
本
道
統
一
の
本
府

と
さ
れ
、
そ
の
圏
内
に
属
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
明

)
 

噌

i(
 

札幌郊外地区(手稲〉の政治意識調査

明治4年札幌及び近辺の村落

札幌郡月寒村 盛岡県民 40戸 18将5人一
ク平岸村 胆沢県 平6農5戸族民伊達 郎旧臣その他

203人。篠路村 盛岡県 族10戸 !日移民35戸

ク対雁村 陸前国遠田郡 農民 29戸

石狩郡花畔村 岩 手 県 農民 39戸 129人

ク生振村 陸前回宮城郡 農民 29戸 124人

札幌郡白石村 片倉小十郎旧臣 104戸 380人

。手稲村 ィク 53戸 241人

札幌市街 福山市街 荷民 24戸その他

治
以
前
に
も
入
植
す
る
も
の
が

あ
っ
た
が
、
本
格
的
な
入
植
は

明
治
四
年
、
仙
台
藩
白
石
支
藩

片
倉
小
十
郎
の
家
臣
た
ち
一

族
、
五

O
余
戸
、
二
四

O
人
ほ
ど

の
集
団
が
上
手
稲
に
入
植
し
た

と
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
っ

て
一
村
が
形
成
さ
れ
手
稲
と
い

う
漢
字
が
あ
て
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
頃
に
は
、
札
幌
附
近

に
は
奥
羽
の
土
族
農
民
た
ち
に

れよ
た?っ
(心て

上数
掲個
表の
Y 部
落
が
ペコ
く
ら

明
治現

率去
か手
ら稲
二の
O 位
年置
頃に
ま会は
で乙 、

に
、
現
在
の
各
部
落
の
位
置
に

は
殆
ど
す
べ
て
移
住
が
な
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
上
手
稲
を
み
よ
う
。
西
野
に
は
、
す
で
に
明
治
五
年
、
白
石
藩
旧
臣

た
ち
の
集
団
移
住
以
前
に
、
越
後
か
ら
五
戸
の
入
植
が
あ
っ
た
。
以
後
は
か

な
り
後
ま
で
移
住
者

は
な
く
、
下
の
表
で

み
ら
れ
る
よ
う
に
、

人
口
も
殆
ど
停
滞
し

て
い
た
の
で
あ
る
。

と
く
に
興
味
が
あ
る

の
は
、
男
女
が
ほ
ぼ

同
数
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
移
住

上手稲の人口動態

年代|戸数|人口|男 l女
明治5年 53 241 114 127 

6 58 258 129 129 

7 58 238 122 116 

8 56 266 137 129 

9 57 276 144 132 

10 57 272 141 131 

11 57 263 137 126 

12 57 272 144 128 

13 57 277 145 132 

14 57 294 148 146 

が
家
族
ぐ
る
み
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
北
海
道
全
体
の

傾
向
、
と
く
に
下
手
稲
の
場
合
と
は
全
く
異
る
現
象
で
あ
る
。
し
か
し
移
住

が
停
滞
し
て
い
た
上
手
稲
に
も
、
や
が
て
新
し
く
加
わ
る
も
の
が
ふ
え
て
ゆ

く
。
一
八
年
に
は
西
野
に
は
広
島
県
人
が
加
わ
っ
た
。
平
和
に
は
、
明
治
一

七
年
山
口
県
人
、
つ
い
で
十
九
年
福
井
県
人
一
一
一
一
一
戸
が
入
植
し
開
拓
を
進
め

た
し
、
以
来
移
住
は
「
続
々
」
つ
づ
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
福
井
に
は
、
明

治
一
九
年
、
福
井
県
か
ら
の
入
植
も
始
ま
っ
て
い
る
。
明
治
二

O
年
に
は
、

西
野
札
幌
間
の
道
路
が
開
通
し
札
幌
と
の
往
来
も
更
に
活
発
と
な
っ
た
。
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下
手
稲
に
も
こ
れ
に
お
く
れ
ず
移
住
が
進
ん
だ
。
開
拓
使
事
業
報
告
書
に

は
下
手
稲
村
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
か
か
れ
て
い
る
。

明
治
六
年
移
住
民
数
十
戸
遂
に
一
村
を
成
す
因
て
手
稲
村
と
称
す
、
皆

自
移
に
係
る
も
扶
助
米
金
を
賜
う
例
の
如
し
然
る
に
此
地
札
幌

小
樽
間
の
道
路
に
当
る
を
も
っ
て
旅
人
食
飲
庖
馬
夫
樵
夫
炭
焼

等
を
業
と
為
多
し
。

最
も
早
く
入
植
し
た
も
の
は
、
明
治
初
年
、
南
部
、
青
森
か
ら
稲
穂
(
も

し
く
は
星
置
)
に
き
た
五
、
六
一
戸
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
後
、
明
治
五

年
頃
こ
れ
に
加
わ
っ
た
青
森
か
ら
の
移
住
者
は
そ
の
模
様
を
つ
ぎ
の
よ
う
に

語
っ
て
い
る
。

父
己
之
松
は
、
私
た
ち
妻
子
を
連
れ
て
本
道
に
き
ま
し
た
。
初
め
函
館

在
大
野
村
に
約
二
年
い
た
が
、
明
治
五
年
夏
頃
と
思
い
ま
す
が
、
私
の
七

才
の
頃
両
親
に
手
を
ひ
か
れ
て
現
住
所
に
き
ま
し
た
が
、
そ
の
間
一
五
日

間
、
今
の
汽
車
が
あ
る
訳
で
は
な
く
毎
日
陸
行
し
て
、
野
を
過
ぎ
山
を
こ

え
て
漸
く
の
こ
と
で
現
地
に
つ
い
た
の
で
し
た
。
そ
の
聞
の
苦
し
み
は
未

だ
に
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

小
樽
か
ら
銭
函
を
す
ぎ
て
こ
の
土
地
に
き
ま
し
た
。
こ
こ
は
よ
い
と
こ

ろ
だ
な
あ
と
見
定
め
て
土
着
し
た
の
で
じ
た
が
、
開
拓
当
時
は
原
始
林
で

林
の
な
か
に
入
る
と
お
日
様
の
光
を
み
る
こ
と
が
容
易
に
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
時
は
も
ち
物
と
い
っ
て
は
無
く
わ
づ
か
に
布
団
一
組
、
鍋
二

箇
、
銀
、
詑
一
切
の
道
具
一
式
を
お
上
か
ら
い
た
だ
い
て
、
収
入
の
道
は

炭
焼
き
を
し
て
で
き
た
炭
は
銭
函
に
、
馬
の
背
中
に
の
せ
て
売
り
に
ゆ
き

ま
し
た
。
・
:
:
道
路
は
ほ
ん
の
人
や
馬
が
通
ら
れ
る
細
道
で
野
も
山
も
そ

の
地
形
そ
の
ま
ま
の
と
こ
ろ
を
往
来
し
た
も
の
で
す
。

下
手
稲
の
中
心
は
軽
川
で
あ
っ
た
。
明
治
四
年
、
開
拓
使
は
札
樽
問
の
交

通
開
発
に
あ
た
り
、
通
行
屋
を
1
1
軽
川
の
近
辺
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
|
|

サ
ン
タ
ロ
ベ
ツ
に
設
け
、
往
来
す
る
人
々
の
宿
泊
の
便
に
供
し
た
と
い
わ
れ

る
。
軽
川
周
辺
の
開
拓
は
、
団
体
移
住
等
に
よ
る
集
団
的
な
開
拓
の
記
録
が

な
い
こ
と
か
ら
個
人
で
移
住
し
て
き
た
も
の
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
と
思
わ
れ

る
。
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
こ
こ
に
移
住
す
る
人
々
に
は
、
定
着
す
る
も

の
が
少
く
、
移
住
し
て
き
た
も
の
は
転
々
と
移
っ
て
い
っ
て
し
ま
う
と
い
う

具
合
で
あ
っ
た
。
農
業
に
従
事
す
る
も
の
も
ふ
え
た
が
、
上
手
稲
に
較
べ
れ

ば
極
め
て
少
く
(
次
頁
の
表
参
照
〉
、
軽
川
は
交
通
の
要
地
、
近
辺
の
生
産
物

の
集
産
地
と
い
う
性
格
を
も
っ
て
発
展
し
た
で
あ
ろ
う
。
明
治
一

O
年
に

は
、
軽
川
か
ら
海
岸
線
を
抜
け
る
幹
線
道
路
(
後
の
山
口
道
路
)
が
開
さ
く

さ
れ
、
銭
函
・
小
樽
や
石
狩
へ
行
く
交
通
が
開
け
た
。
外
人
が
し
ば
し
ば
泊

っ
た
と
も
さ
れ
て
い
る
宿
屋
が
で
き
た
の
も
こ
の
頃
で
あ
る
。
明
治
一
三
年

に
は
、
札
幌
1
1
手
宮
聞
の
鉄
道
が
開
通
し
、
翌
一
四
年
に
軽
川
駅
が
で
き

る
に
及
ん
で
軽
川
の
重
要
性
は
更
に
ま
し
た
に
ち
が
い
な
い
(
上
手
稲
に
は

駅
は
で
き
な
か
っ
た
)
。

明
治
一
二
年
に
は
、
花
畔
を
通
じ
て
石
狩
へ
結
ば

れ
る
道
路
も
完
成
し
た
。

北法20(2・68)192 



山
口
に
は
明
治
一
五
年
、
山
口
県
人
一
五
戸
が
入
植
し
、
以
来
入
植
は
二
七

一年
九ま
年で
につ
はづ
~ ~ 、
持た
原
野 τ
望書
2. 11 
タロ 星

若揮
T伝
L露
、人
新古
川主
大予言
排;
水主主

語在
1JAS し

ぶた

二
O
年
に
は
働
川
に
到
る
開
さ
く
が
施
行
さ
れ
て
、
湿
潤
の
地
帯
は
乾
燥
し

た
原
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
土
地
改
良
も
進
み
、
二
一
年
に
は
、

下
手
稲
の
人
口
動
態
を

一
万
百
坪
の
貸
付
地
を
う
け
た
前
回
農
場
が
開
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

み
る
と
、
明
治
六
年
か
ら

一
一
一
一
年
ま
で
は
殆
ど
人
口

増
は
な
い
。
と
こ
ろ
が

)
 
-(
 

四
年
に
は
二
四
戸
の
移
住

札幌郊外地区(手稲〉の政治意識調査

が
あ
り
、
急
速
に
伸
び
た
。

鉄
道
開
通
が
影
響
し
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
男
女
比
を

み
る
と
、
男
性
の
方
が
圧

下手稲の人口動態

年代|戸数|人口|男|女

明治6年 34 95 60 35 

7 34 98 63 35 

8 36 102 66 36 

9 36 105 69 36 

10 37 107 71 36 

11 40 114 71 38 

12 44 132 85 48 

13 46 143 92 51 

14 70 217 130 87 

一
四
年
以
前
は
女
性
の
ほ
ぼ
二
倍
も
あ
り
、
上
手
稲
の
場
合

と
著
る
し
い
対
照
を
な
し
て
い
る
。
上
手
稲
の
男
女
の
比
は
、
北
海
道
全
体

の
傾
向
か
ら
み
て
、
他
の
極
で
あ
る
と
し
て
も
、
下
手
稲
の
場
合
は
更
に
反

倒
的
に
多
く
、

対
の
極
を
な
す
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

」
う
し
た
移
民
の
大
部
分
は
勿
論
農
業
に
従
事
し
た
で
あ
ろ
う
。
と
く
に

一‘
ミ‘

明
治
一
五
年
頃
か
ら
は
農
業
は
発
達
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
く
に
、
上

手
稲
は
農
業
的
で
あ
っ
て
、
畑
の
広
さ
、
大
麦
、
小
麦
で
は
と
く
に
、
ま
た
大

明治14年までの上・下手稲の農業

畑(町) 牛 馬 大麦「石)小麦(石〉 大豆(石)小豆(石)

ili ili ili ili ili ili ili 
明治5年 。-1 29 01 - O ー 01 - 01 -

6 23 2 13 O 。21 28 一 3 O 18 O 7 。
7 52 101 20 。01 29 51 71 30 01 29 11 11 5 
8 61 151 38 O 01 51 88 91 92 37 121 20 4 

9 64 171 56 。01 47 62 71 28 41 36 361 16 15 
10 79 171 49 。01 43 68 21 21 01 69 33 151 15 
11 82 191 52 。31 103 42 21 20 27 151 20 9 

12 82 181 63 O 41 116 50 21 25 31 41 15 9 

13 82 191 58 41 118 38 11 22 01 26 81 11 3 

14 82 191 55 5 51 107 58 ー 23 81 64 11 11 5 

豆
、
小
豆
で

も
か
な
り
、

下
手
稲
を
上

ま
わ
っ
て
い

る
。
し
か
し

な
が
ら
、
明

治
一
一
年
以

降
は
、
開
墾
、

生
産
は
停
滞

し
は
じ
め
て

い
る
。
か
わ

り
に
そ
ば
の

生
産
が
急
激

に
ふ
え
た
の

で
あ
る
。
明

治

二

年

に

は
そ
ば
を
つ

く

り

始

め

北法20(2・69)193
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て
、
す
で
に
四

O
石
の
余
を
生
産
し
、
以
来
最
低
こ
の
量
を
維
持
し
て
い

る
。
牛
と
馬
の
数
で
は
、
上
手
稲
と
下
手
稲
の
割
合
は
逆
と
な
り
、
上
手
稲

で
は
ず
っ
と
牛
ば
か
り
で
馬
が
い
な
か
っ
た
し
、
下
手
稲
で
は
、
牛
は
一
一

年
ま
で
お
ら
ず
、
馬
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
上
、
下
手
稲
の
性
格

の
相
異
を
よ
く
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
上
手
稲
が
全
く
農
業
的
で
あ
っ
た
の
に

対
し
、
下
手
稲
は
そ
う
で
は
な
く
、
交
通
の
要
所
と
し
て
発
達
し
て
い
た
の

で
あ
る
。
と
り
わ
け
一
一
年
に
は
馬
の
数
が
急
増
し
、
一
気
に
在
来
の
二
倍

に
も
は
ね
上
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
前
年
の
一

O
年
に
軽
川
か
ら
海
岸
線
に

向
う
幹
線
道
路
が
開
さ
く
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
農
産
物
の
搬
出
は
こ
れ
に

よ
っ
て
極
め
て
便
利
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
五
年
以
後
の
移
民
の
活
発
化
は
|
|
彼
ら
の
大
部
分
は
農
業
に
従
事
し

た
と
思
わ
れ
る
の
で
!
|
更
に
農
業
を
発
達
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。

学
校
が
で
き
た
の
は
手
稲
は
極
め
て
早
い
。
白
石
藩
家
臣
が
入
植
し
て
早

九
九
家
臣
の
一
人
三
木
勉
は
「
時
習
塾
」
を
ひ
ら
き
、
旧
家
臣
の
子
女
た
ち

に
教
育
の
場
を
与
え
た
。
教
育
科
目
は
読
書
、
習
字
、
筆
算
で
あ
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。
明
治
四
年
学
制
発
布
に
先
立
ち
、
北
海
道
に
は
、
函
館
に
函

館
学
校
、
札
幌
に
資
生
館
が
あ
っ
た
、
が
、
こ
れ
に
わ
づ
か
に
お
く
れ
た
だ
け

で
あ
っ
た
。
時
習
塾
は
、
明
治
一
一
年
開
拓
庁
時
代
に
上
手
稲
教
育
所
と
さ

一
一
一
一
年
に
始
め
て
小
学
校
と
な
っ
た
。
時
習
塾
に
く
ら
べ
る
と
、
村
の

小
学
校
が
で
き
た
の
は
か
な
り
お
く
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
一

O
年
ほ
ど
の
ち

れ

の
一
七
年
に
は
、
六
学
級
児
童
数
一
五
名
の
下
手
稲
小
学
校
(
軽
川
小
〉
、
二

三
一
年
に
は
山
口
に
も
小
学
校
(
北
小
〉
が
開
検
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
小
学
校

の
開
設
は
、
他
の
諸
集
団
、
諸
制
度
の
形
成
に
較
べ
て
か
な
り
早
い
と
い
う

こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
れ
ら
の
小
学
校
は
、
二
八
年
に
は
修
業
年
限
三
年
の

尋
常
小
学
校
に
改
め
ら
れ
、
三

O
年
に
は
こ
れ
が
四
年
に
、
四
一
年
に
は
更

に
六
年
に
の
ば
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

明
治
二
年
、
え
ぞ
は
北
海
道
と
あ
ら
た
め
ら
れ
、
全
道
は
十
一
一
回
八
六
郡

に
わ
け
ら
れ
た
。
手
稲
は
こ
れ
に
よ
っ
て
石
狩
国
札
幌
郡
に
入
っ
た
の
で
あ

る
。
明
治
五
年
に
は
、
札
幌
郡
の
戸
長
の
下
に
、
手
稲
に
は
副
戸
長
が
お
か

れ
た
(
こ
の
年
手
稲
は
発
寒
村
か
ら
独
立
し
た
の
で
あ
る
)
。

明
治
七
年
に

は
、
大
小
区
画
制
が
定
め
ら
れ
、
札
幌
全
部
は
第
一
大
区
と
な
っ
た
。
こ
の

大
区
は
六
つ
に
分
け
ら
れ
、
手
稲
村
は
、
円
山
村
、
琴
似
村
、
発
寒
村
、
山

鼻
村
と
と
も
に
、
第
四
小
区
に
属
せ
し
め
ら
れ
た
。
明
治
一

O
年
に
は
、
上

手
稲
村
、
下
手
稲
村
に
は
、
琴
似
、
発
索
、
の
村
と
と
も
に
、
一
人
の
戸
長
が

お
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
明
治
二
二
年
に
は
、
大
小
区
制
は
改
疋
さ
れ
、

郡
区
町
村
制
が
施
か
れ
て
、
第
一
大
区
は
札
幌
区
に
、
こ
れ
ま
で
の
第
一
大

区
の
戸
長
一
人
、
副
戸
長
一

O
人
は
一
人
の
区
長
と
七
人
の
一
戸
長
に
か
わ
っ

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
上
、
下
手
稲
に
は
そ
れ
ぞ
れ
一
人
の
戸
長
が
お
か
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
明
治
一
五
年
に
は
、
上
手
稲
、
下
手
稲
、
山

口
村
の
三
つ
に
役
場
が
お
か
れ
た
が
、
や
が
て
明
治
一
一
一
年
に
は
、
一
戸
長
役
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場
は
下
手
稲
に
う
つ
さ
れ
た
。
こ
れ
は
西
方
の
山
口
村
の
開
発
が
進
み
、
村

の
重
心
が
下
手
稲
の
方
に
移
り
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
@

手
稲
の
各
村
落
は
移
住
・
形
成
の
仕
方
で
い
く
つ
か
の
タ
イ
プ
に
分
か
れ

る
。
最
も
極
端
な
も
の
と
し
て
、

一
方
に
、
白
石
藩
短
と
し
て
す
で
に
「
コ

ミ
ユ
ユ
テ
ィ
」
を
な
し
て
い
る
も
の
が
一
回
と
な
っ
て
移
住
し
村
落
を
形
成

し
た
も
の
が
あ
り
、
他
の
極
に
は
軽
川
の
よ
う
に
、
ど
の
よ
う
な
形
で
の
集

団
移
住
も
な
く
、
個
々
的
な
移
住
と
そ
の
「
集
積
」
が
あ
っ
た
よ
う
な
も
の

で
あ
る
。
前
の
も
の
に
は
、
移
住
者
に
強
い
定
着
性
が
み
ら
れ
た
が
、
後
の

)
 
-(
 

も
の
で
は
移
住
者
は
転
々
と
す
る
人
た
ち
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
前
の
場
合
は

家
族
が
細
胞
と
な
っ
て
移
住
し
、
生
活
し
た
が
、
後
の
場
合
は
独
身
の
男
性

が
来
か
つ
去
っ
た
。
ま
た
こ
の
こ
つ
は
、
農
業
地
区
と
商
業
地
区
と
の
相
違

で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。
こ
の
二
つ
の
両
端
の
間
に
「
中
間
的
」
な
タ
イ
プ
の

札幌郊外地区(手稲〉の政治意識調査

も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
県
民
集
団
の
移
住
に
よ
っ
て
で
き
た
村
落
で
あ
る
。

こ
れ
は
一
種
の
集
団
移
住
で
あ
り
、
「
郷
里
」
日
県
を
同
じ
く
す
る
か
ら
、
な

に
が
し
か
の
一
体
感
は
あ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
白
石
藩
臣
の
場

合
の
よ
う
に
最
初
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
な
し
て
移
住
し
て
き
た
の
で
は
な

く
、
当
初
は
見
知
ら
ぬ
も
の
向
志
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
移
住
集
団
は
多
く

は
県
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
プ
に
よ
っ
て
臨
時
的
に
つ
く
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
明

治
一
七
年
に
広
島
県
か
ら
星
置
に
移
住
し
て
き
た
三
三
戸
の
人
々
の
総
代
人

は
、
北
海
道
渡
航
費
、
種
子
料
、
曲
演
見
料
と
し
て
う
け
て
い
た
毎
月
金
二

O

円
ず
つ
の
扶
助
の
う
ち
、
渡
航
費
以
外
は
預
っ
て
渡
さ
ず
、
そ
の
た
め
に
村

人
は
非
常
な
困
難
に
陥
っ
た
と
い
う
。
一
一
一
一
一
一
一
戸
の
う
ち
実
際
に
定
着
し
た
も

の
は
二
五
、
六
戸
と
も
い
わ
れ
る
。
こ
の
タ
イ
プ
に
属
す
る
村
落
と
し
て

は
、
こ
の
星
置
以
外
に
、
山
口
、
西
野
、
平
和
、
福
井
、
追
分
等
が
あ
る
。

こ
れ
ら
は
す
べ
て
農
業
を
主
と
し
て
い
る
。

以
上
の
タ
イ
プ
に
属
さ
な
い
も
の
と
し
て
、
一
つ
は
、
個
々
的
な
移
住
に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
た
農
村
で
あ
る
稲
穂
が
あ
り
、
ま
た
大
地
主
の
下
に
経
営
さ

れ
、
そ
の
た
め
に
働
く
人
々
が
集
め
ら
れ
た
大
農
場
の
所
在
地
、
前
回
が
あ

る
。
農
場
は
酪
農
経
営
に

l
l手
稲
で
始
め
て
|
|
従
事
し
た
の
で
あ
る
@

明
治
三
五
年
、
道
に
二
級
町
村
制
が
施
行
さ
れ
、
手
稲
は
、
札
幌
そ
の
他

七
つ
の
町
村
と
と
も
に
、
二
級
(
町
)
村
と
な
っ
た
。
開
拓
以
来
こ
の
時
期

ま
で
に
は
、
村
は
か
な
り
発
展
し
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
戸
数
は
、
明
治

一
O
年
の
九
四
戸
か
ら
、
一
二
九
年
に
は
五
八
二
戸
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。
二
、

一二

0
年
代
は
、
こ
の
町
が
最
も
急
速
に
伸
展
し
た
時
期
で
あ
り
、
ま
た
コ
ミ

ユ
ニ
テ
ィ
と
し
て
の
ま
と
ま
り
を
一
応
形
成
し
た
時
期
で
も
あ
ろ
う
@

明
治
二

O
年
に
は
、
西
野
|
|
札
幌
聞
の
道
路
が
開
通
し
、
上
手
稲
も
こ

れ
に
よ
っ
て
発
展
の
刺
戟
を
う
け
た
に
ち
が
い
な
い
@
と
く
に
明
治
三

0
年

代
の
用
水
計
画
の
推
進
に
よ
っ
て
米
作
は
進
展
し
、
三

0
年
代
に
は
す
で
に

西
野
米
の
優
秀
さ
が
み
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
明
治
三
五
年
に
は
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(
及
川
寺
治
に
よ
っ
て
)
月
寒
種
畜
場
か
ら
「
シ
ョ
ー
ト
ホ
l
y
」
種
、
が
い
れ

ら
れ
、
上
手
稲
酪
農
も
始
ま
っ
た
。

し
か
し
、
よ
り
一
層
進
展
が
あ
っ
た
の
は
下
手
稲
の
方
で
あ
っ
た
ろ
う
。

既
に
の
ベ
た
よ
う
に
、
戸
長
役
場
は
明
治
一
一
一
年
に
下
手
稲
軽
川
に
移
さ
れ

た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
村
の
重
心
が
下
手
稲
の
方
に
移
っ
た
か
ら
で
も
あ
っ

た
。
と
り
わ
け
軽
川
は
こ
の
時
期
に
発
展
し
た
に
ち
が
い
な
い
。
が
、
軽
川

の
発
展
は
勿
論
他
の
村
落
の
発
展
を
背
景
に
し
て
い
た
。

ま
づ
、
前
回
農
場
の
改
組
・
鉱
充
が
あ
っ
た
。
こ
の
農
場
は
、
明
治
二
七

年
、
藤
波
、
前
田
両
氏
の
手
か
ら
前
田
家
に
譲
与
売
却
さ
れ
、
二
九
年
に
は

軽
川
支
場
を
つ
く
り
開
墾
地
の
拡
張
と
と
も
に
農
場
事
務
の
統
一
が
ほ
か
ら

れ
た
。
ス
コ
ッ
ト
ラ

μ
ド
の
エ
ア
州
の
原
産
で
あ
る
エ
ア
州
種
牡
牛
二

O
頭、

牝
牛
三
頭
が
輸
入
さ
れ
、
産
乳
は
主
と
し
て
小
樽
に
販
売
さ
れ
て
い
た
。
こ

の
牧
場
は
手
稲
酪
農
の
第
一
歩
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
明
治
四
一
年
に
は
、

や
は
り
前
田
地
方
に
畜
牛
飼
育
を
目
的
と
す
る
輿
農
園
も
創
設
さ
れ
て
い

る。
炭
焼
、
造
林
も
さ
か
ん
で
あ
っ
た
。
軽
川
か
ら
発
寒
に
か
け
て
の
山
麓
地

帯
に
は
、
ニ

O
数
カ
所
の
炭
焼
が
ま
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
し
、
二

0
年
代

始
め
に
は
、
造
林
が
極
め
て
き
か
ん
で
大
勢
の
「
ヤ
マ
ゴ
」
が
入
り
こ
ん
で

い
た
と
い
う
。
明
治
三
一
年
に
は
、
こ
の
近
辺
一
帯
を
事
業
地
と
す
る
北
海

道
造
林
合
資
会
社
が
創
立
さ
れ
た
。

軽
川
は
、
こ
う
し
た
近
辺
の
産
業
の
発
展
を
背
景
に
伸
び
て
い
っ
た
。
当

時
、
石
狩
は
非
常
に
栄
え
て
い
た
が
、
石
狩
と
の
交
通
は
最
初
、
石
狩
|
|

銭
函
間
道
路
、
海
岸
に
治
っ
た
交
通
で
あ
っ
た
が
、
明
治
二
一
年
に
は
、
花

畔
と
の
聞
に
道
路
が
で
き
、
花
畔
を
経
て
の
石
狩
市
街
と
の
交
通
は
大
い
に

発
展
し
た
。
こ
の
た
め
軽
川
は
石
狩
方
面
へ
ゆ
く
貨
物
の
集
産
地
と
も
な
っ

た
の
で
あ
る
。
三

0
年
代
始
め
に
は
、
「
稲
穂
、
前
回
、
富
丘
は
人
家
ま
ば
ら

に
農
家
が
あ
っ
た
だ
け
で
あ
っ
た
」
が
、
軽
川
に
は
約
四

O
戸
ほ
ど
の
人
家

が
あ
っ
た
。
明
治
三

O
年
頃
に
は
、
す
で
に
、
松
井
、
み
の
わ
、
国
領
な
ど

の
商
広
が
あ
り
、
米
、
味
噌
、
醤
油
、
石
油
、
ラ

γ
プ
、
カ
ど
ア
ラ
な
ど
の

日
用
品
が
あ
き
な
わ
れ
て
い
た
。
売
買
は
「
庖
借
り
」
が
多
く
、
そ
れ
だ
け

に
こ
れ
ら
商
庖
は
有
力
で
あ
っ
た
ろ
う
。

「
料
理
屋
」
も
七
、
八
軒
で
き
た

と
い
わ
れ
る
し
、
三

O
年
頃
か
ら
は
芝
居
小
屋
が
か
か
り
旅
役
者
の
興
行
が

あ
っ
た
。
明
治
三
七
年
に
は
、
石
狩
街
道
筋
西
側
の
商
広
が
三

O
軒
も
全
焼

し
焼
け
野
原
と
な
り
、
衝
は
「
一
時
さ
び
れ
た
が
、
ま
た
立
直
り
も
と
よ
り

も
盛
ん
に
な
っ
た
」
と
い
わ
れ
る
。
郵
便
局
が
開
設
さ
れ
た
の
も
三
三
年
で

あ
り
、
明
治
四
一
年
に
は
電
話
が
開
通
し
、
大
正
元
年
に
は
交
換
業
務
も
開

始
さ
れ
た
。
こ
の
こ
ろ
日
本
石
油
の
支
所
も
で
き
、
村
の
唯
一
の
近
代
工
場

と
な
っ
た
。

明
治
三

O
年
前
後
は
、
村
が
一
つ
の
ま
と
ま
り
を
み
せ
始
め
、
個
々
的
な
移

住
に
よ
っ
て
膨
脹
し
て
き
た
軽
川
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
を
な
し
始
め
る
。
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三
コ
一
年
に
は
、
手
稲
村
農
会
が
設
立
さ
れ
、
殆
ん
ど
の
農
家
が
こ
れ
に
加
わ

っ
た
。
そ
れ
よ
り
さ
き
、
軽
川
に
は
、
二
八
年
有
志
に
よ
っ
て
私
設
軽
川
消

防
組
が
つ
く
ら
れ
、
三

O
人
の
組
員
が
組
織
さ
れ
た
。
こ
れ
は
や
が
て
(
三

四
年
〉
公
立
手
稲
消
防
組
に
発
展
解
消
す
る
。
青
年
団
が
つ
く
ら
れ
た
の
も

明
治
三
三
年
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
は
村
の
生
活
で
極
め
て
重
要
な

役
割
を
果
す
。
消
防
組
が
果
す
役
割
は
と
く
に
興
味
深
い
。
そ
の
活
動
は
、

単
に
消
防
活
動
に
限
ら
れ
ず
、
極
め
て
重
要
な
「
社
交
」
の
機
会
を
も
与
え

る
。
し
か
も
単
に
私
的
な
社
交
の
場
と
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
組
に
は
町
の

の有
社力
会者
的や

金量
器空
動 μー

も階

美里
えて?
て，~

2及、位

ミ聖
養子
的?

語5
聖心
面る
げの

定て
ザコ
そて
いれ
y は
%村

(1) 

階
層
の
低
い
人
々
も
永
年
こ
の
組
織
内
で
活
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
村
で

札幌郊外地区(手稲〉の政治意識調査

の
公
的
役
割
に
つ
く
|
|
そ
し
て
や
が
て
は
社
会
的
階
段
を
の
ぼ
る
1
1
き

っ
か
け
を
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
実
際
、
警
察
機
能
が
国
家
に
よ
っ
て
独

占
さ
れ
て
い
る
国
家
に
お
い
て
、
消
防
組
織
は
「
民
兵
」
組
織
な
の
で
あ
る
。

青
年
団
も
消
防
組
織
が
果
た
す
こ
う
し
た
役
割
を
青
年
層
の
な
か
で
果
た
し

て
い
る
。

明
治
コ
一

O
年
前
後
は
、
ま
た
、
村
の
精
神
的
な
つ
な
が
り
も
生
れ
つ
つ
あ

る
時
期
で
あ
る
。
明
治
三
二
年
に
は
、
手
稲
神
社
が
神
社
公
称
を
許
さ
れ
、

同
三
七
年
に
は
社
殿
が
落
成
し
た
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
よ
り
さ
き
、
白
石
旧

藩
匡
た
ち
は
、
移
住
し
て
数
年
後
明
治
九
年
に
、
上
手
稲
に
桐
を
設
け
て
い

た
し
、
明
治
一
八
年
に
は
、
山
口
県
か
ら
の
移
住
者
も
、
移
住
後
数
年
に
し

て
、
山
口
に
小
桐
を
建
て
て
い
る
。
寺
も
こ
の
こ
ろ
た
て
ら
れ
た
。
明
治
八

年
、
富
山
県
出
身
者
が
入
地
し
た
当
時
、
稲
穂
に
曹
洞
宗
の
寺
が
開
設
さ
れ
、

説
教
が
行
な
わ
れ
た
が
、
や
が
て
三
一
年
、
寺
号
公
称
を
許
さ
れ
称
寺
と
な

っ
た
。
軽
川
に
も
明
治
一
一
一
一
年
、
真
宗
の
兼
正
寺
が
つ
く
ら
れ
た
。

「
明
治

三
O
年
春
開
教
の
使
命
を
帯
び
て
渡
道
し
、
石
狩
郡
樽
川
村
に
居
住
し
て
い

た
加
賀
団
体
及
び
前
回
農
場
関
係
の
信
徒
を
中
心
に
布
教
に
従
事
し
て
い

た
」
加
賀
の
寺
の
衆
徒
に
よ
っ
て
開
基
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
彼
は
、
た
ま

た
ま
軽
川
市
街
地
で
「
法
縁
を
結
び
」
、
村
の
人
々
の
念
願
に
よ
っ
て
、
当
局

の
許
可
を
え
て
説
教
場
を
つ
く
り
、
明
治
三
七
年
に
寺
号
公
称
を
許
可
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

大
正
か
ら
昭
和
一

O
年
ご
ろ
ま
で
の
手
稲
の
発
展
は
極
め
て
ち
ち
た
る
も

の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
人
口
曲
線
に
よ
っ
て
も
わ
か
る
。
明
治
四

O
年
、
七

四
O
戸
、
大
正
元
年
、
六
九
五
戸
で
あ
っ
た
世
帯
数
は
、
昭
和
五
年
に
も
八
二

八
戸
に
し
か
な
っ
て
い
な
い
し
、
人
口
も
、
四
一
九

O
名
、
四
三
二
七
名
か

ら
四
七
二
九
名
に
し
か
な
っ
て
い
な
い
。
も
っ
と
も
、
年
々
の
人
口
に
は
、
こ

き
ざ
み
で
は
あ
る
が
、
極
め
て
ひ
ん
ぱ
ん
な
増
減
、
が
あ
っ
て
、
人
口
増
も
安

定
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
不
安
定
の
大
き
な

円

6
v

原
因
と
な
っ
た
も
の
の
一
つ
は
、
北
海
道
全
体
に
つ
い
て
も
い
え
る
ご
と
く
、
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研究ノート

一
次
大
戦
の
影
響

で
あ
っ
た
。
大
正

一
年
に
世
帯
数
は

か
な
り
ふ
え
て
い

る
(
七
三
九
戸
〉

し
、
人
口
で
は
、

」
の
年
は
、
大
正

五
年
の
と
き
と
と

も
に
、
昭
和
七
年

手稲の人口の動態

年代|戸数|人口|男|女

明治問年 94 379 212 167 

40 740 4，190 2，529 

大正元年 695 4，324 2，178 2，146 

5 740 5，036 2，525 2，511 

10 694 4，414 2，212 
昭和元年 757 4，287 2，156 2，131 

5 828 4，729 2，412 2，317 

10 1. 183 6，699 3，564 3，135 
15 2，247 11. 944 6，413 
16 2，282 12，833 7，192 5，641 

20 2，393 12，540 6，256 6，384 

以
前
の
手
稲
の
ピ

l
p
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
α

世
帯
数
で
は
大
正
七
年

の
七
七
八
戸
は
、
昭
和
五
年
前
の
ピ
l
F
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
時
期
の
男
・

女
数
は
極
め
て
接
近
し
て
き
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
北
海
道
全
体
に
つ
い
て

《

7
M

も
い
え
る
の
で
あ
る
が
、
接
近
の
度
合
は
そ
れ
以
上
で
あ
る
。

」
の
時
期
の
産
業
の
主
体
も
依
然
と
し
て
農
業
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
村

で
あ
ろ
う
。

の
特
徴
は
大
土
地
所
有
大
農
経
営
が
か
な
り
行
な
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

前
田
農
場
。
自
営
に
供
す
る
土
地
は
、
農
場
総
面
積
二
、

二
一
一
八
町
余
の

う
ち
の
、
八

O
%、
一
、
八
三
三
町
余
で
、
牧
牛
、
耕
種
に
、
造
林
を
兼
ね
た

経
営
が
な
さ
れ
て
い
た
。
他
の
土
地
は
小
作
人
に
貸
し
つ
け
ら
れ
て
い
た
@

興
農
園
の
ち
明
治
牧
場
。
軽
川
に
第
一
農
場
と
本
部
を
お
き
、
近
辺
を
も

含
め
て
総
頭
数
回

O
O頭
の
牛
を
飼
養
し
て
い
た
。
昭
和
五
年
当
時
に
は
近

辺
を
含
め
、
八
六
七
町
の
水
田
耕
作
の
計
画
を
し
、
う
ち
四
六
七
町
を
飼
料

獲
得
の
た
め
小
作
に
よ
る
経
営
を
な
し
て
い
た
。

こ
う
し
た
大
農
場
が
い
く
つ
か
あ
り
、
そ
の
小
作
人
が
多
い
た
め
で
あ
ろ

う
か
、
手
稲
に
は
、
北
海
道
一
般
と
く
ら
べ
て
小
作
人
の
割
合
が
か
な
り
高

(
8
v
 

ぃ
。
昭
和
二
年
の
数
字
に
よ
る
と
、
農
家
の
ほ
ぼ
六
割
も
あ
り
、
以
後
も
ふ

自
作
農
を

え
こ
そ
す
れ
減
つ
て
は
い
な
い
。

創
設
す
る
こ

こ
ろ
み
も
な

さ
れ
た
。
前

団
地
区
の
小

作
農
経
営
者

は
、
品
別
回
農

場
の
開
放
に

よ
り
、
昭
和

六
年
、
七
年

八
年
に
わ
た

自作農、小作農の状態

昭和年度 I 2 I 3 I 4 151 6 1 7 

総 戸 数ド571吋寸判州問

農家戸数|叫叫叫叫判別

自l戸数|112l93111104|
作 1戸平均作付反別56.0156.0135.2134.9132.0133.9

;「 31951951 「 101181195
1戸平均作付 66.5166.9134.7134.9140.7134.6 

4戸 数「|3O凶「竹吋~I十十竹門lドい門け3引てオ1t1:1|3位m叩2初「十~Iヤ|ド317汁4引1 1戸平均作付反別52.5152.0134.0134.9132.0133.0

在「l1 9 4門0∞「O1lドr門2叩加司刊O白「51|主不 在 31713271 3271 3351 3421 323 

昭和 2~7年

っ
て
自
作
農
と
し
て
の
土
地
所
有
権
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。
道
は
こ
う
し

た
解
放
を
援
助
も
し
、
町
村
に
長
期
返
済
の
資
金
を
貸
与
し
た
。
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手
稲
村
も
昭
和
六
年
頃
か
ら
自
作
農
創
設
の
た
め
に
努
力
し
、
該
当
地
に

対
し
抵
当
権
を
設
定
し
、
年
賦
償
還
の
途
を
講
じ
た
。
村
長
に
よ
れ
ば
、
「
本

村
土
地
分
配
の
状
態
は
、
他
市
町
村
地
主
の
所
有
ず
る
者
多
く
:
:
:
:
・
小
作

農
家
極
め
て
多
き
は
本
村
農
政
上
絢
に
遺
憾
に
湛
え
ざ
る
処
に
し
て
、
素
ム
ベ

夫
等
小
作
農
者
を
し
て
自
作
農
た
ら
し
め
ん
こ
と
に
努
め
つ
つ
あ
り
と
い
え

ど
も
各
自
の
経
済
は
容
易
に
そ
の
目
的
を
達
し
能
は
ざ
る
と
こ
ろ
に
依
り
、

自
作
農
創
設
維
持
資
金
貸
付
規
程
に
よ
り
本
願
の
通
、
資
金
借
入
を
な
し
、

以
て
自
作
農
た
ら
ん
と
ず
る
小
作
者
に
対
し
転
貸
し
本
村
土
地
分
配
の
均
衡

を
図
る
と
共
に
地
方
産
業
の
発
展
を
期
せ
ん
と
す
る
に
あ
り
」
と
さ
れ
て
い

る。

)
 

唱

i(
 

明
治
の
時
期
に
急
速
に
の
び
た
軽
川
は
、
大
正
期
も
大
戦
の
影
響
に
よ
っ

札幌郊外地区(手稲〉の政治意識調査

て
衰
退
を
ま
ぬ
が
れ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
大
戦
後
も
軽
川
|
|
花
畔
聞
の
馬

(
車
)
鉄
(
道
)
の
施
設
工
事
に
よ
っ
て
う
る
お
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
こ
の
馬
鉄

に
よ
っ
て
石
狩
と
の
交
通
も
よ
り
さ
か
え
た
に
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
札
幌
軌
道
に
よ
っ
て
、
石
狩
と
札
幌
と
が
茨
戸
を
経
て
直
通
す
る
よ
う

に
な
っ
た
(
大
正
一
一
年
〉
た
め
、
こ
れ
ま
で
軽
川
を
経
て
札
幌
に
通
じ
て

い
た
交
通
も
衰
え
、
や
が
て
昭
和
一
一
年
に
馬
鉄
は
て
っ
き
よ
さ
れ
て
し
ま

う
の
で
あ
る
。
軽
川
の
発
展
も
こ
う
し
て
停
滞
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
。急

速
な
成
長
を
終
え
、

一
応
の
安
定
期
に
達
し
た
手
稲
、
軽
川
に
は

i
l

功
な
っ
た
初
代
た
ち
の
|
|
有
力
者
な
い
し
階
層
制
が
形
成
さ
れ
て
い
た
に

ち
が
い
な
い
。
彼
ら
は
多
く
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
大
正
初
期
に
村
で
電
話
の

数
は
一
四
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
に
は
、
役
場
、
学
校
、
駅
、
等
の
公
共
的

な
施
設
を
除
け
ば
、
個
人
で
電
話
を
所
有
す
る
も
の
は
、
お
そ
ら
く
半
数
前

後
で
あ
ろ
う
。
大
正
一

O
年
前
後
の
興
信
所
名
簿
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の

も
六
、
七
名
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
も
北
海
道
の
レ
ベ
ル
に
お
い
で
さ
え
高
い

ラ
ン
ク
に
は
属
さ
な
い
。
こ
う
し
た
人
々
と
し
て
、
ま
ず
、
食
料
品
腐
な
い

し
雑
貨
府
四
名
、
薬
局
一
名
、
製
油
}
名
、
会
社
支
所
長
一
名
で
あ
る
。
こ

う
し
た
人
た
ち
が
、
こ
の
時
期
に
、
公
の
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い
た
か
ど
う

か
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
彼
ら
の
多
く
は
、
大
正
す
え
頃
か
ら
イ
ン
ア
オ

ー
マ
ル
な
グ
ル
ー
プ
は
つ
く
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
や
が
て
つ
く
ら
れ
る
軽
川

商
業
組
合
の
有
力
メ
ン
バ
ー
に
な
る
だ
ろ
う
。

昭
和
一

O
年
前
後
、
停
滞
し
て
い
た
手
稲
は
急
激
な
膨
脹
の
時
期
に
入

る
。
新
国
道
、
が
一

O
年
に
開
通
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
そ
の
原
因
の
一
つ
で

は
あ
ろ
う
が
、
膨
脹
は
な
に
よ
り
も
鉱
山
(
三
菱
鉱
業
株
式
会
社
)
の
活
動

が
開
始
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
鉱
山
従
業
員
数
は
一
、

0
0
0人
を
下
ら
な

い
人
数
と
な
っ
た
し
、
人
口
も
昭
和
一
六
年
を
ピ
l

p
に
、
二

O
年
ま
で
は

そ
れ
に
近
い
状
態
を
維
持
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
商
業
活
動
も
極
め
て
活
発
に
な
り
、
戦
時
体
制
を
と
と
の

え
よ
う
と
す
る
政
府
の
イ
ニ
ジ
ア
テ
ィ
ヴ
も
あ
っ
て
、
町
の
商
宿
宇
一
た
ち
は
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「
公
の
」
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
る
よ
う
に
な
る
。
町
に
は
、
昭
和
一
四
、
五
年

当
時
軽
川
商
業
組
合
が
あ
り
、
会
員
数
は
昭
和
一
五
年
で
四
九
名
で
あ
っ

た
。
昭
和
一
五
年
度
の
事
業
報
告
に

下
の
も
の
は
八
名
、
そ
れ
以
下
の
も

の
三
四
名
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
と
し
、
上
、
中
、
下
と
し
て

研究メート

出資口数|組合員数|出資口数

* 4時30口以上 3( 3) 105( 90) 

20~29 口 4(ー〉 96(ー〉

1O~19 口 6(10) 109(190) 

5~ 9口 2(ー〉 20(ー〉

4口以下 34(24) 170(120) 

I 4附*附∞
本カッコ内は昭和15年の数字

よ
れ
ば
、

一
口
五
拾
円
か
ら
百
円
に

増
資
し
た
形
で
、
会
員
数
は
四
九
名
、

出
資
口
数
五

O
O
ロ
で
あ
っ
た
。
上

掲
表
を
み
る
と
、
二

O
口
以
上
の
も

の
は
、
七
名
、
五
口
以
上
一
九
口
以

み
よ
う
。
そ
う
す
る
と
上
の
グ
ル
ー
プ
に
入
る
も
の
は
七
名
で
あ
る
。
こ
れ

に
属
す
る
商
庖
を
み
て
み
る
と
、
食
料
品
庖
四
、
薬
局
一
、
呉
服
一
、
食
用

油
製
造
一
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
体
制
」
は
鉱
山
関
係
の
管
理
者
、
労
働
者

が
急
増
し
た
と
き
に
は
、
み
だ
さ
れ
は
し
た
が
、
解
体
は
し
な
か
っ
た
で
あ

ろ
う
。
い
わ
ば
、
そ
の
傘
の
な
か
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。
「
御
用
商
人
」
と
は

な
ら
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
多
く
の
従
業
員
に
|
1
配
給
を
通
じ
て
1
1
食

料
・
日
用
品
を
供
給
し
た
の
で
あ
る
。
あ
る
も
の
は
|
l
料
理
屋
等
|
|
御

用
を
う
け
た
ま
わ
っ
て
成
り
上
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
彼
ら
も
「
旧
い
体
制
」

を
認
め
て
そ
の
な
か
に
い
れ
ら
れ
る
こ
と
を
望
ん
だ
の
で
あ
る
。

敗
戦
と
鉱
山
の
衰
退
・
解
体
に
よ
っ
て
も
、
「
旧
体
制
」
は
根
本
的
に
は
影

響
を
う
け
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
戦
後
の
北
海
道

「
社
会
党
・
体
制
」
の
な
か
に
さ
え
順
応
し
よ
う
と
さ
え
試
み
る
。
彼
ら
の

体
制
が
「
埋
没
」
し
は
じ
め
た
の
は
、
新
移
住
者
、
が
急
激
に
増
加
し
て
以

後
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
埋
没
し
な
が
ら
、
な
お
彼
ら
は
|
|
「
支

配
」
体
制
で
は
な
い
と
し
て
も

l
!町
で
最
も
有
力
な
人
た
ち
で
あ
る
。
戦

後
(
昭
和
二
二
年
〉
か
ら
、
札
幌
合
併
(
昭
和
四
二
年
〉
ま
で
町
長
を
つ
づ

け
て
き
た
人
物
は
、
よ
り
広
い
視
野
を
も
っ
て
は
い
る
が
、
こ
の
グ
ル
ー
プ

の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
で
あ
る
。

〈

1
)
北
海
道
全
体
の
う
ち
で
、
少
な
く
主
も
ニ

O
年
以
後
は
石
狩
国
へ

の
移
民
は
最
も
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。

(
2
)
政
府
は
一
九
年
以
降
、
本
道
へ
の
移
民
に
対
す
る
政
策
を
変
更
し
、

従
来
の
直
接
的
保
護
方
針
を
か
え
、
も
っ
ぱ
ら
、
道
内
に
お
け
る
殖

民
地
交
通
制
度
の
改
善
、
そ
の
他
社
会
施
設
の
充
実
を
い
と
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
も
っ
と
も
移
民
の
数
は
増
加
し
つ
づ
け
る
。

な
お
、
明
治
初
年
か
ら
一
八
年
ま
で
で
移
民
は
二

O
、一ニ

O
O戸、

九
五
、
六

O
O人
で
あ
っ
た
。
一
九
年
か
ら
二
九
年
の
一
一
年
間
で

は
八
七
、
九
五
五
戸
、
三
二
八
、
五
O
O人
で
あ
っ
た
。

ハ
3
)
北
海
道
へ
の
移
住
者
は
、
女
性
よ
り
も
男
性
の
方
が
多
い
。
人
口

も
移
住
者
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
や
は
り
女
性
に
較
べ
て
男
性
の
方
が

か
な
り
多
い
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
明
治
六
年
で
は
北
海
道
の
男
女

比
は
一

O
O対
八
コ
了
七
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
上
手
稲
の
場
合
は
同

数
で
あ
る
。
次
表
は
、
北
海
道
史
四
巻
通
説
三
(
一
ニ
三
八
頁
i
一ニ四
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札幌郊外地区(手稲〉の政治意識調査

. ' 
j 
4 

O
頁
)
か
ら
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

移住者及び人口の男女比(男100(こ対し〉北海道

|移住者|人口 1I |移住者|人口| |移住者|人口

明治6年 83.7 明治33年 81.7 88.3 大正6年 74.9 91.3 
14 81.1 34 73.2 86.7 7 75.4 91.7 
18 84.4 35 75.3 87.4 8 75.2 91.7 
19 84.5 85.0 36 69.2 89.0 9 75.2 91.3 
20 80.2 87.5 37 72.4 89.2 10 74.0 92.2 
21 83.6 88.0 38 75.9 89.0 11 76.2 92.0 
22 81.1 86.5 39 71.2 88.0 12 77.4 92.3 
23 81.2 30 71.9 87.9 13 78.9 92.2 
24 77.1 41 68.9 90.5 14 77.4 91.4 
25 75.8 42 74.5 88.5 15 68.8 
26 74.9 43 72.2 88.1 昭和元年 72.9 92.5 
27 72.2 44 72. 1 87.8 
28 74.1 大正元年 67.3 87.2 
29 72.9 2 67.8 91.0 
30 76.5 3 69.2 90.5 
31 76.1 85.7 4 72.8 90.8 
32 80.3 86.7 5 74.6 90.4 

(
4
)

こ
れ
以
外
に
、
富
岡
、
東
、
金
山
等
の
部
落
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら

の
形
成
は
か
な
り
後
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

(
5
)
明
治
ご
六
年
以
降
、
拓
殖
行
政
上
の
有
利
さ
の
観
点
か
ら
、
一
定

の
地
域
を
植
民
の
重
点
地
域
に
し
、
次
第
に
拡
げ
て
ゆ
く
と
い
う
方

針
が
と
ら
れ
た
。
最
初
に
重
点
が
お
か
れ
た
地
域
は
、
石
狩
国
及
び

そ
の
南
西
地
方
で
、
順
次
原
野
が
移
民
に
貸
し
下
げ
ら
れ
た
。
二
四

年
か
ら
二
七
年
の
問
で
は
、
石
狩
郡
で
は
、
重
点
は
、
当
別
、
篠
津
、
生

振
、
花
畔
、
軽
川
で
あ
っ
た
。

交
通
、
と
く
に
移
民
と
密
接
に
関
係
す
る
鉄
道
は
主
と
し
て
石
狩

国
を
中
心
に
発
展
せ
し
め
ら
れ
た
。

こ
う
し
て
石
狩
及
び
後
志
へ
の
移
住
は
極
め
て
多
く
、
一
五
年
に

は
両
地
方
へ
の
移
住
者
は
全
道
移
住
者
の
五
七
・
八
%
、
二
九
年
に

は
石
狩
、
後
志
、
胆
振
へ
の
移
住
者
は
五
七
%
を
占
め
て
い
る
。

(
6
)

本
道
へ
の
移
住
は
明
治
四

O
年
か
ら
大
正
五
年
ま
で
は
、
大
正
二

年
の
凶
作
に
よ
る
翌
三
年
の
移
住
減
少
は
あ
っ
た
が
、
漸
次
回
復
し
、

殊
に
大
正
三
年
よ
り
勃
発
し
た
欧
洲
大
戦
に
よ
る
本
道
経
済
の
異
常

な
好
景
気
に
よ
っ
て
移
住
は
著
る
し
く
ま
し
た
。
こ
の
傾
向
は
大
正

七
年
ま
で
つ
づ
い
た
が
、
大
戦
後
の
農
産
物
価
格
の
暴
落
に
よ
っ
て
、

不
況
に
し
ず
み
、
移
住
は
漸
次
減
少
し
た
。

(

7

)

前
註
(
3
)参
照
。
北
海
道
も
大
正
年
間
に
は
性
比
は
九

O
を
や
や

こ
す
く
ら
い
に
な
っ
て
い
る
が
、
手
稲
は
男
女
数
は
ほ
ぼ
等
し
く
な

っ
て
い
る
。

(
8
)

昭
和
始
め
の
北
海
道
の
農
地
所
有
状
態
を
み
る
と
次
の
表
の
ご
と

く
で
あ
る
。
こ
れ
に
く
ら
べ
て
手
稲
の
場
合
に
は
、
小
作
が
か
な
り

北法20(2・77)701
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後
の
概
況
と
地
理
的
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置

人
口
の
各
種
構
成
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総

人

口

2
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別

構

成

3

年
令
別
構
成

4

世
帯
と
住
居

5

学
歴
別
構
成

人
口
の
変
動

自
然
増
と
社
会
福

転
入
と
転
出

通
勤
と
通
学

B C 
2 3 

蓮

穣

池

D 

産
業
と
人
口

就
業
者
の
構
成

農
業
の
縮
小
と
近
郊
化

二
・
三
次
産
業
の
拡
大

各
地
区
の
人
口
構
成

地
区
の
概
況
と
総
人
口

地
区
の
人
口
構
成

2 3 
E 

2 
A 

戦
後
の
概
況
と
地
理
的
位
置

こ
の
手
稲
地
区
は
二
九
六
七
年
三
月
一
日
の
札
幌
市
と
の
合
併
ま
で
は
、

手
稲
町
と
し
て
独
立
し
た
地
区
で
あ
っ
た
。
合
併
前
の
こ
の
地
区
は
、
第
一

図
の
よ
う
に
、
東
部
と
南
部
で
札
幌
市
に
接
し
、
北
部
で
石
狩
町
、
西
部
で

小
樽
市
に
接
し
て
、
北
海
道
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
し
て
い
た
。
面
積
は
、

一
O
九
平
方
キ
ロ
で
、
北
海
道
の
市
町
村
と
し
て
は
小
さ
な
ほ
う
に
属
す
る
。

東
西
一
一
一
キ
ロ
、
南
北
一
七
キ
ロ
の
卵
型
を
な
し
て
お
り
、
海
岸
線
を
も
た

p
l
h

、。

ふ
山
叫
し

」
の
町
は
、
地
理
的
条
件
や
開
拓
の
経
過
な
ど
か
ら
、
早
く
か
ら
大
き
く

二
つ
の
地
区
に
分
け
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
四
二
年
の
地
番
改
正
以
来
一

二
の
地
区
に
細
分
さ
れ
て
い
る
。
地
図
で
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
札
幌
よ
り

の
東
、
宮
沢
、
西
野
、
福
井
、
平
和
の
五
地
区
が
「
上
手
稲
」
と
い
わ
れ
、

北法20(2・78)202
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残
る
富
丘
、
軽
川
(
札
幌
市
合
併
後
は
本
町
と
な
る
〉
、
稲
穂
、
前
回
、
山

口
、
星
置
、
金
山
と
い
う
小
樽
よ
り
の
七
地
区
が
「
下
手
稲
」
と
い
わ
れ
て

き
た
。こ
の
町
の
産
業
は
、
戦
中
か
ら
終
戦
直
後
ま
で
の
一
時
期
、
金
属
鉱
山
が

隆
盛
を
み
た
が
、
そ
の
時
期
を
除
い
て
長
い
間
農
業
が
支
配
的
で
あ
っ
た
。

こ
の
た
め
、
早
く
か
ら
市
街
地
的
な
性
格
を
も
っ
て
い
て
、
こ
の
地
域
全
体

の
中
心
地
で
も
あ
る
本
町
(
軽
川
)
、
鉱
山
所
在
地
の
金
山
を
除
く
一

O
地
区

の
特
徴
は
、
地
形
や
地
質
と
い
っ
た
自
然
地
理
的
条
件
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ

る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。
地
形
的
に
み
る
と
、
北
部
は
平
坦
地
で
あ
り
、
南

部
は
ゆ
る
や
か
な
丘
陵
地
、
山
地
と
な
っ
て
い
る
。
山
地
は
ほ
と
ん
ど
が
森

林
地
帯
で
あ
り
、
丘
陵
地
に
は
水
回
が
多
く
、
平
坦
地
に
は
畑
、
牧
野
、
原

野
(
北
海
道
特
有
の
泥
炭
地
の
た
め
耕
作
不
能
)
が
多
い
。
そ
し
て
こ
の
町

は
、
町
内
の
平
坦
部
を
な
な
め
に
走
る
国
鉄
函
館
本
線
の
町
内
た
だ
一
つ
の

駅
で
あ
る
手
稲
駅
の
所
在
地
軽
川
が
、
古
く
か
ら
役
場
、
郵
便
局
を
は
じ
め

商
府
、
旅
館
な
ど
を
集
め
て
中
心
市
街
地
を
形
成
し
、
周
辺
に
農
業
集
落
が

散
在
す
る
と
い
う
農
村
地
域
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
戦
後
の
特
に
高
度
経
済
成
長
期
に
入
っ
て
か
ら
の
北
海
道
内
人

口
の
大
都
市
、
と
く
に
そ
の
中
心
で
あ
る
札
幌
市
へ
の
大
量
の
集
中
は
、
こ

の
地
区
を
し
だ
い
に
都
市
近
郊
へ
と
変
化
さ
せ
た
。
そ
の
た
め
の
素
地
の
一

つ
と
な
っ
た
の
は
、
五
四
年
の
ほ
ぼ
国
鉄
線
に
そ
っ
て
走
る
一
級
国
道
五
号

線
の
幅
員
二
五
米
の
完
全
舗
装
の
完
成
で
あ
っ
た
。
こ
の
通
称
札
樽
国
道
と

呼
ば
れ
る
、
札
幌
、
小
栂
と
い
う
こ
大
都
市
を
結
ぶ
国
道
に
治
っ
て
、
札
幌

市
隣
接
部
か
ら
徐
々
に
住
宅
、
工
場
な
ど
の
事
業
所
、
そ
れ
に
と
も
な
う
商

応
、
サ
ー
ビ
ス
業
庖
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
建
築
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
、
札
幌
市
か

ら
国
道
に
そ
っ
て
、
ま
た
国
道
か
ら
枝
分
れ
す
る
道
路
の
建
設
、
舗
装
と
平

行
し
て
、
こ
う
し
た
住
宅
地
、
市
街
地
化
が
奥
へ
奥
へ
と
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
。

ま
た
、
六
七
年
か
ら
は
国
道
五
号
線
の
交
通
量
の
増
大
に
対
応
し
て
、
こ
の

国
道
に
並
行
し
て
走
る
札
樽
バ
イ
パ
ス
の
建
設
が
道
路
公
団
に
よ
っ
て
は
じ

め
ら
れ
る
い
っ
ぽ
う
、
国
道
五
号
線
の
拡
幅
工
事
も
東
地
区
か
ら
は
じ
ま
り
、

現
在
、
宮
沢
地
区
で
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
都
市
近
郊
化
に
よ

っ
て
、
各
地
区
の
特
徴
も
、
札
幌
か
ら
の
交
通
事
情
な
ど
と
い
っ
た
社
会
地

理
的
条
件
に
左
右
さ
れ
る
面
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
手
稲
町
は
、
五

一
年
一
一
月
に
村
か
ら
町
と
な
り
、
六
七
年
三
月
か
ら
札
幌
市
の
一
部
と
な

っ
明
旧
手
稲
町
一
地
区
の
人
口
は
、
六
九
年
七
月
一
日
現
在
で
約
四
万
二
千

ず人
れで
もあ
住り
民 J

撃を
台芸
帳め
人 h

g紅
d 幌
景更
努5
5ι 
同
をじ
除く
?九
ヘ四
万
人
人
口 をの払
順守
で大
t主し、

六
大
市
、
川
崎
市
に
つ
い
で
八
番
目
の
都
市
で
あ
る
。

今
回
の
調
査
の
対
象
と
し
た
地
区
は
、
福
井
、
星
置
、
山
口
を
除

く
九
地
区
で
あ
っ
た
。

(

2

)

札
幌
市
へ
の
編
入
後
は
、
東
地
区
に
置
か
れ
て
い
た
町
の
東
支
所

(
1〉

北法20(2・80)204
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ト一一 一一

が
市
の
東
手
稲
区
出
張
所
と
な
っ
て
「
上
手
稲
」
地
区
を
管
鰐
し
、

こ
れ
ま
で
の
町
役
場
が
手
稲
支
所
と
な
っ
て
「
下
手
稲
」
地
区
を
管

轄
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

B 

人
口
の
各
種
構
成

総

人

口

戦
後
の
こ
の
町
の
総
人
口
を
第
二
図
で
み
る
と
、
終
戦
の
四
五
年
を
頂
点

と
し
て
以
降
減
少
し
、
五

O
年
を
底
と
し
て
ふ
た
た
び
増
加
を
み
せ
て
い
る
。

こ
の
四
五
年
か
ら
五

O
年
ま
で
の
減
少
は
、
金
山
に
あ
っ
た
三
菱
鉱
業
手
稲

)
 
l
 
(
 

鉱
業
所
の
閉
山
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
四
六
年
の
現
住
人
口
調
査
時
に
は
、

札幌郊外地区(手稲〕の政治意識調査

綿，{QoIO.QD 

第2図

27i 

5li 

m
f
Aロ

4n 

1/J 

注国勢調査による。ただし、 45年は現
住人口調査に、47年は臨時国勢調査に、
69年は7月1日現在住民基本台帳人口
にそれぞれよっている。

生1→ ?o 25 :10 3， 40 4，4750 " 60 6. 69 

」
の
金
山
地
区
の
居
住
者
は
、
回
、
九

O
四
人
で
全
村
民
の
四
一
%
に
も
及

ん
で
い
た
。
戦
中
の
正
確
な
数
は
み
あ
た
ら
な
い
が
、
当
時
の
村
役
場
職
員

の
談
に
よ
る
と
、
そ
の
前
年
〈
四
五
年
〉
に
は
村
民
の
半
数
ほ
ど
が
こ
の
金

山
地
区
に
居
住
し
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
戦
中
の
村
の
産
業
は
、
農
業
と

な
ら
ん
で
こ
の
鉱
業
が
中
心
を
な
し
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
鉱
山
は
、
戦
中

の
乱
掘
に
よ
る
埋
蔵
量
の
枯
渇
の
た
め
、
戦
後
ま
も
な
く
縮
小
を
は
じ
め

た
。
同
社
は
、
四
七
年
か
ら
従
業
員
を
他
地
域
に
移
し
、
残
っ
た
従
業
員
は
、

四
九
年
に
こ
の
鉱
山
を
買
い
と
っ
た
系
列
企
業
の
太
平
鉱
業
側
に
籍
を
移
し

た
。
五

O
年
か
ら
の
地
区
別
の
人
口
を
第
一
六
表
に
示
し
た
が
、
戦
後
五
年

を
へ
た
五

O
年
の
金
山
地
区
の
人
口
は
、
も
は
や
っ
二
七
二
人
(
全
村
の

一
一
二
%
〉
に
激
減
し
て
い
る
。
こ
の
鉱
山
は
、
そ
の
後
も
中
小
企
業
の
問
を

転
A
と
売
り
渡
さ
れ
、
五
六
年
か
ら
同
じ
系
列
企
業
の
千
歳
鉱
山
側
の
手
に

渡
っ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

金
山
の
縮
小
後
は
、
全
体
と
し
て
三
五
年
以
前
の
純
農
村
に
も
ど
っ
た
わ

け
で
あ
る
が
、
五
四
年
の
国
道
五
号
線
の
舗
装
完
成
と
札
幌
市
の
人
口
の

急
激
な
膨
張
の
影
響
か
ら
、
し
だ
い
に
人
口
が
増
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

五
O
年
か
ら
五
五
年
の
聞
の
増
加
率
は
、
一
四
・
五
%
と
、
北
海
道
内
で
も
さ

ほ
ど
目
立
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
北
海
道
全
体
の
増
加
率
一
一
・
一
%
を
わ

ず
か
に
上
ま
わ
る
程
度
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
五
五
年
か
ら
六

O
年
の
間
で

は
、
そ
れ
は
こ
九
・
七
%
と
な
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
、
全
国
の
人
口
の

北法20(2・81)205
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京
浜
、
阪
神
、
中
京
地
方
へ
の
集
中
と
、
そ
れ
以
外
の
地
方
の
伸
び
な
や

み
、
減
少
が
顕
著
と
な
り
、
北
海
道
の
増
加
率
も
、
二

O
年
の
国
勢
調
査
開

始
以
来
の
最
低
で
あ
る
五
・
六
%
を
記
録
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た

な
か
で
、
こ
の
町
の
人
口
増
加
は
注
目
を
集
め
る
に
至
っ
た
。
北
海
道
内
で

こ
の
間
に
も
っ
と
も
増
加
率
の
高
か
っ
た
市
町
村
は
、
同
じ
く
札
幌
市
の
隣

町
で
あ
る
豊
平
町
会
ハ
一
年
に
札
幌
市
と
合
併
)
の
五
五
・
八
%
で
あ
り
、

風
倒
木
処
理
、
ダ
ム
工
事
な
ど
ご
く
特
殊
な
一
時
的
事
情
に
よ
る
労
働
者
の

大
量
の
転
入
に
よ
っ
て
増
加
し
た
こ
町
村
が
こ
れ
に
つ
ぎ
、
こ
の
手
稲
町
は

第
四
位
で
あ
っ
た
。
こ
の
町
よ
り
も
札
幌
に
隣
接
し
て
い
る
豊
平
町
の
犠
加

率
は
、
五

O
年
か
ら
五
五
年
の
聞
で
す
で
に
三
三
・
一
二
%
(
全
道
で
七
位
)

で
あ
り
、
こ
う
し
た
札
幌
市
の
膨
張
の
影
響
が
、
五
年
間
と
い
う
時
間
的
な

ず
れ
を
も
っ
て
、
波
及
的
に
こ
の
町
に
及
ん
で
き
た
わ
け
で
あ
る
。

つ
い
で
六

O
年
か
ら
六
五
年
ま
で
の
五
年
聞
を
と
る
と
、
増
加
率
は
い
つ

き
ょ
に
八
一
・
七
%
と
上
昇
し
、
全
道
の
市
町
村
の
な
か
で
も
っ
と
も
高
い

数
値
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
町
に
つ
い
で
そ
れ
の
高
い
市
町
村
は
、

当
時
北
海
道
で
第
二
の
都
市
で
あ
っ
た
函
館
市
に
隣
接
し
て
い
る
亀
田
町

で
、
五
四
・
八
%
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
手
稲
町
の
増
加
は
と
く
に
き
わ
だ

っ
て
い
た
。
北
海
道
全
体
の
こ
の
聞
の
そ
れ
は
、
ま
え
の
五
年
間
を
さ
ら
に

下
ま
わ
る
こ
・
六
%
と
低
下
し
た
。
そ
し
て
、
北
海
道
内
で
も
増
加
し
た
市

町
村
は
、
大
都
市
ま
た
は
そ
れ
と
隣
接
し
た
と
こ
ろ
に
限
ら
れ
、
農
漁
村
、

炭
鉱
地
帯
の
減
少
が
顕
著
で
あ
っ
た
b

な
お
、
こ
の
六
五
年
の
人
口
で
み
る

と
、
こ
の
町
は
、
北
海
道
内
の
町
村
の
な
か
で
第
六
位
を
占
め
る
に
至
っ
た
。

六
七
年
三
月
以
降
、
こ
の
町
の
札
幌
市
へ
の
合
併
に
と
も
な
い
、
こ
の
区

域
は
札
幌
市
の
手
稲
支
所
と
手
稲
東
区
出
璽
所
の
管
轄
に
入
っ
た
が
、
こ
の

両
地
区
の
住
民
基
本
台
帳
人
口
に
つ
い
て
み
る
と
、
六
五
年
以
降
も
さ
ら
に

高
い
矯
加
率
を
示
し
て
お
り
、
七

O
年
国
勢
調
査
で
は
、
そ
れ
以
前
の
五
年

間
の
増
加
率
を
上
回
る
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
と
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
地
区
の

人
口
は
、
六
九
年
二
月
に
は
四
万
人
を
こ
え
る
に
至
り
、
現
在
も
っ
と
も
新

L
い
数
の
で
て
い
る
六
九
年
七
月
一
日
現
在
の
そ
れ
は
、
五

O
年
の
四
・
四

倍
に
も
達
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
調
査
の
行
な
わ
れ
た
六
八
年
六
月
お
よ

び
八
月
の
人
口
は
、
同
じ
く
住
民
基
本
台
帳
に
よ
る
と
、
コ
一
七
、

O
六
八
お

よ
び
三
七
、
七
八

O
人
(
い
ず
れ
も
-
日
現
在
〉
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
町
の
こ
う
し
た
人
口
の
増
加
も
、
地
区
ご
と
に
わ
け
で
み
る
と
、
か

な
り
の
事
情
の
ち
が
い
が
で
て
い
る
。
こ
う
し
た
各
地
区
の
人
口
の
増
加
す

る
時
期
、
量
、
速
度
な
ど
を
規
定
す
る
要
因
は
、
多
く
あ
る
で
あ
ろ
う
。
な

か
で
も
、
こ
の
地
域
が
札
幌
市
圏
内
の
住
宅
地
と
し
て
の
性
格
が
強
い
こ
と

か
ら
、
住
居
を
た
て
る
た
め
の
地
形
、
地
価
、
札
幌
へ
の
通
勤
の
た
め
の
所

要
時
間
、
交
通
機
関
の
運
行
回
数
な
ど
の
要
因
が
か
な
り
の
比
重
を
占
め
る

と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
要
因
を
比
較
的
も
た
な
い
地
区
は
、
か
な
り
長
期

に
わ
た
っ
て
、
笠
訓
と
同
様
の
農
業
を
中
心
と
し
た
地
区
と
し
て
残
る
で
あ

北法20(2・82)206



ろ
う
。
地
区
別
の
人
口
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
後
に
述
べ
る
。

性

別

構

成

2 

ご
く
一
般
的
に
い
っ
て
、
人
口
の
増
加
す
る
地
域
で
男
子
の
割
合
が
大
き

く
、
そ
の
逆
の
地
域
で
女
子
の
割
合
が
大
き
い
。
北
海
道
は
、
全
体
と
し
て

社
会
減
の
地
域
で
あ
る
が
、
六
五
年
で
は
性
比
〈
女
子
一

O
O人
に
対
す
る

男
子
の
数
〉
は
九
九
・
八
で
、
全
国
の
九
六
・
六
を
わ
ず
か
に
上
ま
わ
っ
て

い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
札
幌
市
で
は
一

O
一
・
四
で
あ
り
、
さ
ら
に
こ
の
手

稲
町
で
は
一

O
三
・
四
と
な
っ
て
い
る
。
府
県
別
の
数
と
比
較
し
て
み
る
と
、

こ
の
町
の
高
さ
に
も
っ
と
も
近
い
の
は
、
東
京
都
の
一

O
五
・
一
(
全
圏
第

二
位
〉
で
あ
る
。

札幌郊外地区(手稲〉の政治意識調査 (1) 

ま
た
、
こ
の
町
に
つ
い
て
六

O
年
と
比
較
し
て
み
る
と
、
こ
の
年
で
は
一

0
0
・
一
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
北
海
道
全
体
で
は
一

O
二
・
三
で
あ
っ

た
。
こ
の
五
年
間
で
、
北
海
道
、
が
低
下
し
、
手
稲
町
が
上
昇
し
て
、
こ
の
間

の
位
置
が
逆
転
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
性
比
の
ち
が
い
の
要
因
と
な

る
も
の
も
数
多
い
と
思
わ
れ
る
。
札
幌
市
の
場
合
に
は
、
中
心
部
の
性
比
が

(
2〉

か
な
り
低
い
。

3 

年
令
別
構
成

こ
れ
に
つ
い
て
も
、
お
お
ま
か
な
全
国
的
傾
向
を
み
る
と
、
人
口
の
増
加

し
て
い
る
地
域
ほ
ど
青
年
層
の
割
合
が
大
き
く
、
逆
に
減
少
し
て
い
る
地
域

ほ
ど
高
令
化
が
み
ら
れ
る
。
以
下
の
カ
ツ
コ
内
は
、
総
理
府
統
計
局
の
用
い

て
い
る
定
義
で
あ
り
、
こ
こ
で
も
こ
れ
に
よ
っ
た
。

六
五
年
の
老
年
者
(
六
五
才
以
上
)
の
数
の
比
率
を
み
る
と
、
北
海
道
全

体
で
四
・
八
%
で
あ
る
の
に
対
し
、
こ
の
町
は
四
・
一
%
で
あ
る
。
六

O
年

で
は
こ
れ
が
四
・
三
%
で
あ
っ
て
、
北
海
道
全
体
の
四
・
二
%
を
わ
ず
か
に

上
ま
わ
っ
て
い
た
。
こ
の
五
年
間
に
老
年
者
の
比
率
が
全
体
と
し
て
上
昇
し

て
い
る
の
に
反
し
て
、
こ
の
町
で
は
逆
に
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
低
下
し
て
い

る
。
ま
た
、
同
じ
く
幼
年
者
(
一
四
才
以
下
)
の
比
率
も
二
五
・
九
%
で
、

全
道
平
均
の
二
八
二
二
%
を
や
や
下
ま
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
残
る
生

(65年%)

年令| 男 | 女
(才)1 A手稲町IB全道平均1A-B 1 C手稲町ID全道平均1C-D 

。-4 10.2 8.9 1.3 9.9 8.5 1.4 
5-9 7.5 8.8 ム1.3 7.2 8.4 ム1.21

10-ー14 8.7 11. 1 ム 2.4 8.3 10.7 ム 2.4

15-19 11.8 11.6 0.2 11.5 11.6 ム 0.1

20-24 9.4 8.3 1.1 10.7 9.2 1.5 

25ー29 10.0 8.5 1.5 10.8 8.7 2.1 
30-34 10.7 8.9 1.8 9.2 8.3 0.9 

35-39 7.8 7.9 ム 0.1 7.3 7.4 ム 0.1

40-44 5.2 5.9 ム 0.7 5.1 6.3 ム1.2

45-49 3.9 4.8 ム 0.9 4.9 5.1 ム 0.2

50-54 3.9 4.3 ム 0.4 4.2 4.3 ム 0.1

55一号9 3.8 3.7 0.1 3.8 3.5 0.3 

60-64 3.0 2.9 0.1 2.7 2.8 ム 0.1

65-69 1.7 2.0 ム 0.3 1.8 2.1 ム 0.3

7ひー 2.1 2.4 ム 0.3 2.6 3.1 ム 0.5

年令別分布の比較第 1表

国勢調査による。ム印はマイナスである。
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産
年
令
人
口
(
一
五
才
l
六
四
才
)
の
比
率
は
、
全
道
平
均
を
若
干
上
ま
わ

っ
て
い
る
。
な
お
、
老
令
人
口
指
数
(
老
令
人
口
の
生
産
年
令
人
口
に
対
す

る
割
合
)
、
幼
年
人
口
指
数
(
幼
年
人
口
の
生
産
年
令
人
口
に
対
す
る
割
合
)
、

そ
し
て
こ
れ
ら
を
加
え
た
従
属
人
口
指
数
で
み
る
と
、
全
道
と
の
差
は
さ
ら

に
大
き
く
な
る
。

六
五
年
の
年
令
別
人
口
を
細
か
く
み
た
の
が
第
一
表
で
あ
る
。
男
女
と
も

青
年
層
(
一
五
才

l
三
四
才
)
、

O
才
か
ら
四
才
ま
で
の
小
さ
な
幼
児
、
五
五

才
か
ら
六
四
才
ま
で
の
、
ふ
つ
う
民
間
企
業
な
ど
で
い
え
ば
定
年
退
職
直
後

の
年
令
層
、
が
、
全
道
乎
均
に
く
ら
べ
て
多
く
で
て
い
る
。
小
さ
な
幼
児
は
こ

の
青
年
層
の
う
ち
の
結
婚
し
て
い
る
も
の
の
子
ど
も
で
あ
る
。
こ
う
し
た
独

身
男
女
、
若
夫
婦
、
そ
の
小
さ
な
子
、
新
し
い
職
や
自
己
の
住
宅
を
求
め
、

ま
た
は
子
と
の
同
居
な
ど
の
た
め
移
っ
て
き
た
高
令
者
が
多
く
集
ま
っ
て
い

る
の
が
、
大
都
市
郊
外
の
一
般
的
な
傾
向
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

男
子
で
は
一
五
才
か
ら
一
九
才
の
と
こ
ろ
か
ら
、
ま
た
女
子
で
は
二

O
才

か
ら
二
四
才
の
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
北
海
道
平
均
を
上
ま
わ
っ
て
い

る
。
こ
う
し
た
年
令
上
の
ず
れ
は
、
男
子
で
は
進
学
・
就
職
の
た
め
に
都
市

な
い
し
そ
の
近
郊
に
移
る
も
の
が
多
い
の
に
対
し
、
女
子
で
は
結
婚
の
た
め
、

ま
た
は
結
婚
後
こ
う
し
た
地
域
に
移
る
も
の
が
多
い
こ
と
か
ら
き
て
い
る
。

こ
の
町
の
人
口
に
つ
い
て
も
、
こ
う
し
た
一
般
的
な
規
定
が
ほ
ぼ
あ
て
は
ま

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

青
年
層
の
人
口
を
男
女
別
に
み
る
と
、
全
道
平
均
に
対
し
て
男
子
で
六
・
三

が
月
高
く
、
女
子
で
四
・
四
%
高
い
。
こ
れ
は
一
つ
に
は
こ
の
町
の
青
年
層
の

性
比
で
は
女
子
が
わ
ず
か
に
高
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
北
海
道
全
体
と
し

て
男
子
の
青
年
層
の
道
外
流
出
が
激
し
い
と
い
う
こ
と
に
も
よ
ろ
う
。

増
加
し
た
人
口
が
ど
の
年
令
層
で
あ
っ
た
か
を
お
お
ま
か
に
み
た
い
。
こ

こ
で
は
、
六

O
年
当
時
の
N
才
の
人
口
を
六
五
年
の
N
+
五
才
の
人
口
と
比

較
す
る
と
い
う
単
純
な
方
法
を
と
っ
た
。
と
の
方
法
で
は
、
こ
の
五
年
間
の

死
亡
や
転
出
を
無
視
し
て
い
る
。
し
か
し
、
お
お
ま
か
な
傾
向
を
み
る
た
め

だ
け
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
で
十
分
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
、
六
五
年
の
青
年
層

(
前
記
と
同
様
に
一
五
才

l
三
四
才
)
の
数
と
、
六
O
年
の
一

O
才
|
一
一
九

才
の
数
を
比
較
す
る
と
、
こ
の
五
年
間
に
五
、

一
O
九
人
の
増
と
な
っ
て
お

り
、
こ
の
数
は
、
出
生
者
を
除
く
こ
の
五
年
間
の
増
加
九
、

一九
O
人
の
五

五
・
五
%
を
占
め
る
。
こ
れ
か
ら
、
こ
の
五
年
間
の
転
入
者
の
半
数
強
が
育

年
層
で
あ
っ
た
こ
と
が
ほ
ぼ
推
定
さ
れ
る
。

4 

世
帯
と
住
居

世
帯
は
、
生
活
集
団
の
単
位
で
あ
る
が
、
そ
の
規
模
は
、
ほ
ぼ
六
O
年
以

降
急
速
に
縮
小
し
て
い
る
。
規
模
、
つ
ま
り
一
世
帯
あ
た
り
の
人
員
数
を
み

る
と
、
い
っ
ぱ
ん
に
農
業
世
帯
の
ほ
う
が
非
操
業
世
帯
よ
り
も
大
き
く
、
郡

部
の
ほ
う
が
都
市
部
よ
り
も
大
き
い
。

人
口
を
全
世
帯
数
で
わ
っ
た
数
を
み
る
と
、
こ
の
町
は
、
五
O
年
、
五
五
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9 

年
と
も
に
全
道
平
均
よ
り
も
高
か
っ
た
が
、
六

O
年
に
い
た
っ
て
や
や
そ
れ

を
下
ま
わ
り
、
六
五
年
で
は
同
数
と
な
っ
た
。
こ
の
点
で
、
五

O
年
か
ら
一

貫
し
て
全
道
平
均
を
か
な
り
下
ま
わ
っ
て
い
る
札
幌
市
と
は
異
な
っ
て
い

る。
国
勢
調
査
で
は
、
世
帯
を
二
種
に
分
け
て
い
る
。
つ
ま
り
、
住
居
と
生
計

を
と
も
に
す
る
者
の
集
ま
り
ま
た
は
二
戸
を
か
ま
え
て
い
る
単
身
者
を
「
普

通
世
帯
」
と
し
、
そ
れ
以
外
の
単
身
の
下
宿
人
、
間
借
入
は
一
人
一
人
を
、
寄

宿
合
・
独
身
寮
で
は
そ
の
寄
宿
人
、
単
身
者
の
集
ま
り
を
そ
れ
ぞ
れ
「
準
世

帯
」
と
し
て
い
お
w

な
お
、
こ
の
世
帯
の
定
義
は
、
六

O
年
、
六
五
年
は
同

じ
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
で
は
若
干
異
な
っ
て
い
る
。

)
 

唱

A(
 

六
五
年
に
つ
い
て
「
普
通
世
帯
」
を
と
っ
て
み
る
と
、
第
二
表
に
あ
る
よ
う

札幌郊外地区(手稲)の政治意識調査

に
、
平
均
世
幣
員
数
で
は
全
道
平
均
と
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
。
こ
の
点
で
も
、

や
は
り
札
幌
市
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
人
員
別
の
世
帯
数
の
分
布

を
全
道
平
均
と
比
較
し
て
み
る
と
、
か
な
り
の
ち
が
い
が
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
こ
の
町
の
場
合
は
、
二
人
か
ら
四
人
の
世
帯
の
割
合
が
大
き
く
、
他
は
す

ベ
て
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。
と
く
に
三
人
と
四
人
の
世
帯
の
割
合
が
き
わ
だ

っ
て
大
き
い
。
夫
婦
と
子
ど
も
一
人
な
い
し
二
人
と
い
っ
た
核
家
族
の
多
い

こ
と
か
ら
き
て
い
る
。
ま
た
、
札
幌
市
で
は
一
人
世
帯
が
一

0
・
七
%
に
達
す

る
の
に
く
ら
べ
て
、
こ
こ
で
は
、
そ
れ
は
札
幌
市
の
三
分
の
一
程
度
の
割
合

で
あ
る
。
都
市
と
そ
の
近
郊
の
ち
が
い
が
、
同
じ
都
市
閣
の
な
か
で
も
か
な
ー

世帯人員別の世帯数

(65年%)

^ 員IA手稲町IB北海道IA-B
3.7 6.5 ム 2.8

2 14.3 13.7 0.6 

3 23.2 19.4 3.8 

4 26.8 24.1 2.7 

5 16.1 16.4 ム 0.3

6 8.4 10.0 ム1.6

7 4.5 5.7 ム1.2

8 1.5 2.3 ム 0.8

9 0.9 1.1 ム 0.2

10 0.4 0.5 ム 0.1

11以上 0.3 0.3 ム0.0

平均 4.0 4.1 ム0.1

注国勢調査による普通世帯をとった。

ム印は、マイナスである。

り
の
面
で
み
ら
れ
る
。
札
幌
市
と
こ
の
分
布
を
比
較
す
る
と
、
こ
の
町
は
一

人
世
帯
と
二
人
世
帯
が
少
な
く
、
他
は
全
部
多
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

第2表は
、
の
ち
に
述
べ
る
住
宅
事
情
と
関
連
す
る
。
こ
の
町
と
全
道
平
均
の
分
布

を
グ
ラ
フ
に
描
い
た
と
す
る
と
、
同
じ
く
四
人
世
帯
を
頂
点
と
す
る
山
型
を

な
す
が
、
前
者
が
後
者
よ
り
も
か
な
り
強
い
傾
斜
を
み
せ
る
で
あ
ろ
う
。

つ
ぎ
に
、
普
通
世
帯
に
つ
い
て
住
居
の
状
況
を
、
こ
れ
も
北
海
道
の
平
均

と
比
較
し
て
み
る
と
、
持
家
、
借
家
、
間
借
の
割
合
が
高
く
、
給
与
住
宅
(
公
宅
、

社
宅
な
ど
〉
と
そ
の
他
(
寄
宿
品
尺
下
宿
な
ど
)
の
割
合
が
低
い
。
な
か
で

も
、
と
く
に
借
家
の
割
合
が
高
い
。
し
か
し
、
札
幌
市
で
は
こ
の
町
に
く
ら

べ
る
と
借
家
、
間
借
り
の
割
合
が
い
ち
だ
ん
と
高
く
、
持
家
の
割
合
は
そ
の

逆
に
か
な
り
低
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
町
の
住
宅
構
成
は
、
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全
道
平
均
と
札
幌
市
と
の
中
間
的

な
か
た
ち
を
と
っ
て
い
る
。
も
つ

と
も
、
こ
の
北
海
道
の
構
成
じ
た

い
が
、
給
与
住
宅
が
特
に
多
い
こ

と
な
ど
、
全
国
の
構
成
と
ま
た
か

な
り
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る

が
、
そ
の
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て

は
、
深
く
た
ち
い
ら
な
い
(
第

表〉。

(65年%)

住 居!A手稲町fB北海道!A-B
持 家 56.1 54.4 1.7 
借 家 26.9 23.7 3.2 

間 借 2.6 2.2 0.4 

給与住宅 14.2 19.3 ム5.1
その他 0.2 0.4 ム 0.2

注 国勢調査によって普通世帯のみを

とった。ム印は、マイナスである c

な
お
、
準
世
帯
に
属
す
る
人
数
の
全
人
口
に
対
す
る
割
合
を
み
る
と
、
こ

住居の状況第3表

の
町
で
は
五
・
七
%
で
あ
り
、
全
道
の
五
・
八
%
と
ほ
ぼ
同
程
度
で
あ
る
。

し
か
し
、
札
幌
市
で
は
、
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
一
人
世
帯
が
多
か
っ
た
と

同
じ
く
、
こ
こ
で
も
か
な
り
大
き
な
数
値
を
み
せ
、
そ
の
割
合
は
九
・
三
%

に
も
及
ん
で
い
る
。
単
身
の
住
込
の
雇
人
が
ほ
と
ん
ど
普
通
世
帯
に
含
ま
れ

目
立
っ
て
い
る
。

て
い
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
札
幌
市
の
こ
の
割
合
の
大
き
さ
は
特
に

'
こ
れ
ら
世
帯
と
住
居
に
つ
い
て
総
合
的
に
い
え
る
こ
と
は
、
札
幌
市
の
場

合
は
、
全
国
の
他
の
大
都
市
の
場
合
に
か
な
り
共
通
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
都
市
圏
内
の
中
心
部
で
は
、
持
家
や
借
家
を
も
つ
こ
と
が
困
難
で
あ
る

の
に
対
し
、
下
宿
や
間
借
な
ど
を
得
る
こ
と
は
、
そ
れ
よ
り
も
比
較
的
容
易

で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
独
身
で
い
る
聞
は
通
勤
の
よ
り
容
易
な
中
心
部
に
近

い
と
こ
ろ
に
住
み
、
結
婚
し
て
借
家
に
入
る
か
、
ま
た
あ
る
程
度
の
年
令
に
達

し
て
持
家
を
建
設
す
る
段
階
で
こ
う
し
た
近
郊
の
地
へ
移
る
場
合
が
多
い
。

都
市
の
ド
ー
ナ
ツ
化
と
い
っ
た
傾
向
も
、
世
帯
と
住
居
の
面
か
ら
み
る
と
こ

う
し
た
表
わ
れ
か
た
を
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
世
帯
と
住
居
が
転
入
・
転
出

と
あ
わ
せ
て
町
内
の
各
地
区
ご
と
に
出
さ
れ
る
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
事
情
も

よ
り
明
ら
か
に
な
り
、
ま
た
各
地
区
の
特
徴
も
よ
り
う
き
ぼ
り
に
さ
れ
る
の

で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
数
字
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
ま
だ
利
用
し
う
る
か
た
ち

で
存
在
し
て
い
な
い
。

5 

学
歴
別
構
成

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
六

O
年

の
結
果
し
か
な
い
。
時
期
的
に

古
く
な
っ
て
い
る
が
、
参
考
ま

で
に
第
四
表
に
掲
げ
た
。
学
歴

構
成
の
点
で
も
、
こ
の
町
は
、

北
海
道
の
平
均
と
札
幌
市
の
中

間
に
あ
る
こ
と
が
興
味
深
い
。

現
在
で
は
、
こ
の
時
期
以
上
に

札
幌
市
の
構
成
に
近
づ
い
て
い

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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‘ 

(
1
)

以
下
わ
が
国
の
人
口
の
一
般
的
な
傾
向
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て

総
理
府
統
計
局
編
『
わ
が
国
の
人
口
ー
そ
の
地
域
分
布
と
構
造
』
(
六

七
年
〉
に
よ
っ
た
。

(

2

)

札
幌
市
総
務
局
編
『
札
幌
市
の
人
口
|
昭
和
四

O
年
国
勢
調
査
報

告
書
』
(
六
六
年
〉
一

O
頁。

(
3〉
平
凡
社
『
人
口
大
事
典
』
(
五
六
年
)
二

O
一
頁
で
は
、
国
勢
調
査
で

の
世
帯
の
定
義
に
つ
い
て
、
一
人
の
普
通
世
帯
を
み
と
め
る
の
は
問

題
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

c 

人
口
の
変
動

自
然
増
と
社
会
璃

)
 
1
 
(
 

」
の
町
の
五
五
年
の
国
勢
調
査
以
降
の
大
き
な
人
口
の
増
加
は
、
第
五
表

札幌郊外地区(手稲〉の政治意識調査

で
み
ら
れ
る
よ
う
に
主
と
し
て
社
ム
高
(
転
入
マ
イ
ナ
ス
転
出
)
に
よ
る
も

の
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
社
会
増
減
、
つ
ま
り
社
会
的
移
動
を
と

ら
え
る
も
の
と
し
て
は
、
五
四
年
に
は
じ
ま
っ
た
住
民
登
録
人
口
報
告
(
六

七
年
一
一
月
以
降
は
住
民
基
本
台
帳
人
口
と
な
る
)
し
か
な
い
。
こ
の
町
の

転
入
転
出
数
は
五
五
年
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
ま
ず
五

五
年
は
社
会
減
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
翌
五
六
年
か
ら
増
加
に
転
じ
、
五

七
年
の
社
会
璃
四
六
二
人
に
対
し
、
五
八
年
の
そ
れ
は
い
っ
き
ょ
に
七
七
一

人
と
増
加
し
た
。
以
降
、
自
然
増
(
出
生
マ
イ
ナ
ス
死
亡
)
と
社
会
増
を
加

え
た
年
間
の
増
加
数
は
大
巾
な
上
昇
を
た
ど
っ
た
。
五
八
年
か
ら
六
八
年
ま ァ一一一一一一一一 一一一一一一一一

人口増の内容

年|人口増|社会増(%)1自然増(%)

58 872 86.6 13.4 

59 1，276 87.0 13.0 

60 1，839 91.7 8.3 

62 2，101 91.5 8.5 

63 3，114 91.0 9.0 

64 3，290 89.9 10.1 

65 3，655 88.7 11.3 

66 4，256 89.3 10.7 

67 4，134 88.2 11.8 

68 4，543 86.2 13.8 

第5表

注 1 社会増については、第6表注2と同
部分を用いて作成した。

2 自然増については、後掲『手稲町誌・
上~345頁と後掲「北海道統計」を用いて
作成した。

3 55年から57年までと61年は、自然増
がとれなかったので、省略した。

で
の
一
一
年
間
の
人
口
増
を
社
会
増
と
自
然
増
に
分
け
て
み
る
と
、
社
会
増

の
割
合
が
圧
倒
的
な
比
重
を
占
め
て
い
る
。
た
だ
こ
の
社
会
着
の
全
増
加
に

対
す
る
割
合
は
、
六

O
年
を
頂
点
と
し
て
、
そ
の
後
ゆ
る
や
か
に
下
降
し
て

お
り
、
六
六
年
に
は
ほ
.
ほ
五
八
年
の
水
準
に
も
ど
っ
た
。

こ
の
町
の
よ
う
に
人
口
の
集
中
す
る
地
域
は
、
さ
き
に
触
れ
た
よ
う
に
青

年
層
の
比
重
が
高
く
、
こ
の
た
め
出
生
率
も
人
口
の
減
少
す
る
地
域
よ
り
も

い
っ
ぱ
ん
に
高
い
。
第
一
表
の
年
令
別
人
口
構
成
に
お
い
て
、
こ
の
町
の

O

才
か
ら
四
才
ま
で
の
人
口
の
割
合
が
、
北
海
道
の
平
均
を
か
な
り
上
ま
わ
っ

て
い
る
こ
と
も
、
こ
の
こ
と
の
間
接
的
な
表
現
で
あ
る
。

2 

転
入
と
転
出
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市
町
村
問
の
転
入
と
転
出
は
、
そ
の
市
町
村
の
社
会
璃
減
を
決
定
す
る
も

研究ノート

の
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
か
に
も
こ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
人
口
に

年|手稲町| 札幌市 Ij 市区町村平均
b 海道|全 国 i 東京都

54 11.5 12.6 25.8 
55 19.5 15.4 10.8 11.6 24.6 
56 22.0 10.3 11.0 23.3 
57 17.8 11.2 11.6 24.1 
58 17.4 11. 1 11.6 11.6 23.9 
59 22.3 13.7 11.6 11.8 23.8 
60 20.0 13.8 12.7 12.4 23.4 
61 24.9 15.4 13.4 13.0 23.1 
62 28.0 15.6 14.4 14.0 245 .4 
63 32.6 19.1 16.0 14.4 25.7 
64 33.3 16.9 16.1 15.2 25.5 
65 33.6 17.1 16.0 15.2 25.7 
66 30.3 16.8 15.7 15.0 25.3 
67 30.9 17.3 16.1 15.0 24.2 
68 34.5 17.4 15.4 

率動移の口人第6表

年間移動数(転入+転出〕
注 1 算出方法=--10月1日現在住民登録人口(住民基本台帳天p)
2 手稲町については、65年までの移動数は札幌市『手稲田J誌・上J(68年)344 
頁に、 41年のそれは北海道統計課『北海道統計』に、42・43年のそれは札幌市
市民課の資料により、人口は北海道統計課『北海道市町村勢要覧』による。
3 札幌市については.前掲『北海道統計』による。
4 北海道‘全園、東京都についてはL総理府統計局『住民登録人口移動報告年
報』による。
5 手稲町の札幌合併後の移動数では、手稲支所管内と東手稲区出張所管内
との聞の移動数も含まれており、合併前との比較のうえで若干不適当であ
るが、その数は無視してよい程度であった。

対
す
る
割
合
(
転
入
率
、
転
出
率
〉
は
、
そ
の
市
町
村
や
地
域
の
社
会
的
性

格
を
明
ら
か
に
す
る
一
つ
の
重
要
な
指
標
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
近
年
の
人
口

問
題
研
究
で
か
な
り
と
り
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
転
入
率
と
転

出
率
を
加
え
た
移
動
率
は
、
そ
の
地
域
の
住
民
の
、
地
域
と
の
結
び
つ
き
の

度
合
を
一
示
す
一
つ
の
指
標
に
も
用
い
ら
れ
る
。

こ
の
移
動
率
は
、
郡
部
よ
り
も
都
市
が
い
っ
ぱ
ん
に
高
い
。
こ
の
町
の
移

動
率
を
み
る
と
、
ど
の
年
も
北
海
道
の
市
町
村
の
平
均
の
二
倍
程
度
で
あ
り
、

全
国
で
も
っ
と
も
高
い
東
京
都
の
市
区
町
村
の
平
均
を
も
六
一
年
以
降
上
ま

わ
っ
て
い
る
。
ま
た
札
幌
市
と
比
較
し
て
も
、
は
る
か
に
こ
の
町
が
高
い
。

も
っ
と
も
こ
う
し
た
移
動
率
は
、
市
町
村
の
面
積
や
人
口
の
規
模
に
か
な
り

左
右
さ
れ
る
。
規
模
の
小
さ
な
市
町
村
で
他
市
町
村
へ
の
移
動
と
し
て
出
る

も
の
で
あ
っ
て
も
、
規
模
の
大
き
な
市
町
村
で
は
、
自
市
町
村
内
の
移
動
と

な
っ
て
統
計
に
出
な
い
場
合
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
市

町
村
の
規
模
に
よ
る
そ
の
移
動
率
の
修
正
を
行
な
っ
て
比
較
す
る
方
法
は
、

ま
だ
出
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
理
由
か
ら
、
こ
の
町
の
一
二

O
倍
も
の
人

口
と
、
全
国
の
市
の
な
か
で
も
っ
と
も
広
く
、
こ
の
町
の
一

O
倍
も
の
面
積

を
も
っ
札
幌
市
と
こ
の
町
と
の
比
較
は
、
そ
の
意
味
が
う
す
い
で
あ
ろ
う
。

札
幌
市
と
の
合
併
後
の
移
動
率
を
、
市
内
の
各
区
出
張
所
管
内
ご
と
の
そ
れ

〈
市
内
で
の
移
動
で
あ
っ
て
も
他
区
出
張
所
管
内
へ
移
動
し
た
も
の
を
含
む
)

と
比
較
し
て
み
る
と
、
こ
の
町
の
区
域
を
管
内
と
す
る
手
稲
支
所
管
内
の
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三
0
・
二
%
、
東
手
稲
区
出
張
所
管
内
の
コ
一
七
・
二
%
と
い
う
移
動
率
は
、
む
し

ろ
低
い
ほ
う
に
属
す
る
。
た
と
え
ば
、
こ
の
東
手
稲
区
に
発
寒
川
を
は
さ
ん

で
隣
接
す
る
琴
似
区
で
は
四
四
二
一
一
%
で
あ
り
、
旧
手
稲
町
と
道
路
で
区
切

ら
れ
て
い
る
琴
似
中
央
区
で
は
三
六
・
六
%
と
ほ
ぼ
同
率
で
あ
る
。
市
内
で

も
っ
と
も
高
い
東
札
幌
区
で
は
、
じ
つ
に
五
九
・
五
%
に
も
達
し
て
い
る
。

い
っ
ぱ
ん
に
市
の
中
心
部
よ
り
も
周
辺
部
の
ほ
う
が
高
い
。
こ
の
よ
う
に
札

幌
市
内
の
地
区
間
の
移
動
は
も
と
も
と
き
わ
め
て
高
か
っ
た
。
い
っ
ぽ
う
こ

の
町
の
転
入
転
出
さ
き
は
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
過
半
数
が
札
幌
市
内
で
あ

る
。
こ
れ
ら
を
あ
わ
せ
考
え
る
と
、
合
併
前
の
こ
の
町
の
移
動
率
の
高
さ
は
、

実
質
的
に
は
す
で
に
「
札
幌
市
内
」
に
く
み
こ
ま
れ
て
い
な
が
ら
独
立
し
た

札幌郊外地区(手稲〉の政治意識調査

つ
ぎ
に
、
こ
の
移

町
で
あ
っ
た
こ
と
に
、
か
な
り
の
程
度
原
因
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

)
 

噌

i(
 

動
率
を
転
入
率
と
転

出
率
に
分
け
て
み
た

の
が
第
七
表
で
あ

る
。
転
入
率
を
み
る

と
、
若
干
の
高
低
が

あ
る
も
の
の
六
三
年

ま
で
ほ
ぼ
一
貫
し
て

上
昇
を
続
け
て
い
た

転入率と転出率

年|転入率|転出率i転入超過率
55 9.1 10.3 ム1.2
56 14.7 7.3 7.4 
57 10.8 7.0 3.8 
58 11.8 5.7 6.1 
59 15.3 7.0 8.3 
60 15.8 4.2 11.6 
61 16.2 8.7 7.5 
62 19.7 8.3 11.4 
63 23.5 9.1 14.4 
64 23.2 10.1 13.1 
65 23.0 10.7 12.3 
66 23.6 10.1 13.5 
67 20.5 9.7 10.8 
68 22.3 12.2 10.1 

第 7表

注第6表注2の数を用いて算出した。
ム印は、マイナスである。

が
、
こ
の
六
三
年
以
降
は
横
ば
い
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
前
に
も
触
れ
た
、

増
加
数
の
な
か
で
の
社
会
増
の
割
合
の
や
や
縮
小
し
て
い
る
こ
と
と
関
連
し

て
い
る
。
札
幌
市
に
つ
い
て
み
て
も
、
だ
い
た
い
同
じ
よ
う
な
傾
向
が
み
ら

れ
る
。
い
っ
ぽ
う
転
出
率
も
、
六
一
一
一
年
よ
り
一
年
お
く
れ
た
六
四
年
を
境
と

し
て
、
上
昇
か
ら
や
や
横
ば
い
に
転
じ
た
。
こ
れ
に
は
、
こ
の
地
区
内
に
持

家
が
増
加
し
、
そ
こ
に
定
着
す
る
も
の
が
ふ
え
て
い
る
こ
と
も
あ
ず
か
つ
て

ば
い
と
な
っ
た
。

い
る
。
札
幌
市
で
も
六
五
年
か
ら
転
出
率
の
上
昇
が
と
ま
り
、
以
降
や
や
横

転
入
率
と
転
出
率
の
差
で
あ
る
転
入
超
過
率
を
み
る
と
、
こ
う
し
た
事
情

HI町

を
反
映
し
て
六
三
年
か
ら
低
下
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
(
第
三
図
〉
。
も
っ
と
も
、
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率
と
し
て
は
低
下
し
て
い
る
が
、
絶
対
量
に
お
い
て
は
い
ぜ
ん
と
し
て
増
加

し
つ
つ
あ
る
。
ま
た
札
幌
市
は
六
五
年
以
降
こ
の
率
が
二
%
台
を
続
け
て
い

る
の
で
、
そ
れ
と
比
較
す
れ
ば
こ
の
地
区
は
ま
だ
か
な
り
高
率
で
あ
る
。
都

市
全
体
と
都
市
近
郊
の
差
が
こ
こ
に
現
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
、
全
国
の
大
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都
市
圏
に
ほ
ぼ
一
般
的
に
み
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。
北
海
道
は
六

O
年
か
ら

こ
の
率
が
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
マ
イ
ナ
ス
で
あ
り
、
北
海
道
全
体
と
し
て
の

人
口
の
道
外
流
出
と
、
そ
の
内
部
で
の
大
都
市
圏
内
へ
の
人
口
の
集
中
が
平

行
し
て
進
ん
で
い
る
こ
と
を
示
す
。
ま
た
、
札
幌
市
全
体
を
と
る
と
、
中
心

部
の
人
口
の
減
少
と
、
近
郊
地
区
の
増
加
が
相
殺
さ
れ
て
、
全
体
と
し
て
さ

ほ
ど
大
き
な
超
過
率
を
示
さ
な
い
。
こ
れ
に
反
し
て
、
札
幌
市
に
隣
接
す
る

江
別
市
、
恵
庭
町
、
千
歳
市
の
超
過
率
は
、
札
幌
市
を
か
な
り
上
ま
わ
っ
て

い
る
。も
っ
と
も
、
こ
の
数
字
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
住
民
基
本
台
帳
人
口
に
は

若
干
の
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
転
入
ま
た
は
転
出
(
住
所
、
つ
ま
り
「
生

活
ノ
本
拠
(
民
法
一
一
一
条
と
を
移
す
〉
し
で
も
届
け
出
な
い
も
の
が
相
当
数
あ

る
こ
と
に
よ
る
。
と
く
に
米
の
配
給
制
度
が
有
名
無
実
と
な
っ
て
か
ら
は
、

こ
の
傾
向
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
な
か
で
も
、
も
と
も
と
長
く
定
住
す

る
意
思
の
な
い
単
身
の
下
宿
、
間
借
入
に
こ
の
傾
向
が
つ
よ
い
。
こ
の
た
め

各
市
町
村
で
は
、
五
年
お
き
の
国
勢
調
査
を
も
と
に
し
て
実
際
の
転
入
者
、

転
出
者
を
整
理
す
る
こ
と
が
、
一
般
的
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
整

理
し
た
数
が
転
入
、
転
出
数
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
ま
ま
あ
り
、
時
系
列

で
み
る
と
、
国
勢
調
査
の
年
ま
た
は
そ
の
翌
年
に
転
入
、
転
出
数
が
そ
の
前

後
の
年
と
比
較
し
て
不
自
然
に
変
動
す
る
こ
と
が
あ
る
。
第
三
図
で
の
こ
の

町
の
転
入
超
過
率
は
、
国
勢
調
査
の
翌
年
で
あ
る
六
一
年
と
、
国
勢
調
査
年

で
あ
る
六
五
年
に
か
な
り
意
外
な
変
化
を
み
せ
て
い
る
。
規
模
の
小
さ
な
市

町
村
ほ
ど
こ
う
し
た
こ
と
の
影
響
は
大
き
く
現
わ
れ
る
。
と
く
に
六
一
年
の

数
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
北
海
道
統
計
』
に
掲
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
原
資
料
も

残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
点
を
た
し
か
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

こ
れ
も
ご
く
一
般
的
に
言
え
る
こ
と
で
し
か
な
い
が
、
人
口
の
増
加
し
つ
つ

あ
る
と
こ
ろ
で
は
転
入
し
て
い
な
が
ら
届
け
出
な
い
も
の
が
多
く
、
逆
に
減

少
し
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
で
は
転
出
し
て
い
な
が
ら
届
け
出
な
い
も
の
が
多

ぃ
。
こ
う
し
た
原
則
的
な
も
の
に
て
ら
し
あ
わ
せ
で
み
る
と
、
も
し
こ
の
町

で
こ
れ
ら
の
年
に
整
理
が
行
な
わ
れ
た
と
す
る
と
、
原
則
と
は
逆
に
転
出
し

て
届
け
出
な
か
っ
た
も
の
が
多
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
第
七
表
の
五

五
年
の
転
入
超
過
率
の
マ
イ
ナ
ス
も
、
若
干
疑
問
で
あ
る
。
ま
た
、
主
と
し

て
土
木
、
建
築
工
事
の
工
夫
と
し
て
道
内
の
農
漁
村
地
方
か
ら
夏
期
間
都
市

に
多
く
移
動
し
て
く
る
、
い
わ
ゆ
る
「
出
か
せ
ぎ
」
労
働
者
の
宿
舎
も
町
内

に
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
一
時
的
に
居
住
す
る
も
の
の
ほ
と
ん
ど
は
、
こ
の

寄
留
地
で
基
本
台
帳
へ
の
届
出
を
し
て
い
な
い
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
ゴ
一

カ
月
以
上
の
居
住
者
は
、
国
勢
調
査
で
は
そ
の
町
の
住
民
と
み
な
さ
れ
る
の

で
、
国
勢
調
査
人
口
と
基
本
台
帳
人
口
と
の
若
干
の
ず
れ
は
、
こ
の
点
で
も

ま
ぬ
が
れ
が
た
い
。

つ
ぎ
に
こ
う
し
た
転
入
、
転
出
が
ど
こ
か
ら
の
、
ま
た
ど
こ
へ
の
も
の
か
が

問
題
で
あ
る
。
こ
う
し
た
転
入
、
転
出
さ
き
は
、
こ
の
地
区
と
他
の
地
域
と
の
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(68年〉
転入転出

A ~I: iW: iI[ i*J 1 7，9491 92.01 4，0341 85.4 
4，9521 57.312，5941 54.9 
7451 8.61 4271 9.0 
420! 4.91 1181 2.5 
641 0.71 1391 2.9 
1001 1. 21 671 1. 4 
301 0.31 321 0.7 
1311 1.51 711 1.5 
6041 7.01 3201 6.8 
1521 1.81 991 2.1 
821 0.91 491 1. 0 
1181 1. 41 581 1. 2 
1181 1. 41 731 1. 5 
711 8. 21 341 O. 7 
631 O. 71 121 o. 3 

( 連京奈L支7罪閤川市i 31醐 34.81 1，440 羽 5 B 北東東海 6841 7.91 6881 14.6 i県 山 4.0 潤 8.3
神埼千 611 0.71 951 2.0 
玉 431 0.51 541 1.1 
葉県 291 0.31 151 0.3 

f そ の 他 340 3.9 295 6.2 

転入先と転出先

(1) 

第8表

札幌郊外地区(手稲)の政治意識調査

つ
な
が
り
の
程
度
を
示
す
一
つ
の
指
標
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
六
八
年

の
手
稲
支
所
お
よ
び
東
手
稲
区
出
張
所
管
内
の
数
を
と
っ
た
ハ
第
八
表
〉
。

ま
ず
転
入
先
を
み
る
と
、
全
体
の
九
二
・
O
%
が
道
内
で
あ
り
、
そ
の
な

か
で
も
札
幌
市
内
の
他
地
区
が
五
七
二
二
%
を
占
め
る
。
転
入
、
転
出
の
動

機
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は
推
測
す
る
以
外
に
な
い
が
、
市
内
の
他
地
区
か
ら

の
転
入
は
、
自
己
の
家
を
た
て
、
ま
た
は
貸
家
、
貸
問
、
下
宿
を
求
め
、
寮
に
入

る
た
め
に
転
入
し
て
く
る
も
の
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
市
内
聞
の

移
動
の
激
し
い
こ
と
は
、
他
地
区
に
も
か
な
り
共
通
し
て
い
え
る
こ
と
で
あ この数の出しかたについては、第6表注5参娘。

る
。
札
幌
市
か
ら
の
転
入
は
、
六
一
年
で
は
一
、
一
八
三
人
で
全
転
入
の
四

六
・
四
%
で
あ
り
、
六
一
一
一
年
で
は
二
、
O
二
二
人
で
四
三
・
七
%
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
比
し
て
六
八
年
で
は
、
比
率
に
お
い
て
も
絶
対
数
に
お
い
て
も
格
段

の
上
昇
を
み
ぜ
、
そ
れ
だ
け
札
幌
市
の
一
部
分
と
し
て
よ
り
強
く
く
み
込
ま

れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
地
区
内
に
分
譲
団
地
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
造
成

さ
れ
て
い
る
こ
と
と
な
ら
ん
で
、
工
場
を
は
じ
め
と
す
る
事
業
所
と
そ
の
社

宅
、
寮
の
建
設
も
さ
か
ん
で
あ
る
こ
と
も
、
一
つ
の
要
因
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し

た
事
業
所
の
多
く
が
札
幌
市
内
か
ら
移
転
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ

れ
に
と
も
な
う
市
内
か
ら
の
転
入
も
相
当
数
に
の
ぼ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

札
幌
市
以
外
の
道
内
の
転
入
さ
き
を
い
く
つ
か
の
類
型
に
わ
け
で
み
る

と
、
ま
ず
札
幌
市
へ
の
通
勤
閤
内
か
ら
の
も
の
が
も
っ
と
も
多
い
。
こ
の
「
通

注

勤
圏
内
」
は
、
普
通
列
車
で
そ
の
町
の
中
心
駅
か
ら
札
幌
駅
ま
で
ほ
ぼ
一
時

間
以
内
の
市
町
村
を
と
っ
た
。
こ
の
圏
内
で
は
と
く
に
小
栂
市
か
ら
の
転
入

が
多
い
。
こ
の
小
樽
市
か
ら
の
転
入
者
は
、
東
手
綱
区
出
張
所
管
内
へ
き
た

も
の
よ
り
も
同
市
に
隣
接
す
る
手
稲
支
所
管
内
へ
き
た
も
の
が
圧
倒
的
に
多

か
っ
た
@
こ
れ
か
ら
す
る
と
、
小
樽
市
か
ら
の
も
の
が
、
札
幌
市
内
で
も
こ

の
両
地
区
に
か
な
り
集
中
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
通
勤
圏
内
か

ら
の
転
入
者
に
は
よ
り
札
幌
へ
の
通
勤
の
便
の
よ
い
地
を
求
め
て
の
も
の
が

多
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
通
勤
圏
の
出
し
か
た
か
ら
い
っ
て
、
こ
の
圏
内
の
通

勤
者
に
は
、
居
所
か
ら
就
業
さ
き
ま
で
に
要
す
る
通
勤
時
間
の
一
時
間
を
超
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え
る
も
の
が
相
当
数
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
六
五
年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、

札
幌
市
へ
の
他
市
町
村
か
ら
の
通
勤
者
の
う
ち
、
こ
れ
ら
通
勤
圏
内
か
ら
の

も
の
は
、
手
稲
町
を
含
め
て
一
七
、
八
九
七
人
で
、
全
通
勤
者
の
八
七
・
八

%
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
地
域
か
ら
の
転
入
は
、
市
内
を
除
く
道
内
市
町
村

か
ら
の
そ
れ
の
四
分
の
一
を
占
め
て
い
る
。

つ
ぎ
に
多
い
類
型
は
、
道
北
地
方
の
中
心
で
あ
る
旭
川
市
、
道
東
地
方
の
そ

れ
の
釧
路
市
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
中
心
都
市
六
市
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、

こ
の
「
地
方
中
心
都
市
」
の
定
義
も
、
そ
れ
ほ
ど
厳
密
な
も
の
で
は
な
い
。

道
内
の
人
口
七
万
以
上
(
六
五
年
国
勢
調
査
に
よ
る
)
の
都
市
で
、
若
干
性

格
を
異
に
す
る
夕
張
市
と
苫
小
牧
市
を
除
き
、
通
勤
圏
内
の
小
樽
市
を
除
い

た
六
市
を
仮
り
に
と
っ
た
。
大
ま
か
な
分
類
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
市
は

か
な
り
共
通
性
を
も
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
六
市
で
、
市
内
を
除
く

道
内
市
町
村
か
ら
の
転
入
の
五
分
の
一
を
占
め
る
。
札
幌
に
あ
る
企
業
の
出

先
機
関
や
工
場
が
こ
れ
ら
地
方
の
中
心
都
市
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
が
同
一
企
業
内
で
の
転
勤
者
を
他
の
地
区
か
ら
の
転
入
者
に
比
し

て
比
較
的
多
く
含
ん
で
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
若
年
層
、

離
農
者
、
炭
鉱
地
帯
か
ら
の
転
住
者
の
移
動
に
は
、
ま
ず
小
さ
い
市
街
地
へ
、

つ
い
で
地
方
の
中
心
地
へ
、
さ
ら
に
札
幌
市
圏
内
へ
と
い
う
順
で
の
移
動
の

類
型
が
相
当
数
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
場
合
で
も
転
勤
者
以
外

の
も
の
を
相
当
数
含
ん
で
い
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
表
で
は
、
そ
の
数
が
す
く
な
い
の
で
の
せ
て
い
な
い
が
、
夕
張
、
美

唄
、
芦
別
、
赤
平
、
一
ニ
笠
、
歌
志
内
の
六
つ
の
炭
鉱
都
市
が
こ
れ
に
次
い
で

い
る
。
こ
の
六
市
か
ら
の
転
入
は
三
一

O
人
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
市
の
共
通

の
特
徴
は
、
転
入
に
比
し
て
転
出
が
八
六
人
と
き
わ
め
て
す
く
な
い
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
ほ
か
町
村
に
つ
い
て
は
、
住
民
基
本
台
帳
で
の
転
入
・
転
出
の

集
計
が
支
庁
単
位
で
し
か
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
個
々
の
町
村
ご
と
に
か
な
り

の
性
格
の
ち
が
い
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
石
狩
管
内
の
ほ
か
は
特
に
と
り
あ
げ

な
か
っ
た
。
町
村
と
市
と
で
分
け
て
み
る
と
、
わ
ず
か
に
町
村
の
ほ
う
が
転

入
に
対
し
て
転
出
が
少
な
い
。

道
内
へ
の
転
出
は
、
転
出
全
体
の
八
五
・
四
%
を
占
め
る
。
絶
対
数
を
と
る

と
対
道
内
で
は
、
転
入
に
比
し
て
転
出
が
少
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
対
道
外

で
は
、
そ
れ
ら
は
ほ
ぼ
同
数
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
対
道
内
の
全
転
出
に
占

め
る
割
合
は
、
同
じ
全
転
入
に
占
め
る
割
合
よ
り
も
小
さ
く
な
る
。
こ
こ
で

も
、
札
幌
市
内
へ
が
全
体
の
五
回
・
九
%
に
達
す
る
。
こ
の
旧
手
稲
町
地
区

以
外
の
札
幌
市
内
で
も
、
都
心
か
ら
離
れ
た
各
地
に
最
近
各
種
の
団
地
が
造

成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
区
内
で
持
家
を
も
た
な
い
も
の
、
よ
り
条
件
の
よ

い
住
居
を
求
め
る
も
の
の
転
出
が
こ
の
な
か
で
か
な
り
の
割
合
を
占
め
る
と

思
わ
れ
る
。
転
入
に
お
け
る
と
同
じ
く
、
六
一
年
お
よ
び
六
三
年
の
数
を
み

る
と
、
こ
の
札
幌
市
へ
の
転
出
は
、
そ
れ
ぞ
れ
七
七

O
人
(
五
六
二
%
〉
、

九
六
三
人
(
五
一
ニ
・
七
%
〉
と
な
っ
て
い
る
。
六
八
年
の
割
合
は
、
こ
の
両
年

北法20(2・92)216



の
ほ
ぼ
中
間
に
位
し
て
い
る
。
市
内
へ
の
転
出
が
い
ぜ
ん
と
し
て
か
な
り
の

割
合
を
占
め
る
の
は
、
そ
れ
だ
け
こ
の
地
区
を
一
時
的
な
居
住
地
と
し
て
い

る
も
の
が
多
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
大
都
市
近
郊
の
一
般
的

な
性
格
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

つ
ぎ
に
通
勤
圏
内
へ
の
転
出
で
あ
る
が
、
道
内
の
市
町
村
で
こ
の
地
区
か

ら
の
転
出
が
転
入
を
上
ま
わ
っ
た
の
は
、
こ
の
圏
内
の
江
別
、
千
歳
両
市
の

み
で
あ
っ
た
。
江
別
市
も
、
最
近
人
口
収
容
力
二
万
人
と
い
う
道
営
大
麻
団

地
が
ほ
ぼ
完
成
し
た
の
を
は
じ
め
、
こ
の
地
区
と
同
じ
く
都
市
近
郊
化
が
い

ち
じ
る
し
い
。
こ
の
市
の
通
勤
条
件
は
、
こ
の
地
区
と
ほ
ぼ
同
程
度
で
あ

)
 
-(
 

る
。
こ
れ
と
は
逆
に
、
小
樽
市
へ
の
転
出
が
、
転
入
に
比
し
て
き
わ
め
て
少

な
い
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
小
樽
市
で
は
、
札
幌
市
へ
の
通
勤
の
た
め
に
要

す
る
時
聞
が
比
較
的
大
き
い
こ
と
、
札
幌
市
へ
の
事
業
所
の
移
転
の
あ
る
こ

札幌郊外地区(手稲〉の政治意識調査

と
な
ど
が
そ
の
大
き
な
理
由
で
あ
ろ
う
。

地
方
中
心
都
市
へ
の
転
出
も
、
転
入
の
ほ
ぼ
半
数
で
あ
る
。
こ
の
転
出
数

は
、
転
勤
者
の
数
と
か
な
り
接
近
す
る
で
あ
ろ
う
。

道
内
の
札
幌
市
を
除
く
一
二
五
市
町
村
の
う
ち
、
こ
の
第
七
表
で
あ
げ
た

一
六
市
町
村
が
、
札
幌
市
を
除
く
道
内
の
転
入
転
出
さ
き
の
半
数
近
く
を
占

め
る
こ
と
は
、
こ
う
し
た
人
口
の
移
動
が
大
量
的
に
み
る
と
か
な
り
の
規
則

性
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
。

道
外
へ
の
転
入
転
出
を
み
る
と
、
北
海
道
を
除
く
四
五
都
府
県
の
う
ち
、
こ

i
?
 .、

こ
に
あ
げ
た
東
京
圏
内
四
都
県
で
半
数
強
を
占
め
る
。
こ
の
「
東
京
圏
内
」
の

範
囲
は
前
掲
『
住
民
登
録
人
口
移
動
報
告
年
報
』
に
よ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
か
な

り
ま
と
ま
っ
た
割
合
を
占
め
る
地
域
と
し
て
青
森
県
を
は
じ
め
と
す
る
東
北

六
県
が
あ
る
、
が
、
こ
の
東
京
圏
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
数
で
あ
る
。
と
く
に

東
京
都
は
道
外
と
の
移
動
の
ほ
ぼ
三
分
の
一
を
占
め
る
。
こ
の
よ
う
に
東
北

地
方
を
と
び
こ
え
て
東
京
圏
と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
も
、
こ
の
地
区
、
そ
し

て
ま
た
札
幌
市
の
一
つ
の
性
格
を
典
型
的
に
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、
札

幌
市
に
全
国
的
な
規
模
の
企
業
の
支
庖
、
出
張
所
な
ど
が
多
く
集
ま
っ
て
い

る
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。
北
海
道
内
で
も
東
京
圏
と
の
閑
の
移
動

の
も
っ
と
も
多
い
の
が
、
北
海
道
の
中
心
地
で
あ
る
こ
の
札
幌
市
で
あ
る
。

こ
の
地
区
の
道
外
と
の
間
の
移
動
は
、
全
道
平
均
(
六
七
年
で
転
入
の
一
六
・

九
%
、
転
出
の
二
一
一
一
・
八
%
)
に
く
ら
べ
る
と
、
転
入
の
二
二
・
八
%
、
転
出

の
四
七
・
七
%
(
い
ず
れ
も
市
内
で
の
移
動
分
を
除
い
た
も
の
の
な
か
で
の

比
率
〉
と
か
な
り
高
い
。
こ
う
し
た
東
京
圏
と
移
動
す
る
住
民
は
、
持
家
に

で
は
な
く
、
社
宅
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
に
居
住
す
る
の
が
大
部
分
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
東
京
圏
と
の
聞
の
移
動
で
は
転
出
が
転
入
を
上
ま
わ
っ
て
い
る
が
、

東
北
地
方
と
の
間
の
移
動
で
は
そ
れ
が
逆
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
地
方

の
聞
の
人
口
吸
引
力
の
差
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

3 

通
勤
と
通
学

地
域
相
互
間
の
影
響
を
み
る
た
め
の
も
う
一
つ
の
指
標
と
し
て
、
市
町
村
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聞
の
通
勤
・
通
学
状
況
が
あ
る
。
通
勤
・
通
学
者
は
、
雇
用
者
、
進
学
者
の

研究ノート

増
大
、
交
通
機
関
の
整
備
、
社
会
掴
の
拡
大
と
そ
の
圏
内
で
の
地
区
の
特
化

に
と
も
な
っ
て
急
激
に
増
加
し
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
一
般
的
傾
向
の
な
か

で
、
こ
の
地
区
は
、
札
幌
都
市
圏
に
強
く
く
み
こ
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

、
"
-
o

h
L
V

中
れ

全
道
で
も
も
っ
と
も
多
い
割
合
で
他
市
町
村
へ
の
通
勤
・
通
学
者
を
出
し
て

六
五
年
の
国
勢
調
査
を
み
る
と
(
第
九
表
)
、
こ
の
町
の
一
五
才
以
上
の
就

業
者
と
就
学
者
の
う
ち
五

O

%
も
が
札
幌
市
で
就
業
・
就

学
し
て
い
る
。
札
幌
市
以
外

の
市
町
村
へ
通
っ
て
い
る
も

の
は
き
わ
め
て
少
な
い
。
こ

の
こ
と
か
ら
も
、
圧
倒
的
に

札
幌
市
の
圏
内
に
入
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
と
く
に

就
学
者
は
、
こ
の
町
に
高
等

学
校
が
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
各
種
学
校
へ
通
う
ご
く

少
数
の
も
の
を
除
い
て
、
ほ

と
ん
ど
す
べ
て
が
札
幌
市
へ

他市町村への通勤・通学者

区

第9表

65年 60年

実数1(%) I実数1(%) 

麗吋罷語審1!?jii5;:l;| 
:永富 Z!67Zl刊 3，12lTJ
d 岩見沢市|M 2|) 

分

391 0.6 

国勢調査による。

60年の「豊平町」は、
注1
2 

の
通
学
者
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
事
情
は
、
合
併
後
の
現
在
で
も
変
っ
て
い

な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
就
業
者
・
就
学
者
の
半
数
以
上
に
と
っ
て
、
こ
の
町

は
住
宅
地
と
し
て
の
意
味
し
か
も
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
を
六

O
年
と
比
較
し

て
み
る
と
、
札
幌
市
へ
の
こ
う
し
た
面
で
の
依
存
が
い
っ
そ
う
強
く
な
っ
て

お
り
、
町
内
で
の
就
業
・
就
学
者
と
町
外
で
の
そ
れ
と
の
割
合
が
ち
ょ
う
ど

逆
転
し
て
い
る
。
小
樽
市
へ
の
依
存
度
は
、
相
対
的
に
弱
ま
っ
て
い
る
。

つ
ぎ
に
、
こ
れ
と
逆
に
こ
の
町
へ
の
他
市
町
村
か
ら
の
通
勤
・
通
学
者
を

み
た
の
が
第
一

O
表
で
あ
る
。
同

「札幌市」に含めた。

じ
く
六
五
年
を
み
る
と
、
こ
の
町

で
就
業
・
就
学
し
て
い
る
も
の
の

う
ち
他
市
町
村
か
ら
の
も
の
の
割

合
は
、
わ
ず
か
一
七
%
に
す
ぎ
な

い
。
と
く
に
他
市
町
村
か
ら
の
通

学
者
は
、
ま
え
に
述
べ
た
理
由
か

ら
わ
ず
か
一
四
人
に
す
ぎ
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
数
を
六

O
年
と
比

較
し
て
み
る
と
、
か
な
り
興
味
ぶ

か
い
結
果
が
得
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、

こ
の
五
年
間
に
他
市
町
村
か
ら
通

っ
て
く
る
も
の
が
急
激
に
増
加
し

他市町村からの通勤・通学者第10表

区 分
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て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
対
札
幌
市
を
と
っ
て
み
る
と
、
札
幌
市
へ
通
う
も
の

が
二
倍
強
に
増
加
し
た
の
に
対
し
、
逆
に
札
幌
市
か
ら
通
っ
て
く
る
も
の
が

五
倍
に
も
増
加
し
た
。
こ
れ
は
、
の
ち
に
述
べ
る
よ
う
に
こ
の
町
に
事
業
所

が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
町
が
、
札
幌
の
都
市
圏
内
で
住
宅
地
以
外

の
機
能
を
か
な
り
も
ち
は
じ
め
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ぎ
に
興
味
深
い

こ
と
は
、
小
樽
市
か
ら
通
う
も
の
が
、
こ
れ
も
ま
た
目
立
っ
て
増
加
し
た
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
町
へ
の
流
入
量
(
こ
の
町
へ
通
っ
て
い
る
も
の
)
と
流
出

量
(
こ
の
町
か
ら
通
っ
て
い
る
も
の
)
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
小
得
市
の

場
合
は
前
者
が
後
者
の
二
倍
に
も
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
小
樽
市
に
対
す

)
 
-(
 

る
吸
引
力
の
強
さ
は
、
ま
え
の
転
入
転
出
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
も

ち
ろ
ん
こ
れ
は
、
札
幌
都
市
圏
の
吸
引
力
の
ほ
う
が
小
樽
都
市
圏
の
そ
れ
よ

り
も
大
き
い
こ
と
の
表
わ
れ
で
あ
り
、
ま
た
小
樽
市
じ
た
い
が
札
幌
市
の
圏

内
に
深
く
入
り
つ
つ
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。
六
五
年
で
札
幌
市
へ
の
通
勤
・

通
学
者
の
も
っ
と
も
多
い
の
が
こ
の
小
樽
市
で
七
、
一
一
二
三
人
で
あ
り
、
ヤ
」

札幌郊外地区(手稲〉の政治意識調査

の
町
は
こ
れ
を
わ
ず
か
に
下
ま
わ
っ
て
い
た
。
ま
た
、
札
幌
市
へ
の
通
勤
・
通

学
者
の
う
ち
で
こ
の
町
の
住
民
の
占
め
る
割
合
は
、
二
五
・
五
劣
で
あ
っ
た
。

(
1
)

住
民
基
本
台
帳
へ
の
届
出
は
、
六
九
年
六
月
か
ら
、
選
挙
権
行
使
の

た
め
の
必
要
条
件
と
な
っ
た
た
め
、
そ
の
重
要
性
を
増
し
た
。
六
九
年

七
月
一
六
日
の
『
北
海
道
新
聞
』
に
よ
る
と
、
札
幌
市
の
選
挙
人
名
簿
登

載
者
六
一
万
の
う
ち
六
月
一
日
現
在
で
四
万
四
千
人
も
が
住
民
基
本
台

. 

帳
へ
の
届
出
を
し
て
い
な
い
と
い
わ
れ
る
。
北
海
道
全
体
を
と
る
と
、

こ
れ
と
逆
に
、
基
本
台
帳
に
の
っ
て
い
な
が
ら
選
挙
人
名
簿
に
登
録
し

て
い
な
い
数
は
、
そ
の
逆
の
場
合
の
数
の
二
倍
に
も
及
ん
で
い
る
。

(
2
)

六
一
年
お
よ
び
六
三
年
の
数
は
、
労
働
省
職
業
安
定
局
編
『
新
興
工

業
地
域
の
労
働
市
場
』
(
六
五
年
九
月
)
の
う
ち
の
「
札
幌
地
区
」
(
石

原
孝
一
、
道
叉
健
治
郎
執
筆
〉
に
よ
っ
た
。

D 

産

業

口

と

人

就
業
者
の
産
業
別
構
成

こ
の
地
区
の
就
業
者
の
産
業
別
構
成
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
た
都
市
近
郊
化

に
よ
っ
て
大
き
な
変
貌
を
み
せ
た
。
四
七
年
か
ら
六
五
年
ま
で
の
そ
の
変
化

を
国
勢
-
調
査
に
よ
っ
て
み
た
の
が
第
一
一
表
で
あ
る
。

産
業
大
分
類
で
就
業
者
数
が
千
人
を
超
え
る
産
業
は
、
六
五
年
で
は
農
業
、

建
設
業
、
製
造
業
、
卸
小
売
業
、
運
輸
通
信
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
六
つ
で
あ

る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
夜
間
人
口
に
つ
い
て
の
数
で
あ
り
、

昼
間
人
口
、
つ
ま
り
こ
の
町
で
就
業
し
て
い
る
も
の
の
数
で
は
な
い
。
こ
の

町
の
就
業
者
の
う
ち
約
半
数
が
町
外
で
就
業
し
て
い
る
か
ら
、
町
内
で
就
業

し
て
い
る
も
の
だ
け
を
と
り
だ
す
と
、
こ
れ
と
か
な
り
変
っ
た
構
成
を
と

る
。
た
だ
町
内
就
業
者
の
産
業
別
構
成
は
、
六
五
年
に
つ
い
て
し
か
出
さ
れ

て
い
な
い
の
で
、
時
系
列
的
に
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
時
系
列
で
み
る
た
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第11表 産 業 J.lU 就 業 人 ロ の 変 イヒ

産 業 1 47 年 1 50 年 1 55 年 1 60 年 1 65 年

f次品小il
1.464 

10 27 33 40 26 
2 
2，084 

2 2 
2，134 2，211 1.848 1.492 

121 
80 123 264 576 1，708 
393 382 367 697 2，153 
1.080 617 795 1.376 3，982 

(1) 金書卸融気次、蛤、小保ガ産険通スピ、業、不売水信ス動小道産業寒業業里業
64 236 428 896 2，138 

25 48 132 378 
23821 { 315 348 560 1，122 

22 39 
((23)) 公サ 133 233 415 816 1.871 

347 440 504 641 
785 1，179 1.679 2，930 6，189 

(4) そ の 他| 170
1 

ぷF弓h 計| 11.664 

産 業 1 47 年 1 50 年 1 55 年 1 60 年 1 65 年

林農水一 次 産産業 小 業業業計1

12.6 
0.2 0.7 0.7 0.7 0.2 
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
51.1 55.0 45.7 30.0 12.8 

上ょi|
1.0 

1.9 3.1 5.8 9.4 14.6 
9.4 9.5 8.0 11.3 18.5 
25.9 15.4 17.4 22.4 34.1 
1.5 5.9 9.4 14.6 18.3 
0.0 0.6 1.1 3.1 3.2 
5.6 11 7.8 7.6 9.1 9.6 
0.2 0.4 0.3 

((32)) サ公 3.2 5.8 9.1 13.3 16.0 
8.3 9.2 9.7 8.2 5.5 
18.8 29.3 36.9 47.6 53.1 

(4) そ の 他| 0.0 

メ同L 
計l 100.0 

注 1 国勢調査による。ただし、 47年は臨時国勢調査によった。
2 47年と50年は、 14才以上の就業者であり、 55年以降は、15才以上のそれである。
3 47年の(1)は「金融業」を、 (2)は「サーピス業Jと「自由業」を、 (3)は「公務及
団体」をとった。 (4)は、 47年では「分類不能の産業及不詳」であり、50年では「分
類不能の産業」である。
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め
に
は
、
夜
間
人
口
し
か
用
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
そ
う
い
う
前
提

の
も
と
で
こ
れ
を
み
る
し
か
な
い
。
こ
の
六
産
業
の
う
ち
で
、
構
成
比
率
に

お
い
て
も
絶
対
数
に
お
い
て
も
減
少
し
て
い
る
の
は
農
業
の
み
で
あ
る
。
こ

の
農
業
の
比
率
の
低
下
分
が
、
他
の
産
業
の
増
加
分
と
な
っ
て
現
わ
れ
る
。

五
O
年
と
六
五
年
と
を
比
較
す
れ
ば
、
こ
の
地
区
の
農
村
と
し
て
の
性
格
は

き
わ
め
て
薄
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
前
に
も
触
れ
た
鉱
業
は
、
四
七
年
で

す
で
に
大
き
く
縮
小
し
て
、
戦
中
に
み
ら
れ
た
こ
の
町
の
ご
大
産
業
の
一
つ

と
し
て
の
地
位
を
失
っ
て
い
る
。

農
業
を
除
く
こ
の
町
の
他
の
五
大
産
業
を
そ
の
伸
び
率
の
大
き
さ
の
順
に

並
べ
る
と
、
卸
小
売
業
、
建
設
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
製
造
業
、
運
輸
通
信
業

札幌郊外地区(手稲〉の政治意識調査 (1)

と
な
る
。
こ
う
し
た
順
序
は
、
こ
の
町
の
産
業
の
変
化
を
か
な
り
の
程
度
性

格
づ
け
る
で
あ
ろ
う
。
大
ま
か
に
い
っ
て
卸
小
売
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
拡
大

は
、
都
市
圏
内
の
住
宅
地
化
の
傾
向
を
反
映
し
、
他
の
三
つ
の
産
業
の
そ
れ

は
、
都
市
圏
内
で
の
地
区
別
の
産
業
配
分
に
お
け
る
こ
の
地
区
の
特
化
、
つ

ま
り
生
産
、
輸
送
の
基
地
化
の
傾
向
を
反
映
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
大
都
市
圏
内
の
一
地
区
と
し
て
の
産
業
の
特
徴
を
み
る
た
め

に
、
産
業
別
構
成
を
大
き
く
一
次
、
二
次
、
一
一
一
次
産
業
の
三
つ
に
分
け
て
、

そ
の
割
合
の
変
化
を
、
こ
の
都
市
圏
の
中
心
で
あ
る
札
幌
市
と
比
較
し
て
み

た
の
が
第
四
図
で
あ
る
。
札
幌
市
の
場
合
も
一
次
産
業
の
縮
小
と
三
次
産
業

の
拡
大
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
の
変
化
は
こ
の
町
と
く
ら
べ
て
か
な
り
ゆ
る

や
か
で
あ
る
。
札
幌
市
で
は
、
五

O
年
で
も
す
で
に
三
次
産
業
が
六

O
%を

超
え
て
、
産
業
構
成
が
六
五
年
と
同
じ
よ
う
な
形
を
と
っ
て
お
り
、
た
だ
三

次
産
業
と
一
次
産
業
の
差
が
拡
大
し
つ
つ
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
点
で
、

第4図札幌市の産業構成との比較
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国勢調査の就業者数による。
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同
じ
く
変
化
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
こ
の
町
と
は
か
な
り
そ
の
意
味
あ
い

を
異
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
町
の
特
徴
と
い
う
点
で
は
、
二
次
産
業
に

お
い
て
、
六

O
年
と
六
五
年
の
間
に
札
幌
市
の
比
率
を
超
え
た
こ
と
が
注
目

さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
札
幌
市
の
構
成
と
接
近
す
る
面
と
、

逆
に
遠
ざ
か
る
函
と
の
こ
つ
の
面
を
こ
の
町
の
産
業
別
人
口
が
平
行
的
に
一
不

し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

つ
ぎ
に
北
海
道
全
体
の
産
業
構
成
の
変
化
と
比
較
し
て
み
る
と
、
一
次
の

縮
小
、
二
、
三
次
の
拡
大
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
は
同
じ
で
あ
る
が
、
こ
の

町
の
そ
う
し
た
変
化
の
度
合
は
か
な
り
激
し
い
。

注
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」
の
町
の
他
市
町
村
で
就
業
し
て
い
る
も
の
の
割
合
は
、
産
業
に
よ
っ
て

か
な
り
遣
っ
て
い
る
。
六
五
年
の
こ
の
比
率
を
み
る
と
、
一
次
で
は
わ
ず
か

二
%
に
す
ぎ
な
い
が
、
二
次
で
は
四
O
%
、
コ
一
次
で
は
六
五
%
に
も
達
す
る
。

」
の
た
め
、
昼
間
人
口
の
産
業
構
成
は
、

一
次
二
O
%
、
二
次
四
五
夕
、
コ
一

次
三
五
%
と
な
り
、
夜
間
人
口
に
比
し
て
一
次
二
次
の
割
合
が
か
な
り
高
く

な
る
。
こ
の
よ
う
に
夜
間
人
口
で
は
、
三
次
産
業
を
中
心
と
す
る
札
幌
市
に

か
な
り
近
い
、
い
わ
ゆ
る
消
費
都
市
型
の
構
成
を
と
る
が
、
昼
間
人
口
で

+ホ、

一
次
、
二
次
産
業
を
中
心
と
す
る
生
産
地
型
の
構
成
を
と
っ
て
い
る
@

「
手
稲
地
区
」
の
産
業
を
み
る
場
合
に
は
、
む
し
ろ
昼
間
人
口
を
み
る
ほ
う

が
よ
り
適
当
で
あ
ろ
う
。

つ
ぎ
に
就
業
者
の
職
業
別
分
布
を
第
一
二
表
で
み
る
と
、
産
業
構
成
の

変
化
の
職
業
構
成
へ
の
反
映
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
」

と
「
事
務
」
を
あ
わ
せ
た
非
筋
肉
就
業
者
の
比
率
は
、
こ
の
町
の
都
市
近
郊

化
に
と
も
な
っ
て
着
実
に
増
加
し
て
い
る
が
、
札
幌
市
の
そ
れ
と
比
較
す
る

と
ま
だ
か
な
り
の
差
が
あ
る
。
な
か
で
も
、
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
(
「
生
産
・
運
輸
」

を
こ
う
呼
ん
で
よ
い
で
あ
ろ
う
)
と
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
(
「
事
務
」
が
、
ほ
ぼ

」
れ
に
あ
た
る
)
の
中
間
的
存
在
で
あ
る
「
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
」
の
比
率
は
、

札
幌
市
よ
り
一
段
と
低
い
。
こ
の
職
業
の
多
く
属
す
る
産
業
の
都
市
圏
内
で

の
中
心
部
へ
の
集
中
の
表
わ
れ
で
あ
る
。

就
業
者
の
従
業
上
の
地
位
別
の
分
布
で
は
、
職
業
別
の
分
布
に
比
し
て
、
こ

布

3.6 

33.4 

29.6 

33.4 

分Bリ業職の就

、i
ノ、
1

ノ、、ノ、，ノ

t
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業

業事量
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生

版

事

第12表

国勢調査による。職業区分は、総理府統計局の調査区別集計の例にならった。

1)は、職業大分類の「農林、漁業従事者J、 2)は、同じく「採鉱、採石従事者J、
「運輸、通信従事者」、「技能工、生産工程従事者」、「単純労働者」を加えたもの、
3)は、「販売従事者ム「サービス職業J、「保安サービス従事者」を加えたもの、
4)は、「専門的技術的職業J、「管理的職業J，r事務従事者」を加えたものである。ユ
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の
町
の
構
成
は
札
幌
市
の
そ
れ
に
か
な
り
近
づ
く
(
第
一
三
表
)
。
第
二
一
表

の
「
農
林
・
漁
業
」
が
す
べ
て
業
主
と
家
族
従
業
者
か
ら
な
る
と
仮
定
す
れ
ば
、

業
主
と
家
族
従
業
者
を
合
わ
せ
た
も
の
の
残
り
は
わ
ず
か
七
・
O
%
で
あ
る
。

こ
れ
を
第
一
一
表
の
卸
小
売
業
の
一
八
・
三

μ、
サ
ー
ビ
ス
業
の
一
六
・
O
M

と
比
較
す
る
と
、
こ
れ
ら
産
業
の
な
か
で
の
業
主
と
家
族
従
業
者
の
割
合
の

意
外
に
低
い
こ
と
、
つ
ま
り
逆
に
い
え
ば
雇
用
者
の
割
合
の
大
き
い
こ
と
が

わ
か
る
。
こ
れ
ら
産
業
で
の
事
業
所
の
規
模
の
拡
大
が
う
か
、
が
え
る
。

農
業
の
縮
小
と
近
郊
化

こ
の
町
の
農
業
は
、
戦
前
か
ら
米
作
を
中
心
と
し
、
畑
作
や
酪
農
で
こ
れ

2 

を
補
っ
て
き
た
。
ま
た
米
作
の
不
適
な
地
区
で
は
、
畑
作
と
酪
農
に
よ
っ
て

)
 

噌

i(
 

経
営
が
す
す
め
ら
れ
て
い
た
。
農
地
所
有
に
つ
い
て
み
る
と
、

一
、
八

0
0

札幌郊外地区(手稲〉の政治意識調査

町
三
九
一
八
年
現
在
〉
を
も
っ
旧
前
回
務
主
所
有
の
前
回
農
場
、
八
六
七
町

(
隣
接
す
る
石
狩
町
内
の
所
有
地
を
も
含
む
〉
を
も
っ
明
治
乳
業
札
幌
牧
場

と
い
っ
た
大
土
地
所
有
者
の
存
在
が
、
こ
の
町
の
特
徴
で
あ
っ
た
。
こ
の
町

の
総
面
積
が
-
万
一
千
町
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
山
林
が
五
五
%
を
占
め
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
こ
の
町
で
の
両
農
牧
場
の
規
模
の
大
き
さ
が
想
像
さ
れ
る
。

前
田
農
場
で
は
、
コ
二
年
か
ら
三
三
年
に
か
け
て
五
一
戸
の
小
作
人
に
土
地

の
売
却
を
行
な
っ
た
が
、
残
る
大
部
分
の
所
有
は
戦
後
の
農
地
改
革
ま
で
続

い
た
。
現
在
の
前
団
地
区
の
地
名
は
、
こ
の
農
場
に
由
来
し
て
い
る
。
こ
の

ほ
か
農
地
改
革
時
の
町
内
の
不
在
地
主
は
二
七
五
人
を
か
ぞ
え
、
そ
の
大
都

分
は
札
幌
、
小
樽
両
市
の
在
住
者
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
四
七
年
の
農
地

改
革
に
よ
っ
て
、
町
内
の
耕
地
一
、
五
O
O
町
の
う
ち
九
O
%
が
自
作
地
と

な
っ
た
。
こ
う
し
た
農
地
改
革
後
は
、
五
五
年
こ
ろ
ま
で
農
業
就
業
者
の
減
少
も
ほ

と
ん
ど
目
立
た
な
か
っ
た
。
こ
の
時
期
の
農
業
の
傾
向
を
五
一
年
に
町
の
た

て
た
「
手
稲
町
農
業
振
興
計
画
書
」
か
ら
う
か
が
う
と
、
こ
こ
で
は
、
畑
の

水
田
化
、
老
朽
し
た
水
田
の
そ
菜
栽
培
地
化
、
乳
牛
を
は
じ
め
と
す
る
有
畜

経
営
の
推
進
な
ど
を
そ
の
目
標
に
あ
げ
て
い
る
。

し
か
し
、
五
五
年
以
降
に

な
る
と
、
し
だ
い
に
農
地
の

転
用
に
よ
る
縮
小
が
め
だ
っ

て
〈
る
。
五
六
年
か
ら
六
六

年
ま
で
の
農
地
の
状
況
を
第

一
四
表
で
み
る
と
、
徐
々
に

農
家
数
が
減
少
し
て
い
る

が
、
そ
れ
以
上
に
水
回
、
畑
の

減
少
が
大
き
く
、

二
戸
あ
た

り
の
そ
の
平
均
面
積
が
し
だ

い
に
縮
小
し
て
い
る
。
水
田

と
畑
と
を
比
較
す
る
と
、
畑
州

年 I農家(戸戸)数I水(町)田I(町畑)I 一回戸・畑あたり(町の〉水
56 648 613 1，007 2.5 
58 640 612 1，010 2.5 
59 618 629 975 2.6 
60 627 638 944 2.5 
61 604 631 865 2.5 
62 588 601 774 2.3 
63 581 598 784 2.4 
64 551 571 629 2.2 
65 533 514 656 2.2 
66 528 482 632 2.1 

縮の地農第14表

前掲『手稲町誌・下J1，258頁によって作成。

北法20(2・99)223

注.



研究ノート

の
ほ
う
が
減
少
の
割
合
が
大
き
い
。
こ
れ
は
、
主
と
し
て
五
九
年
か
ら
六
一
年

に
か
け
て
、
畑
の
水
田
へ
の
転
換
を
行
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
現
在
、
農
業
の

他
産
業
と
の
所
得
格
差
を
縮
め
る
た
め
、

二
戸
あ
た
り
の
農
地
の
拡
大
が
進

め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
地
区
で
は
こ
れ
と
逆
の
経
過
を
た
ど
っ
て
い
る
。
農

地
の
転
用
は
、
転
用
面
積
で
み
る
と
年
に
よ
っ
て
若
干
の
変
動
は
あ
る
も
の

の
、
全
体
と
し
て
増
加
の
傾
向
に
あ
る
。
六
七
年
度
で
は
、
転
用
面
積
は
こ
れ

ま
で
の
最
高
の
四

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
記
録
し
た
。
こ
う
し
た
農
地
の
縮
小
に

平
行
し
て
、
町
の
畜
産
振
興
の
方
針
に
そ
っ
て
増
加
し
た
乳
牛
も
、
五
八
年
を

境
と
し
て
減
少
に
転
じ
、
四
二
年
で
は
最
盛
年
の
六
割
ち
か
く
に
な
っ
た
。

農
地
の
縮
小
し
た
農
家
で
は
、
専
業
農
家
か
ら
し
だ
い
に
兼
業
農
家
、
自

給
農
家
に
変
っ
て
い
る
。
六
八
年
の
北
海
道
農
業
基
本
調
査
に
よ
れ
ば
、
こ

の
地
区
の
農
家
の
四
割
強
が
こ
の
後
二
者
に
属
し
て
い
る
。
し
か
も
自
給
農

家
(
自
家
消
費
分
し
か
生
産
し
な
い
農
家
)
は
、
全
五

O
九
戸
の
う
ち
の
一

二
九
戸
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
地
区
も
含
め
て
札
幌
市
の
農
業
は
全
体
と
し

て
都
市
近
郊
農
業
で
あ
る
が
、
こ
の
市
の
農
家
の
離
農
の
過
程
を
み
る
と
、

専
業
か
ら
第
一
種
兼
業
(
農
業
収
入
が
主
で
あ
る
兼
業
〉
で
さ
ら
に
こ
れ

か
ら
第
二
種
兼
業
(
農
外
収
入
が
主
で
あ
る
兼
業
〉
へ
、
そ
し
て
つ
ぎ
に
離

農
と
い
う
「
府
県
型
」
の
形
態
を
と
る
も
の
が
多
く
、
一
挙
に
離
農
す
る
「
北

海
道
型
」
は
少
な
い
と
い
わ
れ
て
い
れ
v

こ
の
兼
業
の
内
容
は
、
札
幌
市
全

体
で
同
じ
く
六
八
年
の
北
海
道
農
業
基
本
調
査
で
は
、
雇
一
わ
れ
仕
事
が
六
六

%
、
商
府
経
営
、
貸
家
、
貸
開
業
な
ど
の
自
営
業
が
三
三
%
と
な
っ
て
い
る
。

手
稲
地
区
で
の
こ
の
調
査
の
際
に
も
、
兼
業
農
家
に
い
く
つ
か
接
し
た
。
西

野
地
区
で
は
、
農
地
を
転
用
し
て
も
所
有
権
を
手
ば
な
さ
ず
借
地
に
し
た
り
、

ア
パ
ー
ト
経
営
を
行
な
う
も
の
が
多
い
と
聞
い
た
。
農
業
従
事
者
の
老
令
化
、

女
性
化
も
ま
た
顕
著
で
あ
る
。
六
八
年
の
前
記
基
本
調
査
で
こ
の
地
区
の
農

業
従
事
世
帯
員
数
の
年
令
別
分
布
を
み
る
と
、
女
性
の
割
合
は
全
体
の
五
三
・

一
二
%
で
あ
り
、
二
九
才
以
下
の
も
の
の
割
合
は
-
七
・
3

一
%
と
、
六

O
才
以
上

の
も
の
の
割
合
一
八
・
八
%
を
下
ま
わ
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
構
成
は
、
他

産
業
就
業
者
の
そ
れ
と
比
較
す
る
と
、
き
わ
め
て
目
立
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
農
地
、
農
業
従
事
者
の
変
化
に
比
し
て
作
付
農
産
物
の
変
化
は

そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
い
。
そ
れ
は
、
米
が
い
ぜ
ん
と
し
て
収
入
の
安
定
し
た

作
物
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
そ
菜
栽
培
に
し
て
も
、
都
市
近
郊
と
い
う
消
費
地

へ
の
距
離
の
近
さ
も
輸
送
機
関
の
発
達
か
ら
さ
ほ
ど
有
利
な
条
件
で
な
く
な

っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
き
て
い
る
。

」
の
町
の
農
業
協
同
組
合
は
、
四
八
年
の
農
協
法
の
制
定
と
同
時
に
、
下

手
稲
地
区
の
手
稲
農
協
と
上
手
稲
地
区
の
上
手
稲
農
協
と
の
二
つ
に
分
れ
て

設
立
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
手
稲
農
協
で
は
五

O
、
五
一
年
の
赤
字
を
契
機
と

し
て
、
酪
農
を
主
と
す
る
組
合
員
と
そ
の
他
の
組
合
員
と
の
聞
に
内
部
で
対

立
が
生
じ
、
前
者
の
大
部
分
は
脱
退
し
て
新
た
に
軽
川
酪
農
協
を
設
立
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
町
の
合
併
後
、
札
幌
市
内
の
各
農
協
の
統
合
が
問
題
と
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な
り
、
六
八
年
一

O
月
、
市
内
二
一
農
協
の
合
併
に
よ
る
札
幌
市
農
協
の
設

立
に
こ
れ
ら
三
農
協
も
加
わ
り
、
以
降
こ
の
市
農
協
の
支
所
と
し
て
存
続
し

て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
三
農
協
と
も
組
合
員
の
減
少
、
兼
業
化
の
た
め
も

あ
っ
て
、
生
産
・
指
導
事
業
よ
り
も
信
用
、
購
質
事
業
に
業
務
の
中
心
が
移

り
つ
つ
あ
っ
た
。

さ
い
ご
に
林
業
を
簡
単
に
み
た
い
。
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
こ
の
地
区
の

面
積
の
五
五
%
が
山
林
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
国
有
林
が
一
八
%
を
占
め
、
会

社
林
が
七
四
・
九
%
を
占
め
て
い
る
。
会
社
林
の
う
ち
王
子
造
林
(
王
子
製
紙

の
系
列
企
業
)
の
所
有
地
は
二
、
九
五

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
び
、
こ
の
面
積
は
、

)
 
-(
 

地
区
内
全
山
林
の
四
三
%
に
達
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
で
三
菱
金
属
鉱
業
が
手

稲
鉱
山
の
鉱
区
に
あ
た
る
広
大
な
面
積
の
山
林
を
所
有
し
て
い
る
。
こ
の
地

札幌郊外地区(手稲〉の政治意識調査

区
の
山
林
の
大
部
分
で
は
、
戦
時
中
の
濫
伐
の
た
め
現
在
で
も
植
林
、
育
林

の
み
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

3 

二
・
コ
一
次
産
業
の
拡
大

こ
の
町
の
六
五
年
の
二
・
三
次
産
業
就
業
者
は
、
昼
間
人
口
で
み
て
も
八

O
M
m
に
達
し
、
四
七
年
の
四
九
%
、
五

O
年
の
四
五
%
(
い
ず
れ
も
夜
間
人

口
で
あ
る
が
、
当
時
は
昼
夜
間
の
差
は
さ
ほ
ど
大
き
く
は
な
か
っ
た
)
と
く

ら
べ
て
格
段
の
差
が
あ
り
、
そ
の
後
の
増
加
が
い
ち
じ
る
し
い
。

戦
後
の
も
っ
と
も
早
い
時
期
で
の
二
二
二
次
産
業
の
大
き
な
問
題
は
、
手

稲
鉱
山
の
縮
小
で
あ
っ
た
。
こ
の
鉱
山
は
四
七
年
六
月
か
ら
縮
小
を
は
じ

め
、
終
戦
時
に
は
一
千
人
を
下
ら
な
か
っ
た
鉱
業
就
業
者
も
、
五

O
年
で
は

そ
の
一
割
程
度
に
減
少
し
た
。
ま
た
、

一
九
一
二
年
か
ら
こ
の
町
で
道
内
に

産
出
さ
れ
る
石
油
の
精
製
を
行
な
っ
て
い
た
日
本
石
油
北
海
道
製
油
所
も
、

産
油
の
不
振
と
石
油
輸
入
の
開
始
な
ど
か
ら
五

O
年
に
閉
鎖
さ
れ
た
。
こ
う

し
て
戦
時
中
に
隆
盛
を
み
た
阿
事
業
所
の
縮
小
、
閉
鎖
に
よ
っ
て
、
こ
の
町

の
ニ
・
一
二
次
産
業
の
中
心
は
、
古
く
か
ら
の
商
庖
な
ど
の
地
元
中
小
企
業
に

ふ
た
た
び
も
ど
っ
た
。

し
か
し
、
五
八
年
の
北
海
道
小
松
車
輸
(
小
松
製
作
所
の
系
列
企
業
)
の

東
地
区
で
の
工
場
建
設
を
は
じ
め
と
し
て
、
徐
々
に
こ
の
町
に
大
規
模
事
業

所
が
出
現
す
る
。
こ
う
し
た
町
内
へ
の
進
出
は
六
一
年
か
ら
本
格
化
し
、
東
、

宮
沢
、
稲
穂
と
い
っ
た
国
道
沿
い
と
手
稲
駅
附
近
に
次
々
と
工
場
、
事
業
所

が
建
設
さ
れ
た
。
な
か
で
も
、
六
二
年
の
札
幌
ト
l
ヨ
l
ゴ
ム
(
東
洋
ゴ
ム

の
系
列
企
業
〉
の
工
場
建
設
は
、
町
内
最
大
の
規
模
の
工
場
と
し
て
注
目
さ

れ
た
。
六
三
年
以
降
は
、
札
幌
都
市
圏
内
の
事
業
所
新
設
が
苫
小
牧
港
の
建

設
と
の
関
連
な
ど
か
ら
、
札
幌
と
苫
小
牧
を
結
ぶ
国
道
三
六
号
線
に
そ
っ
て

集
中
す
る
傾
向
を
み
せ
、
こ
の
町
で
の
新
設
が
や
や
鈍
化
し
た
。

町
の
-
調
査
に
よ
る
と
、
五
五
年
か
ら
六
四
年
ま
で
の
一

0
年
間
に
こ
の
町

に
建
設
さ
れ
た
製
造
業
と
サ
ー
ビ
ス
業
の
う
ち
の
自
動
車
整
備
業
の
工
場
、

事
業
所
で
従
業
員
三

O
人
以
上
の
も
の
は
こ

O
で
あ
り
、
う
ち
従
業
員
一

O

O
人
以
上
の
も
の
は
、
第
一
五
衰
に
あ
る
よ
う
に
六
事
業
所
で
あ
っ
た
。
こ
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第内表地区内の大規模事業所

(従業員100人、資本金200万円以上〉

建
-ニ~ -ハ~タ』公~タ タ ターハ」ム二t 設
ハ五 一八 年

稲稲 稲西 建
東東 東東東 設
穂穂 穂野 地

自B5i4j5思iiii pi ii i 事業
所

制 工タ
工場 l 名
場 ス
制

主重大造 ククク造 y土u 造スJ、
業業 業業業業

印刷電ゴム印崩Ijダγ 骨鉄動自印刷 建
事

転車運靴 ボ組売販車 設
業

l立 業農用
内

ノレ ー~
力日
工 〆「

板床
産生

品、J

従事

一一五二二一一二一 業 業
六五九 O 四一六一四 所

四九八九六九 O 八九 員の

一五三
資
r-

二五 | 六O 一五 OO 二O 五O 一五 七五
百本

さ金

東 小東 語在本
京 樽京

都 市都 地.

の
二

O
事
業
所
を
業
種
別
に
み
る
と
、
自
動
車
整
備
が
五
で
も
っ
と
も
多
く
、

こ
れ
に
つ
い
で
食
料
品
、
紙
加
工
品
、
印
刷
、
金
属
が
そ
れ
ぞ
れ
二
で
あ
り
、
繊

維
、
木
材
、
家
具
、
化
学
、
ゴ
ム
、
機
械
、
そ
の
他
が
そ
れ
ぞ
れ
一
と
な
っ

て
い
る
。
全
体
と
し
て
札
幌
都
市
圏
と
い
う
大
消
費
地
を
控
え
て
の
軽
工

業
、
そ
し
て
ま
た
い
わ
ゆ
る
「
消
費
地
立
地
型
」
の
工
業
が
多
い
。
ま
た
、

そ
の
本
社
を
み
る
と
、
こ
の
町
に
あ
る
の
が
一

O
と
半
数
を
占
め
、
道
外
に

あ
る
の
は
わ
ず
か
五
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
と
第
一
五
表
と
を
あ
わ
せ
考
え
る

と
、
ほ
ぼ
中
小
企
業
が
進
出
企
業
の
主
体
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ

ぅ
。
ま
た
新
規
建
設
と
他
か
ら
の
移
転
と
に
分
け
て
み
る
と
、
ち
ょ
う
ど
半

々
と
な
る
。
最
大
の
事
業
所
で
あ
る
札
幌
ト
l
ヨ
l
ゴ
ム
も
、
こ
れ
ま
で
あ

っ
た
札
幌
、
小
樽
丙
工
場
を
統
合
し
て
こ
の
町
に
移
転
し
た
も
の
で
あ
り
、

注前掲『手稲町誌・下J1.394-401 
頁から作成。「本社所在地」の無記入
のもののそれは、すべて事業所所在
地と同じ。

現
在
あ
る
三
つ
の
印
刷
工
場
も
、
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
札
幌
市
内
の
旧
工
場
を

こ
の
町
に
移
し
た
も
の
で
あ
る
。
い
っ
ぽ
う
自
動
車
整
備
工
場
は
す
べ
て
新

規
建
設
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
需
要
が
近
年
大
巾
に
増
大
し
た
業
種
の
事

け
で
あ
る
。

業
所
が
、
豊
富
な
用
地
と
交
通
の
利
便
の
た
め
に
こ
の
地
区
に
進
出
し
た
わ

こ
う
し
た
製
造
業
、
自
動
車
整
備
業
の
ほ
か
に
進
出
の
目
立
つ
も
の
に
は
、

建
設
会
社
の
資
材
置
場
、
倉
庫
、
鉄
骨
組
立
場
、
自
動
車
販
売
会
社
の
商
品

展
示
場
(
と
く
に
中
古
車
で
は
広
い
面
積
を
必
要
と
す
る
)
、
建
築
資
材
商
社

の
倉
庫
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、
ハ
イ
ヤ
ー
、
パ
ス
、
電
車
の
車
庫
な
ど
広

い
面
積
を
必
要
と
す
る
も
の
が
あ
る
。
ま
た
こ
の
ほ
か
商
業
全
般
に
つ
い
て

み
て
も
、
住
宅
地
の
拡
大
に
と
も
な
っ
て
日
用
品
、
雑
貨
、
食
料
品
な
ど
の
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媛

、

小
売
庖
は
特
に
増
加
し
て
お
り
、
商
業
統
計
に
よ
る
と
六
二
年
の
商
庖
(
飲

食
庖
、
卸
売
業
を
含
む
)
一
二
四
庖
、
従
業
員
三

O
二
人
が
、
六
八
年
で
は
四
一

三
底
、

一
、
六
五
八
人
と
大
き
な
増
加
を
み
せ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
理
容
、

美
容
、
タ
リ
l
-
一
ン
グ
、
医
院
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
業
の
伸
び
も
著
し
い
。

こ
う
し
た
な
か
で
の
町
の
商
工
業
対
策
を
み
る
と
、
そ
れ
が
か
な
り
ま
と

ま
っ
た
形
で
出
さ
れ
た
の
は
、
五
三
年
の
「
手
稲
町
総
合
開
発
計
画
」
で
あ

っ
た
。
こ
れ
は
、
北
海
道
が
策
定
し
た
「
北
海
道
総
合
開
発
第
一
次
五
カ
年

計
画
」
が
五
二
年
か
ら
実
施
に
入
っ
た
の
で
、
こ
れ
に
対
応
し
て
つ
く
ら
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
に
は
ま
だ
こ
の
町
の
都
市
近
郊
化
が
目
立
つ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
の
計
画
で
は
、
商
工
業
の
振
興
も
う
た

)
 

唱

A(
 

わ
れ
て
は
い
る
が
、
全
体
と
し
て
農
業
開
発
に
重
点
、
が
置
か
れ
て
い
た
。
工

業
で
は
、
閉
鎖
、
縮
小
し
た
日
石
製
油
所
や
手
稲
鉱
山
の
残
存
施
設
の
活
用

札幌郊外地区(手稲〕の政治意識調査

が
主
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
他
の
新
規
工
場
の
誘
致
に
は
具

体
的
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
そ
の
後
、
特
に
五
八
年
以
降
の
各
種
工
場
の
進
出
に
刺
激
さ
れ

た
町
は
、
し
だ
い
に
工
業
重
視
の
姿
勢
を
一
示
す
よ
う
に
な
り
、
五
九
年
に
工

場
誘
致
条
例
の
制
定
を
行
な
う
に
至
っ
た
。
こ
の
条
例
は
、
固
定
資
産
評
価

額
一
億
円
以
上
の
工
場
に
、
原
則
と
し
て
固
定
資
産
税
の
五

O
%以
下
の
金

額
を
三
年
間
交
付
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
に
該
当

し
た
工
場
は
さ
ほ
ど
多
く
な
く
、
六
六
年
度
に
交
付
を
う
け
て
い
る
工
場
は
、 4 

h 

e 

三
陽
印
刷
、
札
幌
ト
1
ヨ
l
ゴ
ム
の
二
工
場
だ
け
で
、
こ
の
年
間
の
交
付
金

額
は
あ
わ
せ
て
三
八
六
万
円
で
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
の
年
度
で
交
付
を
う
け

る
工
場
は
す
べ
て
な
く
な
っ
て
い
る
。

つ
い
で
六

O
年
の
国
勢
調
査
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
人
口
の
増
加
と
都
市
近

郊
化
に
対
応
す
る
た
め
、
町
は
六
一
年
度
か
ら
六
五
年
度
ま
で
の
「
手
稲
町

開
発
五
カ
年
計
画
」
を
六
一
年
に
策
定
し
た
。
し
か
し
こ
こ
で
も
、
工
業
開

発
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
施
策
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
次
い
で
六

四
年
に
、
前
年
か
ら
実
施
時
期
に
入
っ
た
「
第
二
期
北
海
道
総
合
開
発
計
画
」

と
、
同
じ
く
前
年
の
道
央
新
産
都
市
区
域
指
定
と
に
対
応
す
る
た
め
、

稲
町
開
発
の
方
向
」
と
題
す
る
、
さ
き
の
五
カ
年
計
画
の
修
正
計
画
が
出
さ

れ
た
。
こ
の
計
画
で
は
じ
め
て
、
町
の
産
業
施
策
の
中
心
が
工
業
開
発
に
変

っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
の
計
画
に
も
と
づ
い
て
、
町
の
単
独
事
業

に
よ
る
工
業
団
地
の
造
成
が
、
六
六
年
か
ら
稲
穂
地
区
で
開
始
さ
れ
た
が
、
完

成
を
み
な
い
ま
ま
で
札
幌
市
と
の
合
併
を
む
か
え
た
。
総
体
的
に
み
て
町
の

施
策
は
、
急
速
な
都
市
近
郊
化
に
対
応
す
る
小
・
中
学
校
の
新
増
築
、
区
画

整
理
事
業
、
上
水
道
事
業
な
ど
に
忙
殺
さ
れ
、
農
業
以
外
の
産
業
に
対
す
る

施
策
を
十
分
に
行
な
う
い
と
ま
、
が
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

(
1
)
札
幌
市
『
手
稲
町
誌
・
下
』
(
六
八
年
)
九
三
五
|
九
四

O
頁。

(
2
)
札
幌
市
経
済
局
農
林
部
編
『
札
幌
市
の
農
業
』
(
六
九
年
〉
一
一
一
頁
。

な
お
、
北
海
道
農
業
基
本
調
査
で
の
こ
の
一
種
兼
業
、
二
種
兼
業
と 「手
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い
っ
た
区
分
は
、
六
五
年
か
ら
兼
業
、
自
給
と
い
う
区
分
に
改
訂
さ

れ
た
た
め
、
こ
の
前
後
の
比
較
は
正
確
に
は
困
難
で
あ
る
。

(
3
)

前
掲
町
誌
・
上
八
六
一
頁
。

(
4〉
前
掲
『
新
輿
工
業
地
域
の
労
働
市
場
』
一
七
頁
に
よ
る
と
、
札
幌
、

小
穐
を
中
心
と
す
る
工
業
地
域
全
体
の
特
徴
を
、
同
じ
道
央
新
産
都

市
区
域
内
の
も
う
一
つ
の
苫
小
牧
、
室
蘭
を
中
心
と
す
る
重
化
学
工

業
地
域
と
対
照
的
な
中
小
企
業
を
主
体
と
す
る
軽
工
業
、
消
費
立
地

型
工
業
地
域
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

E 

各
地
区
の
人
口
構
成

地
区
の
概
況
と
総
人
口

B
の
1
で
地
区
ご
と
の
人
口
増
加
の
要
因
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
こ
う
し

た
各
地
区
の
条
件
の
ち
が
い
を
で
き
る
だ
け
自
に
み
え
る
形
と
す
る
た
め
、

札
幌
市
内
中
心
部
ま
で
の
距
離
の
順
に
各
地
区
を
配
列
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

区
の
国
勢
調
査
年
ご
と
の
人
口
と
そ
の
全
町
に
占
め
る
割
合
を
表
に
し
た
の

が
第
一
六
表
で
あ
り
、
つ
ぎ
に
そ
の
人
口
増
加
率
を
み
た
の
が
第
一
七
表
で

あ
る
。
こ
こ
で
お
お
ま
か
に
言
え
る
こ
と
は
、
札
幌
市
に
近
い
地
区
か
ら
順

に
人
口
の
増
加
が
は
じ
ま
り
、
し
だ
い
に
遠
い
地
区
に
及
ん
で
い
る
こ
と
で

あ
る
。
も
っ
と
も
、
五

O
年
か
ら
五
五
年
ま
で
の
聞
は
、
札
幌
市
の
吸
引
力
は

なさ
L 、tま
ど
こ強
のく
たな
めい
ぷ;の
円で
外
的#

E 5 
の r
が包

ら、己
主要
岳民
宅舎
と 8
1 強
くまふ働

μミら

のて
表い

の
地
区
の
順
序
は
、
距
離
的
に
近
い
と
い
う
だ
け
で
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
交
通

機
関
の
使
の
順
序
と
は
必
ら
ず
し
も
一
致
し
な
い
。
こ
の
ほ
か
の
条
件
で
順

序
を
つ
け
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
か
な
り
異
な
っ
た
順
序
に
な
る
で
あ
ろ

う
。
こ
う
し
た
前
提
を
お
い
て
、
こ
の
二
つ
の
表
と
地
図
を
参
照
し
な
が
ら
、

人
口
増
加
を
と
お
し
て
み
た
各
地
区
の
特
徴
を
以
下
に
簡
単
に
述
べ
る
。

ま
ず
こ
の
表
で
も
っ
と
も
早
い
五

O
年
か
ら
五
五
年
の
聞
に
大
き
く
増
加

し
た
地
区
は
、
例
外
的
な
稲
穂
、
金
山
を
除
く
と
、
東
、
宮
沢
、
富
丘
で
あ

り
、
こ
れ
ら
の
地
区
は
、
国
道
に
そ
っ
て
札
幌
側
か
ら
順
に
並
ん
で
い
る
地

区
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
地
区
の
増
加
率
は
、
五
五
年
か
ら
六

O
年
の
聞
に
は
、
前
の
五

年
間
を
大
き
く
上
ま
わ
る
に
い
た
る
。
特
に
東
の
そ
れ
は
き
わ
だ
っ
て
い

る
。
こ
れ
に
つ
い
で
前
回
が
新
た
に
加
わ
る
。
こ
の
前
回
は
、
国
道
に
は
治

っ
て
い
な
い
が
、
国
鉄
手
術
駅
の
背
後
に
あ
り
、
通
勤
の
使
は
良
好
で
あ
る
。

国
道
に
治
っ
て
富
丘
に
続
く
本
町
も
増
加
が
目
立
ち
は
じ
め
る
。

つ
い
で
六

O
年
か
ら
六
五
年
の
間
に
な
る
と
、
各
地
区
と
も
急
激
に
増
加

の
傾
向
を
み
せ
る
。
札
幌
に
も
っ
と
も
近
い
東
の
増
加
率
は
か
な
り
低
下

し
、
こ
れ
に
代
っ
て
宮
沢
が
も
っ
と
も
そ
れ
の
高
い
地
区
と
な
る
。
ま
た
東

か
ら
南
部
に
入
る
西
野
で
は
、
こ
の
宮
沢
に
つ
ぐ
増
加
率
を
み
せ
る
。
こ
れ

に
つ
ぐ
前
回
の
伸
び
も
著
し
い
。
こ
の
時
期
に
な
っ
て
、
前
の
五
年
間
に
二

一
・
八
%
も
の
減
少
を
み
せ
た
稲
穂
が
、
う
っ
て
か
わ
っ
て
六
九
・
五
%
も

北法20(2・104)228



札幌郊外地区(手稲〉の政治意識調査 )
 

唱

i(
 

第16表 地 区 Bリ の 人 口

地区
50 年 I55 年|

東 618 787 2，133 4，495 5，855 6.3 

宮 沢 415 479 845 2，769 4，968 4.3 
西 野 1，058 1，150 1，465 4，488 8，954 10.9 
福 井 224 216 252 351 549 2.3 
平 和 334 381 337 365 543 3.4 
富 丘 954 1，109 1，620 2，745 3，896 9.8 
本 町 2，771 3，074 4，035 5，366 6，072 28.4 
稲 穂 679 957 748 1，268 2，011 7.0 
前 回 730 657 965 2，605 7，451 7.5 
星 霞 292 301 284 286 307 3.0 
山 口 400 383 366 293 333 4.1 

金 山 1，272 1，664 1，427 1，278 1，174 13.1 
計 9，747 11，158 14，477 26，309 42，113 100.0 

l 比 率倒 l札量的の|人口砂
地区 55 年 I60 年 I65 年 I69年距(同〉附65年
東 7.1 14.7 17.1 13.9 5 5，974 

宮 沢 4.3 5.8 10.5 11.8 6 1，129 
西 野 10.3 10.1 17.1 21.3 7 590 
福 井 1.9 1.7 1.3 1.3 10 270 
平 和 3.4 2.3 1.4 1.3 10 15 
宮 丘 9.9 11.2 10.5 9.3 10 698 
本 町 27.5 27.9 20.4 14.4 11 749 
稲 穂 8.6 5.2 4.8 4.8 13 518 
前 回 5.9 6.7 9.9 17.7 13 742 
星 置 2.7 2.0 1.1 0.7 15 164 

|山 ロ 3.4 2.5 1.1 0.8 17 45 
金 山 14.9 9.9 4.8 2.8 17 76 
言十 100.0 100.0 100.0 100.0 394 

注1 実数は、 i69年」を除いて国勢調査の数を手稲町で地区別に出したものである
(前掲『町誌・上JJ342， 3頁から引用)0i69年」は、同年7月1日現在の住民基本
台帳人口による。

2 i札幌からの距離Jは、利用者のもっとも多い国道を遜るパスを利用した場合の、
市内中心部までの距離の概数である。
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地区 15ト 55年155-60年160-6哨5-69年
東 27.3 171.0 110.7 30.3 

宮西
沢 15.4 76.4 227.7 79.4 
野 8.7 26.8 206.3 99.5 

平宮本語尾福

井ム 3.6 16.7 39.3 56.4 
和 14.1 ム 11.5 8.3 48.8 
丘 16.2 46.1 69.4 41.9 

穂町
10.9 31.3 33.0 13.2 
41. 0 ム 21.8 69.5 58.6 

回ム 10.0 46.9 169.9 186.0 
置 3.1 ム 5.6 0.7 7.3 

山 ロム 9.2 ム 4.4 ム 19.9 13.7 
金 山 30.8 ム 14.2ム 10.4ム 8.8 
全 町 14.5 29.7 60.1 

(%) 各地区の人口増加率第17表

注第16表より算出した。算出のしかたは、総
府統計局の方式による。ム印はマイナス。

の
増
加
率
を
み
せ

る
。
こ
の
稲
穂
は

や
は
り
国
道
治
い

で
、
本
町
の
つ
ぎ

に
位
置
し
て
い

る
六
五
年
か
ら
六

九
年
ま
で
は
三
年

九
カ
月
間
で
あ
る

か
ら
、
他
の
期
間

と
全
く
同
列
に
は

比
較
で
き
な
い
が
、
大
ま
か
に
い
え
ば
東
の
増
加
の
テ
ン
ポ
は
い
よ
い
よ
低

下
し
、
そ
の
ほ
か
前
の
時
期
に
大
き
く
増
加
し
た
地
区
は
、
前
田
を
除
い
て

低
下
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
西
野
か
ら
さ
ら
に
奥
に
入
つ

た
福
井
、
平
和
と
い
っ
た
農
業
地
区
の
増
加
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。
こ
れ

ま
で
減
少
を
続
け
て
き
た
農
業
地
区
の
山
口
も
、
こ
の
時
期
に
増
加
に
転
じ

る
。
全
地
区
の
う
ち
こ
の
時
期
に
も
減
少
を
続
け
て
い
る
の
は
、
国
道
に
治

っ
て
稲
穂
の
次
に
位
置
し
、
小
樽
市
に
接
し
て
い
る
金
山
の
み
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
人
口
の
増
加
す
る
地
区
は
、
札
幌
側
か
ら
国
道
に
治
っ
て
順

に
進
み
、
そ
れ
と
平
行
し
て
国
道
か
ら
分
れ
て
入
る
道
路
に
そ
っ
て
奥
に
進

ん
で
い
る
。
そ
し
て
そ
の
地
区
で
増
加
が
あ
る
程
度
に
ま
で
達
す
る
と
、
以

降
増
加
率
が
低
下
す
る
。
そ
れ
は
波
紋
の
拡
が
る
の
に
た
と
え
ら
れ
る
。
こ

れ
は
地
価
と
の
関
連
が
い
ま
一
つ
の
要
因
と
し
て
働
ら
く
た
め
で
あ
る
。
よ

低
い
よ
り
奥
地
へ
と
進
む
。

り
中
心
部
に
近
い
地
区
に
空
地
を
残
し
な
が
ら
、
住
宅
地
は
地
価
の
比
較
的

ま
ず
、
も
っ
と
も
早
く
か
ら
増
加
を
み
た
東
地
区
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

こ
の
地
区
は
、
南
部
に
あ
る
西
野
、
福
井
、
平
和
か
ら
札
幌
ま
た
は
本
町
へ

行
く
た
め
の
中
継
地
と
し
て
古
く
か
ら
小
市
街
地
を
も
っ
て
い
た
が
、
国
道

な設騰りしたの
つもか、、。舗

た頭ら地以こ装
う住価降のを
札ち宅の低地き
幌と建高下区つ

しのか
各地区の就業者の産業別構成て人け

(65年%)い口と
る増し
。加て
六率も
五はつ
年、と
の五も
人五早
口年く
密か住
度ら宅
は六地
札 O 、
幌年工
市の場
内間用

な豆地
み官と

と安な
ななつ

か
ら
の
交
通
の

使
は
、
こ
の
手

稲
地
区
内
で
も

っ
と
も
よ
い
。

人
口
は
、
五

O
第18表

地区|一次産業|二次産業|三次産業

富東井E 
3.3 35.6 61.1 
7.5 37.6 54.9 
22.9 28.3 48.8 
45.8 43.2 11.0 

平福 和 69.0 21.3 9.7 

軍I長I 
8.0 34.1 57.9 
3.2 31.1 65.7 
11.1 50.3 38.6 
19.2 35.3 45.5 
55.8 24.3 19.9 

山口 72.3 6.8 20.9 
金山 2.9 46.5 50.61 

全区 12.8 34.1 53.7 

北法20(2・106)日30
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年
と
比
較
す
る
と
現
在
で
は
一

O
倍
に
も
達
し
、
国
道
の
両
側
に
は
商
倍
、

各
種
金
融
機
関
の
出
先
、
工
場
、
理
美
容
院
な
ど
サ
ー
ビ
ス
施
設
等
が
並
ん

で
い
る
。
六
五
年
の
こ
の
地
区
の
区
画
整
理
事
業
の
完
成
、
同
じ
年
の
上
水

道
の
設
置
は
、
こ
の
地
区
を
一
変
さ
せ
た
。
な
お
、
こ
の
上
水
道
は
、
東
、

西
野
同
地
区
に
掘
ら
れ
た
四
カ
所
の
深
井
戸
に
よ
っ
て
給
水
す
る
も
の
で
あ

り
、
給
水
人
口
は
上
手
稲
地
区
の
二
万
人
で
あ
る
。
産
業
別
人
口
を
み
る

と
、
本
町
と
な
ら
ん
で
一
次
産
業
就
業
者
の
割
合
の
も
っ
と
も
小
さ
な
地
区

で
あ
る
(
第
一
八
表
参
照
〉
。

」
の
東
地
区
に
続
く
宮
沢
地
区
も
、
国
道
沿
い
は
現
在
で
は
東
地
区
と
ほ

ぼ
同
様
の
市
街
地
と
な
っ
て
い
る
。
人
口
を
五

O
年
と
比
較
す
る
と
一
一
一
倍

)
 

噌

i(
 

に
も
な
り
、
牧
省
、
畑
作
が
中
心
で
あ
っ
た
農
家
も
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
し
、

北
部
の
低
地
に
水
田
が
わ
ず
か
に
残
っ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
産
業
別
の
人

札幌郊外地区(手稲〉の政治意識調査

口
構
成
で
も
、

一
次
産
業
が
若
干
多
い
ほ
か
は
ほ
ぼ
東
地
区
な
み
で
あ
る
。

人
口
密
度
で
も
東
に
次
い
で
二
番
目
で
あ
る
。

西
野
地
区
は
、
現
在
で
は
国
道
に
平
行
し
て
走
る
道
道
山
手
線
の
開
通
に

よ
っ
て
直
接
札
幌
と
つ
な
が
り
、
通
勤
条
件
で
は
国
道
治
線
と
ほ
と
ん
ど
変

ら
な
い
。
人
口
も
五

O
年
と
比
較
す
る
と
九
倍
に
も
な
り
、
旧
手
稲
町
内
で

も
っ
と
も
人
口
の
多
い
地
区
と
な
っ
た
。
西
野
米
で
有
名
な
水
田
も
し
だ
い

に
宅
地
化
し
、
分
譲
団
地
の
造
成
が
前
回
と
な
ら
ん
で
も
っ
と
も
さ
か
ん
で

あ
る
。
一
次
就
業
者
は
二
三
%
と
比
較
的
多
い
が
、
兼
業
農
家
も
多
い
。

， 
? 

一
次
産
業
就
業
者
が
四
六
%
を
占
め
て
い
る
か
ら
、
ほ

ぼ
農
業
地
区
と
い
っ
て
よ
い
。
福
井
県
か
ら
の
移
住
者
が
こ
の
地
区
を
開
拓

福
井
地
区
で
は
、

し
た
た
め
こ
の
地
名
が
つ
け
ら
れ
た
。
谷
間
の
平
地
に
水
田
や
そ
菜
畑
が
あ

る
が
、
パ
ス
停
留
所
の
ち
か
く
に
新
し
い
住
宅
が
目
立
つ
。

平
和
地
区
は
、
農
業
就
業
者
が
六
九
%
を
占
め
る
か
ら
純
農
業
地
区
で
ゐ

る
。
総
面
積
の
う
ち
山
林
が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
か
ら
、
人
口
密
度
は
き

わ
め
て
小
さ
い
。
沢
地
に
は
水
田
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
近
年
、
建
設
用
の

砕
石
採
取
が
は
じ
め
ら
れ
、
ダ
ン
プ
カ
ー
の
交
通
が
激
し
い
。
福
井
と
と
も

に
人
口
が
増
加
し
は
じ
め
た
。

宮
丘
地
区
で
も
、
宮
沢
と
同
じ
く
農
家
が
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
し
、
産
業
別

構
成
も
一
二
一
、
三
次
別
に
み
る
と
東
、
宮
沢
、
本
町
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
四

七
年
に
国
鉄
、
が
手
稲
鉱
山
の
残
っ
た
住
宅
五

O
抽
慨
を
貿
収
し
、
こ
の
地
区
に

移
し
て
そ
の
職
員
住
宅
と
し
た
の
が
、
血
院
外
世
情
が
大
き
く
こ
の
地
に
入
つ

た
は
じ
ま
り
で
あ
る
。
そ
の
後
町
営
住
宅
が
こ
の
地
に
多
く
建
築
さ
れ
た
。

本
町
地
区
で
は
、
駅
を
中
心
と
し
て
平
地
に
人
家
が
筏
集
し
て
い
た
が
、

近
年
は
そ
の
南
方
の
国
道
附
近
と
丘
陵
地
に
住
宅
が
増
加
し
て
い
る
。
他
の

地
区
の
人
口
の
大
巾
な
増
加
の
た
め
、
こ
の
地
区
の
全
地
区
に
対
し
て
占
め

る
割
合
は
し
だ
い
に
低
下
し
、
五

O
年
で
の
そ
の
割
合
は
、
現
在
で
は
半
分

程
度
に
な
っ
て
い
る
。
各
地
区
が
国
道
を
は
じ
め
札
幌
か
ら
直
接
走
る
道
路

を
と
お
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
直
接
札
幌
と
結
び
つ
く
よ
う
に
な
り
、
こ
の
地
区
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の
中
心
と
し
て
の
機
能
も
徐
々
に
低
下
し
て
い
る
。

稲
穂
地
区
で
も
、
農
業
就
業
者
は
全
体
の
一
一
割
程
度
に
低
下
し
た
。
こ
の

地
区
に
は
大
き
な
工
場
が
建
設
さ
れ
た
ほ
か
、
国
鉄
パ
ス
の
営
業
所
、
車
庫
、

独
身
寮
、
国
鉄
函
館
本
線
の
電
化
に
と
も
な
う
電
車
基
地
が
で
き
、
手
稲
工

業
団
地
も
造
成
さ
れ
る
な
ど
、
農
業
地
区
か
ら
大
き
く
変
化
し
た
。
二
次
産

業
就
業
者
が
五
O
%
を
超
え
て
い
る
の
は
、
こ
の
地
区
だ
け
で
あ
る
。
人
口

増
加
も
続
い
て
い
る
。

前
田
地
区
は
、
西
野
地
区
と
な
ら
ん
で
分
譲
団
地
の
造
成
が
さ
か
ん
で
あ

り
、
六
O
年
以
降
の
人
口
増
は
め
ざ
ま
し
く
、
現
在
で
は
五
O
年
の
一
O
倍

に
も
達
し
て
い
る
。
国
鉄
電
車
基
地
に
と
も
な
っ
て
建
設
さ
れ
た
職
員
ア
パ

ー
ト
と
六
七
年
か
ら
開
校
し
た
北
海
道
工
業
大
学
の
ピ
ル
が
、
平
原
に
立
ち

な
ら
ん
で
い
る
。

星
置
地
区
は
、
山
口
地
区
と
な
ら
ん
で
、
下
手
稲
の
純
農
業
地
区
で
あ

る
。
山
口
と
同
じ
く
海
岸
近
く
の
砂
質
地
の
た
め
、
ス
イ
カ
、
メ
ロ
ン
の
栽

培
を
主
と
し
て
い
る
。
近
年
土
地
改
良
に
よ
っ
て
造
問
が
行
な
わ
れ
た
。
分

譲
団
地
も
現
わ
れ
、
人
口
も
や
や
上
昇
し
て
い
る
。

山
口
地
区
は
、
農
業
就
業
者
が
七
二
%
を
も
占
め
、
旧
手
稲
町
地
区
で
そ

の
割
合
が
も
っ
と
も
高
い
。
星
置
地
区
と
ほ
ぼ
等
し
い
農
業
条
件
を
も
ち
、

山
口
ス
イ
カ
で
有
名
で
あ
る
。
こ
の
山
口
の
地
名
は
、
山
口
県
か
ら
の
入
植

者
に
よ
っ
て
開
拓
さ
れ
た
こ
と
か
ら
き
て
い
る
。
こ
の
地
区
に
も
近
年
住
宅

が
建
築
さ
れ
は
じ
め
、
五
O
年
か
ら
六
O
年
ま
で
続
い
た
人
口
減
少
も
、
は

じ
め
て
増
加
に
転
じ
た
。

金
山
地
区
は
、
六
五
年
以
降
も
人
口
減
少
を
続
け
て
い
る
唯
一
の
地
区
で

あ
る
。
鉱
山
の
閉
山
後
、
道
庁
が
残
っ
た
住
宅
を
買
収
し
、
相
当
数
の
道
職

員
が
こ
の
地
に
居
住
し
て
い
た
が
、
住
宅
の
老
朽
化
に
と
も
な
う
他
地
区
へ

の
職
員
住
宅
の
建
設
と
そ
の
地
へ
の
移
転
の
た
め
、
人
口
も
減
少
を
続
け

た
。
し
か
し
、
こ
の
地
区
を
札
樽
バ
イ
パ
ス
が
横
断
す
る
こ
と
、
隣
接
地
区

に
住
宅
が
増
大
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
区
の
大
半
の
土
地
ハ
旧
鉱
業

所
社
宅
用
地
)
を
所
有
す
る
一
一
一
菱
金
属
鉱
業
が
大
規
模
な
宅
地
造
成
を
系
列

会
社
の
手
に
よ
っ
て
開
始
し
て
い
る
。
宅
地
の
売
行
き
も
順
調
で
あ
り
、
こ

こ
二
、
三
年
の
う
ち
に
人
口
の
増
加
が
は
じ
ま
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
平
和

と
な
ら
ん
で
採
石
事
業
が
、
王
子
造
林
、
一
一
一
菱
金
属
鉱
業
の
両
所
有
地
で
そ

れ
ぞ
れ
さ
か
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。
五
九
年
に
完
成
し
た
こ
の
地
区
に
浄

水
場
を
も
っ
上
水
道
は
、
下
手
稲
地
区
の
一
万
七
千
人
に
給
水
を
行
な
っ
て

い
る
。こ

れ
ら
各
地
区
の
概
況
を
要
約
し
、
後
出
第
二
五
表
の
職
業
別
構
成
を
も

考
え
に
入
れ
る
と
、
こ
の
一
一
一
の
地
区
は
お
お
ま
か
に
は
、
東
、
本
町
が
市

街
地
区
、
宮
沢
、
稲
穂
が
工
場
地
区
、
西
野
、
富
丘
、
前
回
、
金
山
が
住
宅

地
区
、
福
井
、
平
和
、
星
置
、
山
口
が
農
業
地
区
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。
も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
同
じ
種
類
の
地
区
で
あ
っ
て
も
、
細
か
く
み
る
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7 
a 

と
か
な
り
異
な
っ
た
商
も
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
同
じ
住

宅
地
で
あ
っ
て
も
、
西
野
と
富
丘
で
は
農
業
就
業
者
の
残
っ
て
い
る
割
合
が

か
な
り
ち
が
う
し
、
ま
た
西
野
と
金
山
を
と
る
と
、
そ
の
住
民
の
ブ
ル

l
カ

ラ
!
と
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
比
率
が
か
な
り
ち
が
っ
て
い
る
。
全
体
と
し
て

束
手
稲
地
区
の
ほ
う
が
、
各
種
の
構
成
に
お
い
て
都
市
的
な
傾
向
を
み
せ
て

い
る
。
ま
た
、
こ
の
町
は
、
五
八
年
に
山
地
を
除
く
全
面
積
が
都
市
計
画
区

域
の
指
定
を
う
け
、
つ
い
で
六
一
年
に
そ
の
区
域
内
の
用
途
地
区
の
指
定
を

う
け
た
。
こ
の
町
の
地
区
区
分
と
用
途
地
区
の
区
分
と
は
必
ず
し
も
一
致
し

て
い
な
い
が
、
こ
の
用
途
地
区
区
分
か
ら
み
て
も
、
ほ
ぼ
前
に
述
べ
た
地
区

の
性
格
わ
け
で
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

)
 
1
 
(
 

地
区
別
の
人
口
構
成
の
資
料
と
し
た
も
の
は
、
各
表
の
注
に
そ
れ
ぞ
れ
附

札幌郊外地区〈手稲〕の政治意識調査

日
μ

J

R

明、、、喝、

圭一両-
vし
み
j
占
μ

一
つ
は
総
理
府
統
計
局
、
が
六
五
年
の
国
勢
調
査
で
は
じ
め
て
の

試
み
と
し
て
作
成
し
た
調
査
区
ご
と
の
集
計
表
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
町

独
自
で
行
な
っ
た
地
区
別
の
集
計
結
果
で
あ
る
。
前
者
の
集
計
項
目
は
き
わ

め
て
限
ら
れ
て
い
る
が
、
地
域
を
細
か
く
み
る
た
め
の
ま
た
と
な
い
資
料
で

あ
る
。
こ
の
手
稲
町
は
一

O
六
の
調
査
区
に
分
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ

で
は
こ
れ
を
二
一
の
地
区
ご
と
に
集
計
し
て
用
い
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
六

五
年
に
つ
い
て
し
か
行
な
わ
れ
て
い
な
い
の
で
、
時
系
列
で
み
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
た
と
え
ば
第
一
八
表
な
ど
は
こ
れ
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
い
っ
ぼ

う
後
者
に
属
す
る
資
料
は
、
町
の
連
絡
員
(
各
地
区
と
役
場
と
を
結
ぶ
仕
事

を
も
っ
た
役
場
の
嘱
託
員
で
、
地
区
の
住
民
が
委
嘱
さ
れ
て
い
る
)
の
担
当

区
域
に
よ
っ
て
地
区
割
が
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
町
の
地
区
別
の
区
画
は
、
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
四
二
年
に
現
在
の

よ
う
に
設
定
さ
れ
た
が
、
そ
の
境
界
線
は
当
時
の
川
や
道
路
が
主
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
二

O
数
年
間
に
、
特
に
人
口
の
集
中
し
た
地
区
で

は
川
や
道
路
が
新
し
く
な
り
、
こ
の
境
界
線
の
も
つ
意
味
が
薄
く
な
っ
た
。

」
の
た
め
連
絡
員
の
便
宜
上
そ
の
担
当
区
域
も
徐
々
に
変
化
し
、
こ
う
し
た

区
画
に
そ
れ
が
一
致
し
な
い
部
分
も
か
な
り
生
じ
て
き
た
。
い
っ
ぽ
う
国
勢

調
査
の
調
査
区
は
、
厳
格
に
従
来
の
区
画
に
し
た
が
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た

こ
と
か
ら
、
町
で
用
い
て
い
る
地
区
区
分
と
国
勢
調
査
の
調
査
区
区
分
と
に

は
、
若
干
の

く
い
ち
が
い

が
あ
る
。
こ

の
く
い
ち
が

い
の
比
較
的

大

き

い

の

は
、
前
回
、

星
置
、
山
口

地

区

と

宮

沢
、
富
丘
地

両資料の差

地 区|金言十局調|早稲町調IA-B 
東 4，495 4，495 。
宮西 沢井野

1，824 2，769 ム 945 
4，311 4，488 ム 177 

平福
351 351 。

和 365 365 D 

宮本盟
丘 3，867 2，745 1，122 

穂町 5，317 5，366 ム 49 
1，409 1，268 141 

回 2，022 2，605 ム 583 
置 317 286 311 

山 口 463 293 172 
金 山 1，568 1，278 290 

d口L 計 26，309 26，309 。

第ゆ表

いずれも65年の国勢調査による総
人口である。ム印はマイナス。

注
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区
で
あ
る
が
、
他
の
地
区
は
ほ
と
ん
ど
問
題
に
す
る
ほ
ど
の
も
の
で
は
な

研究ノート

ぃ
。
念
の
た
め
、
町
の
地
区
別
集
計
と
国
勢
調
査
の
そ
れ
と
を
、
総
人
口
だ

け
に
つ
い
て
対
比
し
て
み
る
と
、
第
一
九
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
地
区
に
よ
っ
て
か
な
り
の
差
が
あ
る
が
、
時
系
列
で
み
る
場
合
に
は
町
の

2 

資
料
し
か
使
え
な
い
の
で
、
や
む
を
え
ず
そ
れ
に
従
っ
た
。

地
区
の
人
口
…
構
成

ま
ず
年
令
構
成
を
み
る
が
〈
第
二

O
表
〉
、
各
地
区
の
性
格
を
も
っ
と
も
端

的
に
示
す
の

が
、
各
年
代
の

う
ち
で
も
っ
と

も
社
会
的
移
動

の
激
し
い
青
年

層
の
比
率
で
あ

る
。
こ
の
表
で

二
O
才
台
の
全

体
に
占
め
る
割

ム
ロ
を
み
る
と
、

各
地
区
で
か
な

り
の
差
が
あ

り
、
最
高
は
最

(65年%)

地区 10~1吋20~2叫日
東 36.3 34.4 6.2 110.6 

宮西 沢野 38.4 22.5 33.3 5.7 111.4 
37.5 19.7 36.3 6.5 101.4 

平福 和井 37.8 20.5 33.0 8.5 116.7 
40.6 11.7 36.1 11.5 111.0 

富本稲前 穂丘町回

37.2 20.6 34.7 7.4 95.6 
37.6 20.3 34.3 7.6 97.0 
36.4 19.9 36.7 7.0 112.2 
38.1 18.6 37.0 6.2 108.2 

星置 43.6 17.3 30.3 8.8 92.1 
山口 41.7 15.1 34.0 9.1 85.9 
金山 37.8 19.7 36.0 6.4 113.3 

全区 37.5 20.5 35.0 6.9 103.4 

各地区の年令別構成第20表

低
の
二
倍
ち
か
く
に
な
る
。
福
井
と
い
う
例
外
を
除
く
と
、
こ
の
高
い
地
区

が
東
、
宮
沢
、
富
丘
、
本
町
と
ち
ょ
う
ど
札
幌
側
か
ら
国
道
沿
い
に
な
ら
ん

で
い
る
地
区
で
あ
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
こ
の
よ
う
に
市
街
地
を
も
っ
地
区

に
ご

O
才
台
が
多
く
集
ま
っ
て
い
る
が
、
住
み
込
み
従
業
員
、
下
宿
人
、
間

借
入
、
寮
生
活
者
な
ど
が
こ
の
地
区
に
比
較
的
多
い
こ
と
を
一
示
す
。

は
、
後
で
述
べ
る
一
人
世
帯
、
準
世
帯
と
も
関
連
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の

割
合
の
も
っ
と
も
低
い
三
地
区
は
、
い
ず
れ
も
農
業
地
区
で
あ
り
、
四
つ
の

農
業
地
区
の
な
か
で
、
住
宅
地
化
の
進
ん
で
い
る
福
井
だ
け
が
例
外
で
あ

る
。
西
野
、
前
回
と
い
う
住
宅
地
区
で
は
、
こ
の
市
街
地
区
と
農
業
地
区
の

中
間
に
あ
り
、
年
令
構
成
が
ほ
ぼ
自
然
な
形
を
と
っ
て
い
る
。
つ
ぎ
に
六

O

才
以
上
の
高
令
者
の
割
合
を
と
っ
て
み
る
と
、
青
年
層
の
場
合
と
は
逆
に
、

国勢調査の調査区別集計による。

も
っ
と
も
高
い
四
地
区
に
農
業
地
区
が
ぜ
ん
ぶ
入
っ
て
い
る
。
と
く
に
平
和

の
そ
れ
は
き
わ
だ
っ
て
高
い
。
農
業
地
区
に
つ
い
で
高
い
の
は
、
古
く
か
ら

の
市
街
地
で
あ
る
本
町
で
あ
る
。

性
比
を
み
る
と
、
問
じ
農
業
地
区
で
あ
っ
て
も
札
幌
よ
り
の
平
和
、
福
井

で
は
高
く
、
小
樽
よ
り
の
山
口
、
星
置
で
は
低
い
。
と
く
に
山
口
は
、
八
五
・

九
%
と
い
う
ひ
じ
よ
う
な
低
さ
で
あ
る
。
前
の
両
地
区
と
後
の
両
地
区
と

で
は
、
農
業
の
内
容
に
か
な
り
の
ち
が
い
が
あ
る
。
前
の
両
地
区
で
は
収
入

の
安
定
し
た
水
田
が
主
で
あ
り
、
ま
た
札
幌
と
の
交
通
の
使
が
比
較
的
よ
い

注

た
め
、
地
価
も
し
だ
い
に
上
昇
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
後
の
二
地
区
で れ
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は
収
入
の
不
安
定
な
畑
作
が
中
心
で
あ
り
、
地
価
も
札
幌
か
ら
離
れ
て
い
る

た
め
ま
だ
さ
ほ
ど
で
も
な
い
。
こ
う
し
た
所
得
の
ち
が
い
の
影
響
も
考
え
ら

れ
る
。
非
農
業
地
区
で
は
市
街
地
区
の
宮
沢
、
東
が
高
く
、
前
回
、
西
野
と

い
っ
た
住
宅
地
区
が
や
は
り
こ
こ
で
も
中
間
的
な
地
位
を
占
め
る
。
宮
沢
、

東
で
は
、
独
身
の
男
子
の
多
く
住
ん
で
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
し
、
住
宅

地
区
は
こ
れ
に
対
し
て
自
然
な
性
比
を
示
し
て
い
る
。
さ
き
に
あ
げ
た
性
比

の
三
地
区
の
み
で
あ
る
。

の
全
国
平
均
と
比
較
す
る
と
、
こ
れ
を
下
ま
わ
る
の
は
山
口
、
星
置
、
宮
丘

世
帯
あ
た
り
の
人
員
を
第
一
二
表
で
み
る
と
、
早
く
か
ら
市
街
地
化
し
て

)
 
1
 
(
 

め
と
す
る
農
業

い
た
東
と
木
町
、
が
、
六
五
年
ま
で
一
貫
し
て
低
い
数
を
示
し
、
福
井
を
は
じ

札幌郊外地区(手稲〉の政治意識調査

地
区
が
高
い
数

を
続
け
て
い

る
。
こ
の
中
間

に
住
宅
地
化
し

て
い
る
地
区
が

あ
る
。
こ
の
よ

う
に
、
同
一
町

内
で
も
地
区
に

よ
っ
て
か
な
り

(%) 

地区|畔|畔|畔!畔|畔l
5.51 4.81 4.01 3.91 3.6 
6.015.714.914.013.7 

7.71 7.01 6.61 5.71 4.2 
5 . 91 6 . 31 5 . 81 5. 11 3. 9 
5.21 5.11 4.61 3.91 3.7 
5.01 4.91 4.31 3.91 3.71 
5.81 5.21 5.01 4.61 4.0 
6.01 6.21 4.91 4.21 3.8 
6.41 6.31 6.21 5.51 4.4 

山口 5.8 6.4 6.3 5.2 5.4 
金山 5.0 5.6 4.7 5.1 4.4 
全町 5.4 5.4 4.6 4.1 3.8 

各地区の世帯あたり人員第;21表

注 国勢調査によって全世帯を人口で

割った数である。 69年は、 7月1日
現在住民基本台帳人口である。

大
き
な
差
が
あ
る
。
富
丘
と
金
山
が
五

O
年
当
時
で
す
で
に
低
い
の
は
、
さ

き
に
地
区
別
人
口
の
項
で
述
べ
た
理
由
か
ら
、
住
宅
地
的
な
性
格
を
早
く
か

ら
も
っ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
う
し
た
数
は
、
の
ち
に
触
れ
る

世
帯
の
か
ぞ
え
か
た
か
ら
、

一
時
的
な
労
務
者
の
集
団
的
な
住
居
(
い
わ
ゆ

る
飯
場
な
ど
〉
が
調
査
時
点
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
異
常
に
高

い
数
が
出
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
注
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
調
査
時
点

で
、
そ
の
地
区
に
大
規
模
な
土
木
工
事
が
あ
る
と
、
こ
の
数
が
高
く
な
る
。

手
稲
町
で
の
こ
れ
ま
で
の
こ
う
し
た
工
事
の
主
な
も
の
は
、
公
共
事
業
と
し

て
は
三

O
年
か
ら
三
四
年
ま
で
の
富
丘
以
西
の
地
区
の
上
水
道
工
事
、
コ
一
九

年
か
ら
四
一
年
ま
で
の
宮
沢
以
東
地
区
の
同
じ
く
上
水
道
工
事
、
三
六
年
か

ら
四

O
年
ま
で
の
東
地
区
の
区
画
整
理
工
事
の
ほ
か
、
国
鉄
電
化
、
電
車
基

地
建
設
、
国
道
五
号
線
を
は
じ
め
と
す
る
大
規
模
な
道
路
工
事
、
工
業
団
地

造
成
工
事
な
ど
が
あ
り
、
民
間
事
業
と
し
て
は
、
札
幌
ト

1
ヨ
l
ゴ
ム
を
は

じ
め
と
す
る
大
規
模
な
工
場
建
設
が
あ
り
、
こ
れ
ら
が
あ
い
つ
い
で
い
た
。

こ
う
し
た
一
時
的
要
因
に
よ
る
異
常
な
数
値
は
、
地
区
を
細
か
く
分
け
れ
ば

分
け
る
ほ
ど
大
き
く
で
て
く
る
。
ま
た
、
六
五
年
以
降
を
み
る
と
、
世
帯
の

縮
小
は
一
段
と
進
ん
で
い
る
。
農
業
地
区
で
も
山
口
を
除
い
て
大
巾
に
縮
小

し
、
む
し
ろ
各
地
区
と
も
平
準
化
の
傾
向
が
強
い
。

単
身
生
活
者
の
分
布
は
、
第
一
一
一
一
表
に
示
し
た
。
東
、
宮
沢
、

そ
れ
が
多
く
居
住
し
て
い
る
。
金
山
で
の
割
合
の
大
き
い
の
は
、

金
山
で

主
と
し

北法20(2・111)235
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地 区|一人世帯I~jjt貫| 言十 |全人口に対% する比率

東 60 382 442 9.8 

宮西
沢 9 191 200 7.21 
野 33 124 157 3.51 

平福東手稲和井言十

43 43 12.3 
19 20 5.5 

103
1 
759 862 6.9 

重樹霊
丘 34 85 119 4.3 

穂町 76 55 131 2.4 
5 128 133 10.5 

回 2 168 170 6.5 
置 ー 17 17 5.9 

山 ロ 3 3 1.01 

金手稲計山
5 278 283 22.11 
125 731 856 

計 1，490| 6.5 

(65年〉単身生活者の分布第22表

て
道
庁
、

道
警
職
員

の
独
身
寮

国勢調査の調査区別集計による。

の
せ
い
で

あ
る
。
そ

の
ほ
か
例

外
的
な
も

の
を
除
く

と
、
新
設

工
場
の
多

注

い
地
区
で

そ
の
割
合

が
高
い
。
な
お
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
住
み
込
み
従
業
員
の
場
合
は
ほ
と

ん
ど
普
通
世
帯
に
入
る
の
で
、
と
こ
に
は
現
わ
れ
て
こ
な
い
。
そ
れ
を
含
め

る
と
、
単
身
生
活
者
は
さ
ら
に
多
く
で
る
で
あ
ろ
う
。
準
世
帯
員
と
一
人
世

帯
員
を
あ
わ
せ
た
も
の
の
全
人
口
に
対
す
る
比
率
は
、
札
幌
市
の
二
子
九
%

を
か
な
り
下
ま
わ
っ
て
い
る
。
と
く
に
五
O
人
以
上
の
寮
は
町
内
に
ニ
カ
所

(
い
ず
れ
も
前
回
)
し
か
な
い
。
一

J
四
九
人
の
準
世
帯
は
二
二
ニ
あ
り
、

そ
の
一
世
帯
あ
た
り
の
人
員
は
六
・
五
人
で
あ
る
。

人
口
移
動
率
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
地
区
別
に
と
れ
る
の
は
資
料

の
関
係
か
ら
手
稲
東
地
域
の
み
で
あ
っ
た
。
た
だ
東
手
稲
地
区
と
手
稲
地
区

に
分
け
た
も
の
で
は
、
札
幌
市
と
の
合
併
後
の
六
七
、
六
八
年
に
つ
い
て
の

み
資
料
が
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
移
動
率
は
、
市
内
他
地
区
へ
の
移
動
を

含
め
て
東
手
稲
で
は
六
七
年
三
四
・
O
M
、
六
八
年
三
九
・
三
%
で
あ
り
、

手
稲
で
は
そ
れ
ぞ
れ
二
六
・
七
%
、
一
二

0
・
ニ

μで
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
東

手
稲
の
ほ
う
が
手
稲
を
か
な
り
上
ま
わ
っ
て
い
る
。

東
手
稲
の
六
八
年
の
移
動
率
を
地
区
別
に
み
た
の
が
第
二
三
表
で
あ
る
。

て
い
な
い
。
こ
れ
を

こ
こ
で
は
、
同
じ
手
稲
東
区
出
張
所
の
区
域
内
で
の
地
区
間
の
移
動
は
入
つ

み
る
と
、
福
井
、
平

和
と
い
っ
た
農
業
地

区
と
そ
の
他
の
非
農

業
地
区
と
で
は
、
大

き
な
差
の
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
福
井
と

平
和
と
を
比
較
す
る

と
、
住
宅
地
化
の
進

(68年%)

地区|総数| 男 女

東 37.3 38.7 35.7 

宮沢 40.4 43.6 36.8 

西野 37.7 38.4 37.1 

福井 26.5 26.7 26.3 

平和 17.3 15.1 19.8 

全区 37.2 35.8 

注1 束手稲区出張所に属さず、
手稲支所に属する宮沢の一部
を除外している。

2 移動率の出しかたは、第6
表と同じ。

ん
で
い
る
福
井
の
ほ
う
が
か
な
り
高
い
。
ま
た
男
女
別
に
み
る
と
、
男
子
の

ほ
う
が
や
や
高
い
。
こ
れ
ら
は
一
般
的
な
傾
向
と
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
こ

の
な
か
で
は
宮
沢
の
高
さ
が
目
立
つ
。
四
O
%
の
移
動
が
あ
る
と
い
う
こ
と

各地区の移動率第23表
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は
、
四

0
4月
の
も
の
が
転
入
ま
た
は
転
出
し
た
こ
と
を
意
味
し
、
出
張
所
区

域
内
の
他
地
区
へ
の
移
動
を
含
め
て
考
え
る
と
、
居
住
地
区
と
居
住
者
の
つ

(
六
八
年
一

O

な
が
り
の
浅
さ
が
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
宮
沢
地
区
で
は
人
口
三
、
七
四
六
人

月
一
日
現
在
)

の
う
ち
、
こ
の

一
年
間
に
一
、

五
一
三
人
が
移

動
し
て
い
る
。

つ
ぎ
に
産
業

)
 
1
 
(
 

別
分
布
で
あ
る

札幌郊外地区(手稲〕の政治意識調査

が
、
こ
の
項
の

は
じ
め
の
部
分

で
地
区
別
の

了
二
二
二
次
産

業
別
の
就
業
者

の
分
布
を
み
、

大
ま
か
な
地
区

の
類
型
分
け
を

行
な
っ
た
が
、

(65年%)

地区|農林漁業|鉱業!震造霊|長小|喜信望|足ピ|その他

東 3.3 0.3 35.3 24.7 10.7 17.2 8.5 

宮西 野沢 7.5 0.5 37.1 17.7 7.5 23.1 6.5 
22.9 0.3 28.0 17.8 6.4 14.8 9.7 

平福 和井 45.8 43.2 6.3 0.5 3.2 1.0 
69.0 3.0 18.3 5.1 1.0 3.0 0.5 

前本稲寓 田穂丘回J 

8.0 0.3 33.8 17.3 13.1 17.2 10.3 
3.2 0.4 30.7 25.0 13.8 16.8 10.1 
11. 1 50.3 16.0 8.1 8.5 5.9 
19.2 35.3 10.6 7.5 18.3 9.11 

星置 55.8 1.9 22.4 8.3 6.4 2.6 2.6 
山口 72.3 6.8 3.2 0.9 13.6 
金山 2.9 34.8 7.7 8.6 17.3 16.9 

全区 12.8 1.0 33.1 18.3 9.6 16.0 

成構業震の区地各第24表

そ
れ
を
さ
ら
に
細
か
く
み
た
の
が
第
二
四
表
で
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
卸

小
売
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
比
率
が
市
街
地
化
し
て
い
る
東
、
宮
沢
、
本
町
で

高
い
。
ま
た
運
輸
通
信
業
が
富
丘
、
本
町
で
高
い
が
、
こ
れ
は
国
鉄
職
員
に

大
部
分
よ
っ
て
い
る
。
金
山
で
「
そ
の
他
」
が
多
い
の
は
、
道
職
員
、
道
警

職
員
と
い
う
公
務
に
従
事
す
る
も
の
が
多
い
た
め
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
職
業
別
に
み
た
の
が
第
二
五
表
で
あ
る
が
、
住
宅
地
化
し
て
い
る

西
野
、
富
丘
、
本
町
、
金
山
で
「
事
務
」
が
多
い
。
「
販
売
・
+
l
ピ
ス
」
は
、

第
三
次
産
業
の
比
重
の
高
い
地
区
で
あ
る
束
、
本
町
が
き
わ
だ
っ
て
高
い
。

「
生
産
運
輸
」

は
、
工
場
地

区
の
稲
穂
、
が

国勢調査の調査区別集計による。

目
立
っ
て
高

し、。

「
農
林

漁
業
」
は
、

次
産
業
の
比

率
に
ほ
ぼ
等

し
い
。キぜ

い
ど
に

注

従
業
上
の
地

位
別
の
分
布
で
あ
る
が
、
雇
用
者
の
比
率
が
農
業
地
区
で
低
い
の
は
当
然
で

(65年%)

地区|農林漁業|生産運制野~-tTj事務
東 3.3 44.4 23.4 28.9 

宮西 沢野 7.4 49.1 17.6 25.9 
22.3 31.9 13.9 31.8 

平福 和井 45.8 38.9 5.8 9.5 
68.5 22.3 3.6 5.6 

室稲E長穂E 
8.1 40.3 16.3 35.3 
3.0 40.0 23.9 33.1 
11.9 53.8 14.3 20.0 
19.0 37.4 14.6 29.0 
55.8 31.4 5.8 7.0 
72.3 7.7 3.6 16.4 

金山 3.1 52.9 11.3 32.7 

全区 12.6 40.6 17.5 29.3 

各地区の職業構成第25表

注 国勢調査の調査区別集計による。職業分
類については、第12表参照。
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あ
る
。
し
か
し
、
市
街
地
化
し
て
い
る
東
、
本
町
に
お
い
て
も
、
他
の
非
農

研究ノート

注国勢調査の調査区別集計によ

る。

北法20(2・114)238

業
地
区
に
劣
ら
ず
雇
用
者
の
比
率
の
育
問
い
の
は
興
味
あ
る
事
実
で
あ
る
。
商

底
、
サ
ー
ビ
ス
業
種
な
ど
で
も
底
員
を
使
っ
て
い
る
も
の
が
増
加
し
て
い
る

こ》」'と、

れ
ら
市

第26表各地区の従業上の
地位別矯成 (65年%)

街
地
化
し

た
地
区
で

農
業
従
事

者
が
き
わ

め
て
少
な

い
こ
ル
」
ム
」

の
二
つ
の

地区|雇用者|自営業主|震業室

宮西東沢野
86.2 7.9 5.8 
86.4 8.3 5.3 
71.3 12.2 16.3 

平福 和井
55.2 17.4 27.4 
31.0 23.9 45.1 

軍E稲基穂E 
86.5 7.3 6.0 
84.2 9.5 6.3 
84.1 9.0 6.9 
79.6 8.9 11.3 
44.9 24.3 30.8 

山口 32.3 24.5 43.2 
金山 93.9 3.7 2.4 

全区 80.3 9.7 9.9 

理
由
が
考
え
ら
れ
る
(
第
二
六
表
〉
。
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